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第射涯・遺
第温節　遺物の概要と記載方法

物

且　遺物の概要

南三島遺跡1◎2区から出土した遺物は9人工遺物と自然遺物に分類でき，量的には人工遺物

が大半を占めている。

人工遺物の出土量は，収納ケースで270ケースあり9種別は9土乳土製鼠石乳石製品であ

る。

自然遺物は，10ケースの出土量で，員遺風獣′凱種子である。

人工遺物の中で，土器は9縄文時代の野島式乳加曽利E式期及び称名寺式期のものが主体で，

その外に古墳時代の五領式期の土師乳　8世紀中頃と9世紀頃の須恵器が少量，縄文時代の十三

菩提式乳堀之内式乳加曽利B式軋安行式乳大洞式乳国分式期のものが微量であるが出

土した。野島式期のものは2類に分類することが可能で9当遺跡の北側G7区とH7区を中心に点在

する炉穴の形成時期決定の資料となった。加曽利E式期のものでは9主に中期後葉のEm学監Ⅳ

式が出土し9各式とも施文技法の細分が可能であった0出土地点は，特に当遺跡の中央蟻区言掩区

と東側K5区が中心で9数期にわたって集落を形成したとみられる住居跡及び円筒形土壌からその

多くが出土した0称名寺式期のものは9大きく2類に分類でき，更に細分も試みたが，遺構形成

時期との関連性は当遺跡南側のJ5区を中心とした以外は少なく，資料となり得るものが希薄だっ

たため単なる文様構成の類別にとどめた。これらの縄文土器の器種は，深鉢形土器，整形土乳

壷形土器や器台形土器である。完存晶若しくは残存度の高いものは9唾棄や土器埋設炉に使用

されたものが多く9接合により復元されたものについては9遺構内覆土に遺存したものが多かっ

た。なお9遺構の床面や壌底面から出土した遺物は9そのほとんどが破片で，極少量であった。

五領式期のものは9　4軒の住居跡からの出土で9その内963◎84号住居跡出土のものが器種を推

定できた0土師式土器の器種は9滑形土器9塔形土乳器台形土乳壷形土乳小形広口壷形土

器9寮形土乳台付整形土器に限られた。8世紀中頃に比定できる須恵器は，84号住居跡を切っ

て構築した3号溝の覆土内から出土したもので，3号溝の時期決定の資料となった。出土した須

恵器の器種は9　婆と埠である。

土製品は，土凰有孔門札無孔門札穿孔途中の円軋穿孔土器片と耳栓が出土し，特筆す
てづくね

べきものとして，土錘，円板類の出土数が顕著であった。土錘は，土器片錘9手捏土観球状土

薗管状土錘の4種が出土し9その数量は遺構から874息グリッドからは267点で総計且，141点
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にもなり，形乳重量等に，わずかな差異が認められた。円板類は，無孔円私穿孔途中の円私

有孔円板の3種が出土し，総計では170点であった。無孔円板は，遺構からの出土数85息グリッ

ドからの採集数11点で，それらは大きさ，綾部研磨痕の有無等に相違があった。穿孔途中の円板

は，有孔円板と用途を同じくしたものと思われるが9遺構からの出土数は22点のみで，有孔円板

の，遺構からの出土数56息グリッドからの採集数4息計57点に比較して少なかった。穿孔途

中の円板や有孔円板は，すべて単一の盲孔，又は貫通孔で，全体の法量の軋孔径に大差があっ

た。穿孔土器片は，土器片に穿孔を加えたもので，特異な形状を呈していることから独自の土製

品として取り上げた。これらの穿孔土器片は，遺構から6点出土した。耳栓は，810号土壌から出

土した1点のみで9　土製装飾品としては唯一のものである。

石器は9石銑石斧，敲石，磨石，凹石，石凪砥石，礫乳肖り器9彫乳掻乳尖頭器が出土

した。特筆すべきものとして9磨石の出土数が著しく，遺構から76点出土した。敲石や凹石の内

にもその範ちゅうに加えられるべき様相を呈するものがあり，一次利札　あるいは併用も数える

と相当数になる。石斧は，打製石斧と磨製石斧に分類できるが，いずれも完存品は少なく，欠損

品が多かった。石鉄は，遺構から30息　グリッドから8点出土し，総計が38点であり，これは，

出土数を捕獲目的を異にする前述の土錘と比較するとわずかであった。
けつじよう

石製品は9石棒，浮子，石錘，決状耳蝕垂飾及び研磨調整された不明の石製品が出土した。

45号住居跡の土器埋設炉付近から深鉢形土器とセットで出土した石棒は，この時期の宗教軋呪

術的文化を考察するうえでのよい資料である。浮子や石錘の出土量は，土錘に比較すると少なく，

漁拶活動における用途や方法を考察するうえでの検討資料となった。

自然遺物の中で，貝遺体は，233号住居眺564◎1011号土壌からその多くが出土し，その他の

遺構からは少量の出土量であった。貝遺体の種別は，シオフキとハマグリが主体を占めたが，同

定結果からは24種目に分類できた。これらの員遺体は，遺構への投棄により形成された遺存体で

あった。各遺存体は，出土数が少なく時期的にも拡散しており，出土地点の位置的な相関関係等

は認められなかった。

獣骨は，468号土壌から馬骨の一部と1号溝から馬頭骨3体分が出土した。

種子は，44号住居跡と694◎711号土壌から出土したもので，同定結果はオこグルミー種類であ

った。

2　遺物の記載潮去

本報告書では，原則として遺構出土の遺物だけを取り扱った。各遺構からの出土遺物は，出土

遺物一覧表で明記したが，遺物を人工遺物と自然遺物とに分類し，各節を設けて記載する方法を
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とった。各節の項目については，概略を記述してから各々の遺物の解説に努めた。各遺物につい

ての記載内容と記載方法は，次のような方法をとって記述した。

完存土乱完存率の高い土乳部分的にでも形態が推定可能な土器等については，土器解説表

に図表示し，実測図を掲載した。土器解説表の記載方法は，文章表記は要点だけとし，その他は

記号を使用して簡略化した。

底部については，形態別に類別し，解説を加え実測図を掲載した。

土器片については，各遺構出土ごとにまとめて拓影図を掲載し，文章表記と記号表記を併用し

て解説に努めた。解説の中で焼成については，良好，普軋不良に分け，良好は焼き締って硬い

もの，不良は焼成があまく指でこすると器面が剥落するものとし，その中間的なもので，縄文式

土器の一般的な焼成についてを普通とした。

把手については，作出方法を類別し，解説を加え，実測図を掲載した。

土製品で，土錘，円板の完存品については各解説表で表示し，実測図を掲載した。

石器については，各遺構出土の完存晶あるいは完存率の高いものについては，解説表に表示し，

実測図を掲載した。

石製品については，各遺構出土のものを一括して解説表に表示し，実測図を掲載した。

貝遺体については，同定資料を提示し，各地点貝層を解説した。各員層の層鑑　同定乱数量

等については地点貝層解説表で表示した。

その他の自然遺物については，文章表記した。

また，各項目ごとに，総合的な統計資料を掲載して解説に努めた。

なお，本報告書に提示する資料は9　南三島1◎2区の遺構出土遺物を主に取り扱った。

（且）使用記号と解説表の見方

遺構の使用記号については，上巻遺構の記載方法に同じとした。

ア　出土遺物一覧表（土器）

遺　　 構 出　　　　 土　　　　 土　　　　 器　　　　 片 図　　 版　　 番　　 号 時期

。出土土器片の憲は9口は目線部片渦ま底部片の出土点数である。同一個体の破片と思われ

るものは総数から除いた。

イ　土器解説表

遺　　構 形　　態　　と　　文　　様 焼成◎胎土e色調

○法量は，口径，器高，底径の順で示し，単位はcm，Oは現存測定値である。
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○形態と文様の欄は9　次のように表記した。

◎形態と文様の中段最初の記号は，形態の類形である。

◎口は目線部，胴は胴部，底は底部である。

◎施文は9　地文か充填かを表記したが，不明の場合と縄文のみ施文の場合については，単に

施文と表記した。

◎外傾する器形について9　一般的な外傾度のものは特に記載しなかった。

○焼風胎も　色調の欄の，Fは長石（Fe且dsper），Mは異母（Mica），Qは石英（Quartz）を

表し，色調は，「新版標準土色帖」（山下正忠◎竹原秀雄遍著　財団法人日本色研事業株式会

社）を使用した。

○備考の欄は，次のように表記した。

⑳上段が完存率で，完存は100％，一部欠は50％以上9　一部残は50％以下のものとした。

◎中段は遺存体で，Ⅹは覆土中，Yは床面である。

◎下段は遺物の形式で，野島は野島式9　Eは加曽利E式，大は大木式，称は称名寺式，堀は

堀之内式，安は安行式，五領は五領式，国は国分式土器である。

ウ　土器拓影図解説表

図版番号 遺　　　構 文　　　　　様 作　　出　　方　　法 出土位置

○作出方法の欄は，文様を構成する施文の順位を表したもので，－は左から右への順位を表し，

，は順位不明のものと9　並行するものを表す。

○施文の順位は，最終段階の調整も加味して順位づけた。いわゆる沈線区画内に縄文を充填し

たものでも，調整によってその後沈線がなぞられていれば，縄文一沈線とした。

「「　」一里ヒ一紙　」一　面　同　庁　＋亀「且　7寺巣　　三魁見解訝嘉
一‾　　　…⊥＿一1コロ‾ノl　洪コ二†　←」一メこコ二I i Jlんへ，　⊥づぺし＝」†　’ト」　HUl　　ト」‘ユぺ・HHJJ‾lllL／し「■′ヽ

土器片錘

遺　　構 長さ　幅　ノッチ間　重さ 形　　態

土　錘

名　　　　称 遺　　　構 幅　　　径　　孔径　　重さ 出土位置 備　　　　　　　　考

円　板

遺　　　構 長さ　幅　厚さ　孔径　重さ 形　態　の　特　徴　と　文　様 出土位置
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土製品

名　　　称

石器，石製品

遺　　構

遺　　　構 長さ　幅　孔径　重さ

長さ　幅　厚さ　重さ

形　　態　　と　　特　　徴

形　　態　　と　　特　　徴 材　　質

出土位置

出土位置

○法量の欄で、長さ9　幅9　厚さ9　ノッチ間の単位はcm9　浮力9　重さの単位はgである。

○石鉄の形態の記号は9　形態の類形を表す。

オ　土器の形態別グラフ

○図に表示した形状でタ　ロは不整正方形，⑳は不整長方形9　底は不整台形9　0は不整円形9　◎

は不整楕円形を表す。

カ　住居跡覆土内地点貝層，土堀内貝層，土堰覆土内地点貝層

○ハマグリラシオフキの占有比率とは9その地点貝層の同定種全体を100％とした各占有比率で

ある。

。貝層遺存の覆土は，上層，中層∴下層と三段階の大概的表現をとった。

。貝層の小区設定は，遺構編に記載した。分割層の呼称は，指定レベルを0として5cmごとに

区切った番号である。

○純貝層は貝の含有率を70％以上とし9　混土貝層は貝の含有率を69％～40％とした。それ以下

の貝含有率のものは混員土層と定義した。

キ　第1飢号土壌　ハマグリ9　シオフキの殻高車殻長相関図

OHは殻高9　Wは殻長である。

○⑳はハマグリ9　0はシオフキを示す。

○文章表記中の大きさの採集範囲とは，採取できた平均的な大きさの範囲の意で9　各小区画の

分割層内で採集したシオフキの，穀高，穀長の平均的大きさの上限から下限までを表したも

のである。その範囲の基準は，同法量のものが5点以上採取できたところからをその範囲と

した。分割層内での採集が疎なものについては，同法量のものが3点以上採取できたところ

までをその範囲とした。

7　貝遺体集計結果表

○個体数は9貝合わせによる個体数に，貝合わせできなかったものを1／2にして加えた数量であ

る。

○重量の単位は，gである。
かんど

○［＝コは9　鍼度の低い水域及び汽水域を表す。
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（2）遺物実測図の作成方法と掲載方法

遺物実測の方法は次のようにした。

ア　土器

○実測方法は4分割法を用い，中心線を挟んで左側1／2に外面，右側1／2に内面及び断面を実測

した。

○拓影図の断面は，正面の右側緑を軸に反転したものを実測した。

イ　土製品

○土器片錘の断面は，土器を基本として，刻み目を上下にした正面の右側緑を軸に反転したも

のを実測した。

○球状土錘と管状土錘については，使用方法が孔を横位にしたものと考えて，横位を正面とし，

三角図法を基本として，正面の左側面を軸に反転したものを断面として右側に，上面を軸に

反転したものを平面として下側に実測した。

○その他の土製晶について，土器片再利用のものについては拓影図の実測法を基本とし，利用

目的のために作成されたものについては球状土錘と管状土錘の実測法を基本とした。

ウ　石器，石製品

○石器，石製晶は，三角図法を基本とし，正面の左側面を軸に反転したものを断面として右側

に，上側面を軸に反転したものを平面として下側に実測した。また，遺物によって効果的と

思えたものについては，反転軸と各図の置き方を逆転させて実測したものもある。

（3）遺物実測図の掲載方法

遺物実測図の掲載方法は，次のようにした。

ア　土器

○隆帯は≡≒で表し，微隆起線は≡十≡で表した。

○沈線は＝⊃で表し，縄文は鴇で表した。

○土器で，内面黒色処理のものはE＝＝］で表し，赤彩されたものは匠≡≡］で表した。
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○繊維混入の土器については，断面に点を落とした。

イ　石器

○敲きの範囲は，竺ご・（二二二）で表した。

○磨りの範囲は，ぺIC叫（二二二）で表し，磨りの方向は－→で表した。

ウ　縮尺の表示

○土器の実測図については，1／6を基本とした。

○土器片，土製晶，石器，石製品の実測図は，1／3を基本とした。

○縮尺の異なる実測図については，各々に別表示した。

○縮尺率はS＝％

S＝13

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm
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第2節　鬼瓦遺物

鼠　立番

当遺跡から出土した土器の概要は，前述したとおりである。

遺構内から出土した土器は9野島式9加曽利鼠m式9　私Ⅳ式9称名寺Ⅹ式が主なものであるが9

大木系譜の土器も加曽利EIII式やEIV式と共伴，あるいは単独で出土している。

野島式期の遺構は9　当遺跡の北側班7区のFP且6学　G7区のFP32～359　班6区のFP姐～4射こ所在す

る。炉穴からの出土を除いてタ　単独に位置していて9　各炉穴からの出土土器にも文様構成に偏り

が認められた。そのため，器形，文様の分類等から形式比定することは容易であった。時期的に

は障「」時期に集約されていることもあり9各炉穴間の変遷は9出土土器のわずかな文様の差異と9

炉穴の位置的考察から想定せざるを得なかったが9　野島式期において炉穴を媒体として9　2期以

上にわたる生活の営みが当遺跡に存在していたことがうかがえた。

加曽刹E狐式9　E V式はラ　形態や文様構成ラ　作出方法に変遷があり撃　分析の結果からある程度

変遷過程を系統づけることができた。大木系譜の土器については9　加曽利E式と共伴するものに

限り撃加曽利E式土器を基に形態や文様構成9作出方法についての時期的な位置づけをしてみた。

しかし撃　当遺跡の出土土器の収納方法は9　層位的収納法と原位置的収納法を9　出土遺物の遺存状

態によって区別して実施した。従ってラ　重複するすべての遺構についての新旧関係や9　覆土内か

ら出土した各期にまたがる土器すべての新旧関係をラ　短期間で分析することは困難であった。ま

た9　グリッド出土の土器については9　大部分の表土を重機で除去したため9　原位置的に各遺構と

関連づけて分析することは不可能であった。そのため9　変遷過程の系統づけも部分的に空白とな

ることは免れないため9　一般的に唱えられている区分を基に9　独立した遺構からの出土で時期的

に一括できる土器群と9　重複した遺構からの出土で新旧関係が明らかな土器群とから9　器形や文

様構成撃　作出方法の特徴をとらえ撃　土器の変遷過程をまず系統づけてみた。その後に土器相互の

新旧関係が不明なものと撃　グリッド出土のものについて争　前述の変遷過程を基本として9　他の類

例を加味し9　器形や文様構成夕　作出方法の特徴から同時期に比定できるもの9　空白部分に比定で

きるものを抽出し9　推定しながら系統づけを試みた。

称名寺‡式は撃　且5鼠◎且57◎188号住居跡9　68◎548◎且038号土壌等の覆土内から出土したがゥ　加

曽利EⅣ式の流れからのものと9　本来称名寺‡式と唱えられているものの他に9　近畿地方に見ら

れる文様構成および作出方法のものもあり9　この期における広域的な文化の流通をうかがうこと

ができた。

その他の各式に比定できる土器片は9　地山上か覆土内に遺存していたもので9　遺構に伴うもの
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とは考えられないが，文様構成や作出方法を部分的に知ることはできた。

このようなことから，当遺跡出土の土器を解説するうえで，まず，住居跡出土の土器について，

各遺構ごとに概略を表記した。次に，各々の住居跡，土壌9　炉穴等の出土土器の実測図と拓影図

についての文様構成と作出方法に主体をおいて述べた。本項では，文様構成と作出方法の差異か

らその推移を考察できるように表記し，形態や文様構成の変遷過程は，第4章まとめ9　土器につ

いての項で述べることにした。

当遺跡出土の土器を解説するうえで，形態をI～Ⅹに種別し，文様構成の作出方法について，

表記上の区分基準を設けた。以下はその基準である。

（ア）　形態の区分　（第237図）

I－A……底部から目線部にかけて，直線的に立ち上がるもの。

I－B……底部から目線部にかけて9　若干外反して立ち上がるもの。

II－A……底部から胴部にかけて緩やかに内攣し9　日綾部が若干内攣

するもの。

II－B……底部から胴部下位が緩やかに内攣し，上位から口綾部にか

けて直線的に立ち上がるもの。

m　　……胴部中位で括れて，上位から口綾部にかけて直線的に外傾

するもの。

Ⅳ－A……胴部中位で大きく括れて，上位から口緑部にかけて直線的

に外傾するもの。

Ⅳ－B・…‥胴部中位で括れて，上位から日録部にかけて大きく内攣す

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

るもの。

……胴部中位で括れて9　上位から目線部にかけて大きく内攣す

るが，胴部径が口径より大きいもの。

・…‥胴部中位で小さく緩やかに括れて，上位から目線部にかけ

て小さく内攣するもの。

……底部から胴部上位にかけて直線的に外傾して，上位から口

緑部にかけて内攣するもの。

……底部から肩部にかけて大きく内攣して，頸部が括れて口緑

部が外傾するもの。

！i

I川＼“ノ

……底部から口綾部にかけて，胴部が球状に膨らむもの。　　第錮図　形態の区分図
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Ⅹ　　……その他

（イ）　作出方法の区分　（第238図）

作出方法 区分 A B C

沈　　線 宏 宏 宏

微隆起線 診 珍 妙

隆　　帯 妙 妙 妙

隆沈文 診 蟹 診

第238図　作出方法の区分図

なお9　住居跡出土土器片解説表中の解説では，本文及び実測図や拓本等で掲載できなかった各

遺構出土土器片についても付記した。

（且）住居跡出土土器片　（表6）

当遺跡の住居跡から出土した土器片は，次の表のとおりである。

表6　住居跡出土土器片解説表

遺　 構 出　　　　 土　　　　 土　　　　 器　　　　 片 図　　 版　　 番　　 号 時期

SI l
謂 沈線A 沈線 B 円列ノ般 24 0－1 2 69－1～10 E III

S I　 4 憲㌘ 沈線 C 楕円文 条線文 沈線 C 懸垂区画内磨消文 円列ノ般 24 0－2　26 9－1 1へノ1 6 E III

橋状把手　 微隆起線 A 「U 」字状 文 27 0－仁一3

S I　 5 憲㌘ 徴 隆起線 B 微 隆起線 C 円文 沈線 A 橋状 把手 条線文 27 0－4へノ16 E Ⅳ

隆帯 A

S I　 6
封 微 隆起線 A 沈線 B ，円文，逆 「U 」字状文 微隆起線A ，「U 」 2 4 0－3　2 7 1－1 E Ⅳ

字状文， 「H 」字状文

S I　 7
憲 萱 条線文 沈線 C

2 40－4　2 7ト2～6 E III

S I　 8
憲 ‡ 条線文 沈線A 沈線 B ，円文，逆 「U 」字状文 240－5　2 7「7′、13

S I　 9 詔 3 沈線 C 微隆起線 B 渦文 隆帯 B 「U 」字状文 隆沈 A 渦文 24 0－6′、′10　2 7 1－14へノ18　27 2－1′、′3 E Ⅳ

S I l l 請 沈線 B 円文 微隆起線 B 橋状把手 条線文 徴隆起線 A 27 2－4／）13

沈線 A 区画内縄 文充填
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遺　 構 出　　　　 土　　　　 土　　　　 器　　　　 片 図　　 版　　 番　　 号 、時期

SI 12 憲 望 条線文 沈線 B 懸垂 区画内磨消文 条線文 273－1～6 E Ⅳ

SI 13
射 沈線A 楕 円文 微隆起線 A 隆沈文A

27 3－7～ 16 E IIl

S I 15 憲 等 微 隆起線 A ，縄文充填 沈線 B 楕 円文 240－11 2 73－17～ 19 E Ⅳ

S I 1 6
封 微隆起線 A ，沈線 B 逆 「U 」字状文 羽状縄文 丹塗 口緑

273…20へノ24

沈線 B 区画逆 「U 」字状 文　 条線文

SI 18 昌圭29 隆沈A 渦文 円列ノ般 条線 文 竹管刺突文 条線 文 微隆起線

B 渦文　 微隆起線 A 変形渦文　 沈線 B ，縄文充填

24ト1 2 73－25～30

27 4－1へノ8

E IIl

S I 19 憲 ∋ 沈線 A 羽状縄文 微隆起線 B ， 沈線 B 徴隆起線 A ，縄文 充填 274－9へノ11 E III

条線 文

S I 20
憲等 徴隆起線 B ， 沈線 B 微隆起線 B 渦文 条線文

274－12へノ16 2 75－1′～6 E III

S I　21 憲等 沈線 B 「U 」字状文 微 隆起 線 B 24ト2　275－7～18

S I　22 品 2 沈線 B 懸垂区画内磨消文 沈線 B 変形渦文 微隆起線 A rU 」字 27 5－19へノ21 27 6－1～6

l

状文　 沈線 B ，縄文充填　 微 隆起 線A 「Y 」字状文

S I　23 詔 沈線 C ， 円文 ，楕円文 沈線 C 渦文 条線文 竹管刺突文， 沈線
276－7′一一18 E III

B　 沈線 B 楕 円文

SI　24
遠 望 条線文，縄文 微 隆起線 A 微隆起線 A ，縄 文充填

277－1へ／4 E Ⅳ

S I　25 憲 等 微 隆起線A 「Y 」字状文 277～5′、10 E Ⅳ

S I　26
憲等 隆帯 C 微 隆起線 B 渦文 微隆起線 A rY 」字状文 橋状把 手

241－3 e4　27 7－11へノ16 E III

条線文

SI　27 憲等 沈線 B 楕 円文 隆沈文 B 微隆起線 B 渦文 277つ7～20 E m

S I 28
憲去芸3 沈線A 円丸 楕 円文 沈線 B ，楕 円丸 蕨 手文 隆沈文A 渦文

24 1－5e6 2 77－21′～24 27 8－1へノ8 E III

S I 2 9 憲 誓 隆帯 C 沈線 B 変形渦文 微 隆起 線 A rH 」字状文 橋 状把手 24「7　27 8－9へノ13 E Ⅳ

微隆起線 A 「Y 」字状文

SI 30 憲 宝 微隆起線 B 渦 文 隆沈文A 渦文 沈線 B ，円列点文 279－1／）6

S I 31
憲 ‡ 微 隆起線 B 渦文 沈線 B 橋 状把手

279－7へノ9 E III
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遺　 構 出　　　　 土　　　　 土　　　　 器　　　　 片 図　　 版　　 番　　 号 時期

SI　32 憲 圭　沈線B

SI　33 憲 3 沈線B 楕円文 羽状縄文 279－10。11 E III

SI　34
憲 2　 沈線B 楕円文 沈線B 279－12～14 E III

SI　35 憲 至 条線文 隆沈文A

SI　36
宗 萱 沈線B 逆 「U 」字状文 微隆起線A 「Y 」字状文

279－15～17 E Ⅳ

S I　37 憲等 沈線 B ，円丸 蕨手文 沈線B 楕円文 条線文 241－8　279－18～24　280－1′・～6 E III

S I　38
詔 沈線C 隆帯A ，竹管文 沈線B 微隆起線A 「Y 」字状文 280－7′）10

S I 39 憲 宝 微隆起線A 「U 」字状文

SI　40
謂 3 微隆起線B 渦文 隆沈文A 微隆起線A ，B ，逆 「U 」字状文

241－9　242－1へノ9　243－1 E III

輪状把手　 円列点文 280－11′一一18　281－1～16　282－1／）13

SI 41 請 沈線B 条線文 微隆起線A 282－14～20

S I 42
憲等 微隆起線A 282－21e22 E Ⅳ

S I 43 影 沈線 B ，縄文充填 条線文 微隆起線A 243－2　283－1へノ8

S I 44
憲芸26 沈線 B 9 条線文，竹管文 沈線A 楕円丸 蕨手文 243－3へノ6　283－9へノ22 E III

沈線 B逆 「U 」字状文　 条線文 284－1ノー－7

SI 45
憲等 沈線C 蕨手文 沈線 B 区画 「J 」字状文 微隆起線A 細粒縄文

243－7e8　284－8へノ14 E Ⅳ

SI 46
宗 呈 沈線B ，細粒縄文 隆沈文A

SI　47 措 沈線A 「Y 」字状文 微隆起線A 「Y 」字状文 284－15、ノ20

S I　48
憲 萱・徴隆起線A 隆帯A 284－21

S I 50
憲讐 沈線B ，羽状縄文 円列点文 微隆起線A 隆沈文B 橋状把手

284－22′～25　285－1～4

条線文

S I　51 封 徴隆起線A 「H 」字状文 橋状把手 285－5へノ7 E Ⅳ

SI　52
憲 2 隆沈文A 微隆起線A 「H 」字状文 285－8～14 E Ⅳ
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遺　 構 出　　　　 土　　　　 土　　　　 器　　　　 片 図　　 版　　 番　　 号 時期

SI 53
屋 宝 微隆起線A

285－15～17 E Ⅳ

SI 54 昌呈呈 沈線C 楕円文 沈線B ，楕円文，蕨手文 隆帯 B 微隆起線A ， 285－18～24 E III

条線文

SI 55
屋 号 沈線B 「U 」字状文 微隆起線A ，縄文充填 286－1～4

t

SI 56 屋宣誓 沈線B ，‾羽状縄文 沈線C 微隆起線A 沈線 B 縄文充填 243－9　286－5～14 E III

縄文，条線文

SI 57
昌㌢ 沈線B 逆 「U 」字状文 沈線 B 楕円文 微隆起線A ，縄文充填 286－15～21

「
条線文　 微隆起線B 逆 「U J 字状文

SI 58
品玉亨5 沈線C ，蕨手文，変形楕円文 沈線A 連結逆 「U 」字状文

244－1 286－22～24

隆沈C 渦文 287－1～15　288－1～3

SI 59 ㍍ 徴隆起線A 「H 」字状文 288－4～10 E Ⅳ

SI 60
昌曾 沈線B ，細粒縄文 沈線B 区画 「J 」字状文

288－11～19 称 I

SI 61 昌？ 沈線B 楕円文 沈線B 懸垂区画内磨消に沈線B 付加 微隆起線A 244－2・3　288－20　289－1～3

SI 62
品等 沈線C 蕨手文 沈線B 楕円文 微隆起線B 渦文 沈線B 逆 「U 」

289－4～19

字状文　 沈線B ，縄文充填

S I 63 土師 五領I

S I 65
昌等 微隆起線A 沈線A 「Y 」字状文 条線文 沈線A ，縄文充填

289－20～23 290－1～4 E Ⅳ

S I 66 品‡喜 沈線A 楕円文 沈線B ，細粒縄文 沈線 B 区画文 290－5～15 E III

沈線B 連結 「U 」字状文

S I 67
昌等 沈線 B 変形楕円文 沈線B ，縄文充填 微隆起線B 連結 「U 」字

290－16～25

状文

S I 68 鐙 沈線C 円文 沈線B 変形楕円文 条線文 沈線B 渦文 244－4　290－26　291－1～19

微隆起線A 渦文　 沈線B ，縄文充填

S I 69 口6底 2

SI 70
．P

品 沈線B 楕円文，懸垂区画内磨消文 微隆起線A ，縄文充填
244－5・6　292－1～9
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遺　 構 出　　　　 土　　　　 土　　　　 器　　　　 片 図　　 版　　 番　　 号 時期

SI　72
㍍ 沈線 B ，縄文充填 橋状把 手

244－7 29 2－10へノ14 E Ⅳ

SI　73 憲 誓 沈線 B 「U 」字状文 沈線 B 変形楕 円文 隆帯 C 29 2－15～20　293－1～3 E IIl

S I　74 封　 沈線 B ，縄 文充填 293－4′細－7

S I　75 憲等 微隆起線 A ，楕 円文，「Y 」字状文 微 隆起線 B rY 」字状文 244－8　293－8′、′23

沈線 B 「Y 」字状文

SI　77
憲等 徴隆起線 B 変形渦文 沈線 B 「J 」字状文

294－1′～5

S I　78 詔 沈線 B 懸垂文 沈線 B 逆 「U 」字状文 沈線 B rY 」字状文
294…6へノ10

S I　79
景 呂 徴 隆起線 A ，円列点文 沈線 B 渦文

244－9　294－11′～22

S I 8 0 詔 沈線 A ， B ，逆 「U 」字状文 沈線 B 楕 円文
294－23／）29

S I 8 1
憲？ 沈線 B 沈線 B 逆 「U 」字状 文，刺突文 条線文

294－30　29 5－1′）6

S I 82 土師 五領 I

S I 8 4 土師 24十 10 五領 I

S I 8 5 憲 圭　 沈線 B 「U 」字 状文 微隆起線 B ，円列ノ蛇 沈線 B
295－7へノ10

S I 8 6 ［コ4底 1

S I 87 憲 昌　 沈線 B 「U 」字状文 微隆起線 A 29 5－11へ・′15

S I 8 8
憲 宝 沈線 B ，縄 文

S I 8 9 封 沈線 B 沈線 A 渦文，縄文充填
［

295－16 e1 7 E Ⅳ

SI　90 措 沈線 Å 「Y 」字状文 微 隆起線A 「Y 」字状文
295つ8～23 E Ⅳ

SI　91 請 沈線 B ，円列点文 沈線 B ，縄 文充填 沈線 B ，細粒縄 文
244－11 2 9 5－24′）32

S I　92
憲 2 沈線 B ，縄 文充填 沈線 B 逆 「U 」字状 文

296－1′～4

S I　93

l
憲讐 徴隆起線 B 微隆起 線A

245－1 296－5へ一′8 E Ⅳ

SI　94
憲㌘ 微隆起線 A ， 沈線 B ，「Y 」字状文 条線 文 沈線 B ，変形 渦文

296－9′、16

418



遺 構 ！　 出　 土　 土　 器　 片

図　　 版　　 番　　 号 時 期

S I 9 5 ㍍ 沈線 B 変形渦文 微隆起線 A rY 」字 状文 条線文
296－17／、23 29 7－1

S I 9 7 憲等 沈線 B ， 円文， 懸垂区画内磨消文 沈線 B 変形楕円文 297－2へノ11

微隆起線 C 変形 渦文　 微隆起線 A 「H 」字状文

S I 9 8 封 沈線 B ，逆 「U 」字状文，蕨 手文 条線文
297－12へノ15 E III

S I 9 9 請 沈線 B 区画連 結 rU 」字状文 微 隆起線 A rY 」字状文
245－2へ／4 29 7－16 2 98－1～11 E Ⅳ

「S 」字状把 手　 橋状把手

SI lOO
離 沈線 B ，縄文充填 微 隆起 線A rH 」字状文

E III

称 I

S I lO l 措 沈線 B 「U 」字状文 微隆起線 A 条線文 沈線 B ，縄 文充 填
299－1～6

S I lO 2
憲撃 沈線 B 「J 」 字状 文 沈線 B rC 」字状 文 沈線 B 変形渦文

299－7へノ13

S I lO3 品 沈線 B 変形渦文，縄 文充填
299－14′）19 E Ⅳ

S I l O4 u　J底 2　 羽状縄 文　 沈線 B ，縄文充填 299－20へノ23

S I lO 5 憲 芸 沈線 B 渦文 沈線 B 変形渦文，縄 文充填 300－1／）5

S I lO6 憲 呈　 沈線 B 300－6

S I l O7 口 2底 1

S I lO 8 憲 ㌘ 微隆起線 A 沈線 B 300－7～ 10

S I lO9 憲学 微隆起線，「8 」字状貼付文 微隆起線A 変形渦文 30肛11′～13 E Ⅳ

SI l lO 憲 等 微 隆起線 A ，沈線 B 微 隆起 線A rH 」字状文 245－5　300－14へノ21 E Ⅳ

SI ll l 憲撃 沈線 B 沈線 B 渦文 徴隆起線 A ，条線文 30上1～5

S I l12 請 沈線 B 円列点文 舌状突起，条線 文 沈線 B 変形渦文，隆帯 A ，
30ト6／）13 E Ⅳ

円刺突文　 条線文

S I 1 13 憲㌘ 沈線 B 楕円文 沈線 B 変形 円文 沈線 B 変形渦文 円列ノ魚文 245－6 30 1－14へノ20 E III

S I 114
憲芸子 沈線 B 連結 「U 」字状文 微 隆起 線A rH 」字状文

245－7 30卜21／、27

沈線 B 「J 」字状 文

419　－－－



遺　 構 出　　　　 土　　　　 土　　　　 器　　　　 片 図　　 版　　 番　　 号 時期

S I l 15
昌霊 沈線 B 微隆起線 B 微隆起線 A ，沈線 B 「H 」字状 文 条線文 245－8　30 1－28～33　302－1

沈線 B 変形渦文

S I 1 16 憲 3 沈線 C 区画 内磨 消文 沈線 B 懸垂区画 内磨消

S I l 17 憲 冒 沈線 B 変形渦文 沈線 B 区画内磨消文 沈線 B ，縄文 充填 302－2～4

S I l 18
請 沈線 B 区画 内縄文 充填 舌状突起，条線文 微 隆起線 A ，門列点 302－5′）9 E Ⅳ

文　 条線文

S I l 19 封 沈線 B ，縄文充填 沈線 B 変形渦文 302－10～ 14

S I 12 0
憲萱呂 沈線 B 円文 沈線 B ，変形楕 円文，懸垂文 微 隆起線 A ，円列点 302－15～21

文　 微隆起線 A

S I 12 1 憲等 沈線 C 沈線 B 微 隆起線A 「Y 」字状文 微 隆起線 B 246－1′～4　30 2－22～26

3 03－1′～10

E Ⅳ

沈線 B 懸垂 区画 内磨 消文

S I 12 2 鐙 沈線 B ， 円文，楕 円文 条線文 隆沈文 C 303－11～ 16 E III

S I 12 3
詔 沈線 B 蕨手文 沈線 B 変形楕 円文 沈線 B 渦文 304－1～5

S I 12 4
請 沈線 C ，縄文充填 微 隆起線 B 「U 」字状文 徴 隆起 線A 304－6′）14 E IV

S I 12 5
請 徴隆起線 A 沈線 A 「Y 」字状文 沈線 B 区画内縄文 充填 304－15ノ～22 E Ⅳ

S I 12 6
憲㌢ 微隆起線 A 「Y 」字状 文 304－23～26　305－1e2 E Ⅳ

S I 12 7
憲学 微隆起線 A ， 円列点 文 沈線 A ，「U 」字状丸 逆 「U 」字状 文 305－3～8 E Ⅳ

S I 12 8
宗 主筈0 沈線 B 蕨手文 沈線 B 懸垂丸 縄文充填， 円列 点文 246－5　305－9′～20

3 06－1へノ5

E H I

微隆起線 B 連結 「U 」字状文　 条線文

S I 12 9
詔 沈線 C 楕 円文 微 隆起 線 B 渦文 条線文 微 隆起 線 B 楕円文 246－6　306－6／）11 E lll

S I 13 0 憲 等 微隆起線 B 渦文 微 隆起線A 「H 」字状文 246－7　306－12～15 E III

微隆起線 B 「U 」字状 文

S I 13 1
品 隆沈文A 沈線 B 懸垂 区画内磨消文 微隆起線 A 「H 」字状文 306－16／）23

S I 13 2
鐙 沈線 B 沈線 B 渦文 徴隆起線A 246－8　302－1～7

一一一一一一ll420－…一一一一一



遺　 構　　　　　　 出　　　　 土　　　　 土　　　　 器　　　 片 図　　 版　　 番　　 号 時期

S I 13 3
憲冒宇 微 隆起線 A 「H 」字状文 微 隆起線 A rY 」字状文 微隆起線 A ，

247－1′～4　307－8／～17 E Ⅳ

橋状把手　 微 隆起線A 変形渦文 308－1

S I 134 憲 萱 徴隆起線 A 条線 文 微隆起線 A rY 」字状文 308－2へノ8 E Ⅳ

S I 13 5
憲 霊 微隆起 線A ，羽状縄文 微 隆起 線A

308－9へ－ノ14 E Ⅳ

S I 13 6 謡 微隆起線 A ，円列点文 徴隆起線 A ，沈線 B rY 」字状文
308－15′～18 3 09－1 e2 E Ⅳ

微隆起線 B ， 条線 文

SI 137 憲讐 微隆起線A rY 」字状 文 沈線 B 微 隆起 線A rH 」字状文 309－3～ 11 E Ⅳ

S I 13 8 ㌶ 沈線 B 楕円文 沈線 B 変形 渦文，縄文充填 沈線 B 懸垂文
309－12′一、14

S I 13 9 宗 主呂6 沈線 B 懸垂文 条線文 微隆起線 A rH 」字状文 309－15～21 E III

S I 140 離　 沈線 C 楕 円文 309…22 e2 3 E III

S I 14 1 屋 号0 沈線 C ，変形楕 円丸 蕨手 文　 沈線 B 逆 「U 」字状文 247－5ノーー10　30 9－24
E IH隆帯 B 楕円文　 微隆起線 B 渦文 310－1′・）13

S I 14 2 封 沈線 C 楕 円文 沈線 B

SI 143 憲等 隆帯 B 楕円文 沈線 B 懸垂区画 内磨消文 沈線 B 逆 rU 」字状 文

S I 14 4 憲 萱　 沈線 B 沈線A 微隆起線 B 連結 rU 」字状文 縄 文，条線文 310－14′㌦17 E III

S I 145
宗 吾　 微隆起線 A 硬 質 「H 」字状文

311－1へ′3

S I 146 憲 ‡ 微隆起線 A 円列 点文 微隆起線 A 31 1－4′、6 E Ⅳ

S I 14 7
㌫ 沈線 B 渦文 沈線 B 澄重文 円列点文 条線 文 隆帯A

31上7ノ【）14 E Ⅳ

微 隆起線 A

SI 148
憲？ 微隆起線 A ， 円列 点文

S I 1 49 謂 微隆起線A 沈線 B
2 47－11 3 1上15′）18

S I 15 0
謂 微 隆起線 A ，輪状突起 条線 文 微隆起線 A rY 」字状文

311－19～23 E Ⅳ

S I 15 1 ㌶ 沈線 B r J 」字状 文 沈線 B 鈷状文
248－1。2　312－1～5 称 I

…421－－－、－



遺　 構 出　　　　 土　　　 土　　　 器　　　　 片 図　　 版　　 番　　 号 時期

SI 152
憲等 沈線 A 沈線 B 条線文 微 隆起線 A 312－6～8

沈線 B 懸垂 区画内磨消文

SI 153 屋 号　 沈線 B 隆帯 C ，条線文 沈線 B 懸垂区画内磨消文 31 19 ＼12 E III

S I 154
憲学 微隆起線 A 「H 」字状文 312－13～ 16 3 13－1e2 E Ⅳ

SI 15 5 詣 条線文 沈線 B 渦文 沈線 A 9 縄 文充填 313－3′一一5 E Ⅳ

SI 15 6
憲等 沈線 C 条線文 沈線 A ，縄 文充填 313－6′、11

S I 15 7

S I 15 8

㌶ 徴 隆起線 B 細粒縄文 248－3　313－12′～15

昌等 沈線 B 変形 渦文 沈線 B ，縄 文充填 314－1～5

S I 15 9
㌶ 沈線 B 区画内磨 消文 条線文 314－6′～8

S I 16 0
憲等 沈線 C 楕円文 沈線 B 楕円文 沈線 B 渦文 条線 文 314－9へノ13 E III

S I 16 1
農 微 隆起線 B 沈線 B ，微隆起線A ， 円列点文 微隆起 線 B ，沈線 314－14′一一20 E Ⅳ

B 懸垂文　 微 隆起線 A

S I 16 2
宗等 沈線B ，縄 文充填 沈線 B 楕 円文 沈線 B 変 形渦文 条線文 314－21～ 25　315－1

微 隆起線 A

S I 16 3 措 沈線 B 逆 「U 」字状 文 微隆起線 B 渦文 315－2一＼5 E llI

S I 16 4
鼠 9 微 隆起 線 B 渦文 沈線 B 逆 「U 」字状文 隆沈文 C 渦文 315－6／）14 E III

徴 隆起 線 B

S I 16 5
昌 等 微隆起線A 「H 」字状文 条線文 沈線 C ，円列点文 315－15．～20 E Ⅳ

S I 16 6
憲 等 条線文 微隆起線A 沈線 B 3 15－21／）25 E Ⅳ

S I 16 7
憲 等 沈線A 楕円文 隆帯A 渦文 315－26～29　31 6－1へノ3 E III

S I 16 8
憲 霊 沈線A 沈線 B 隆沈文 C 渦文 316－4へノ8 E III

S I 1 70
欝 条線文 徴隆起線A 316－9′～13

S I 1 71
箭 沈線 B 渦文 316－14～17

422－



遺　 構 出　　　　 土　　　　 土　　　　 器　　　　 片 図　　 版　　 番　　 号 時期

S I 17 2 請 沈線 A r U 」字状文 沈線 A 楕 円文 沈線 A rH 」字状文
317－18～22

S I 17 3 完萱芸 条線文 沈線 B 円文 微隆起線 B 逆 「U 」字状 文 沈線 B ，蕨手 317－23～28 E m

文

SI 174
措 沈線 B 逆 U 」字状 文 徴隆起線 A 渦文

317 1 r j

微隆起線 Å 「H 」字状 文

SI 175 ㍍ 微隆起線Å渦文 微 隆起 線A 「H 」字状文
317－6へ′12 E Ⅳ

SI 176
憲等 沈線 B 変形 円文 沈線 B 「U 」字状文 隆帯 Å渦文

317－13へノ16 E m

S I 177 憲等 円列点文，沈線 B 逆 「U 」字状 文 徴隆起線 A 条線文 317－17′～22 E Ⅳ

徴 隆起線A 「H 」字状文

SI 1 78 憲 等 沈線 C 沈線 B 逆 「U 」字状 文 条線文 317－23／）25　31 8－1。2 E III

S I 1 79 憲 誓 沈線 B 逆 「U 」字状文 隆沈文 C 317－3へノ6 E H I

S I 18 0 憲 ‡昌1 沈線 C 隆沈文A 渦文 徴隆起線 A 徴隆起 線A ，条線丸 微 隆 317－7′一一14

起線 Å 「H 」字状文

S I 18 1
憲霊 微隆起線 B 沈線 B 逆 「U 」字状文 沈線 B

318－15へノ18　319－1 E lll

S I 18 2 憲 ㌘ 徴隆起線 A 条線 文 沈線 B ，縄文充填 沈線 B 渦文 319－2ノーー9 E Ⅳ

S I 18 3
請 沈線 B 変形渦文 微 隆起線A 「H 」字状文 沈線 B ，縄文充填

319－10へ－ノ14 E Ⅳ

SI 184 憲㌘ 微隆起線 A ， 円列点 文 隆沈文 C 31生 15一＼19 E Ⅳ

SI 185
品 徴隆起線 A 微隆起線 A rH 」字状文

320－1 E Ⅳ

SI 186 措 沈線 B ，縄文充填
320－2e3 E Ⅳ

SI 187
憲㌘ 沈線 B 変形渦文 微隆起線 A ，沈線A ，rH 」字状文 土師

320－4′～6

S I 18 8 請 沈線 B 変形渦文 沈線 B ，縄 文充填
248－4　32 0－7′、・11 E Ⅳ

S I 18 9
謂 沈線 B 微 隆起線A rH 」字状 文 微 隆起線 B 渦文

24 81 5　32 0－12ノー～14

S I 19 1 憲手芸 微 隆起線 A ，円列点文 微隆起線 A 微 隆起線A rH 」字状文 32ト1′一一3 E Ⅳ

－‥1一一423　－－－－－－－



遺　 構 出　　　　 土　　　　 土　　　　 器　　　　 片 図　　 版　　 番　　 号 時期

SI 192 憲 雲 沈線B 渦文 条線文 32ト4～8 E Ⅳ

SI 193
憲等 徴隆起線A 沈線B 徴隆起線A ，橋状把手 32ト9～13 E Ⅳ

徴隆起線A 変形渦文

SI 194 欝 微隆起線A 「Y 」字状文 微隆起線A 渦文 321－14～17 E Ⅳ

SI 195
憲 呈　隆沈文A 渦文 沈線B 条線文 32ト18e19 E Ⅳ

SI 196 憲 呂 沈線C 微隆起線A 321－20～22　322－1

SI 197
封 ．羽状縄文 322－2

SI 198 憲芸笠0 縄丸 条線文 微隆起線A 248－6～10　322－3～7 E Ⅳ

SI 199
憲等 徴隆起線A 「Y 」字状文 微隆起線A 「H 」字状文 249－1。2　323－1′～4

S I 200 ‖1底 1

S I 201
憲 萱 微隆起線A

S I 202
詔 隆沈文A 条線文 微隆起線A 323－5～8 E Ⅳ

S I 203
憲 ‡ 隆帯A 条線文 隆沈文A

S I 206 措 沈線B 括状文 沈線B つ 」字状文 323－9′一一14

S I 207
憲 ‡ 微隆起線A 微隆起線A ，円列点文 323つ5～17 E Ⅳ

S I 208
憲 呂 隆沈文A 渦文

S I 209
憲等 隆沈文A 渦文 徴隆起線B 言 帆 「U 」字状文 羽状縄文 249－3。4　323－18～19　324－1 E III

S I 210
口70　沈線C 渦文　 隆沈文B 渦文
底7

324－2ノ～7 E III

S I 211 宗？ 沈線A 楕円文 沈線B 「U 」字状文 324－8～10 E III

S I 212
憲等 沈線C ，変形楕円文 微隆起線B 渦文 沈線 B ，縄文充填 249－5　324－11′・、14　325－1 E HI

S I 213 憲等 微隆起線A 「H 」字状文 微隆起線A 「Y 」字状文 249－6 325－2～8 E Ⅳ

S I 214
憲晋 微隆起線A 「H 」字状文 325－9′）13 E Ⅳ

…一一一424一一…一一



遺　 構 出　　　　 土　　　　 土　　　　 器　　　　 片 図　　 版　　 番　　 号 時期

SI 2 16
宗主芸9 沈線 B ，条線文 沈線 B 楕円文 沈線 B 逆 「U 」字状文 沈線 B

250－1e2　32 5－14へノ16 E m

蕨手文 326－1～13

S I 2 18 封　 微隆起線 A 沈線 B

S I 2 19
㌫ 沈線 B 楕 円文 隆沈 文A 「U 」字状文 条線文 沈線 A 楕円文

326－14へノ21 E m

S I 2 20 措 6 徴隆起線 A 「H 」字状 文 327－1へ′3 E Ⅳ

SI 2 23
完翠 隆帯A 変形楕 円文 沈線 B 隆沈文A 渦文

327－4′～9 E III

S I 2 25 ‖ 1底 1

S I 2 26 封　 条線文 徴隆起線 A

S王　227 宗 主　 微隆起線A 「H 」字状 文 250－3 E Ⅳ

（2）出土土器　（表7　第239～258・260図）

当遺跡から出土した土器は，次の表のとおりである。

表7　出土土器解説表

番　 号 遺　 構 器　 種 法　 室 形　　　 態　　　 と　　　 文　　　 様 焼成・胎士・色調 備　 考

第239図

F P　　 4 深　 鉢

－ 胴…直線的に外傾　 ロー波状　 スリット 普通 胴部残

野島

1 （26．8） I－A 砂粒　 礫　 F　 Q　 繊維

形土器 － 微隆起線A 区画内沈線　 貝殻条痕文 5 Y R　 7／ 6

2 F P　 17 深　 鉢

（26牒） 底…尖底　 胴 e 口一直線的に外傾 普通 一部欠

（30．7） I－A 砂粒　 礫　 F　 Q　 繊維 －

形土器 －
外一貝殻条痕文　 内…貝殻条痕文 7．5Y R　 5／ 4 野島

3 ノノ 深　 鉢

形土器

26．2

（39．6）

4．0

底一尖底ぎみ　 胴一直線的に外傾　 ロー直立

I－A

外一斜行する貝殻条痕文　 内…貝殻条痕文　 口唇に

指頭押圧痕

普通

砂粒　 F 多　 M　 繊維

7．5Y R　 6／ 4

一部欠

野島

4 F P　 34 深　 鉢

－ 底一尖底 普通 底部残

野島

（3．7） I－A 砂粒　 F　 M　 Q　繊維

形土器 外一員穀条痕文　 内一格子条の貝殻条痕文 5 Y R　 6／ 6

一一一一一一一一一一425－－ll－



番　 号 遺　 構 器　 種 法　 壷 形　　　 態　　　 と　　　 文　　　 様 焼 成 e 胎土 e 色調 備　 考

第239図

F P　 55 深　 鉢

形土器

（3 ．3）

（1 ．8）

底 一極 小径 の平底 普通 底部残

5 I …A 砂粒　 F　 繊維

10 Y R　 7 ／ 4 野島

6 F P　 58 深　 鉢

（39 ．5） 胴 〇日ー直線 的に外 傾 良好 一部残

（36．6） I － A 砂粒　 F　 繊維 －

形土器 外一貝殻条痕文　 内…貝殻条痕文 5 Y R　 5 ／ 6 野島

第240図

SI　 l 深　 鉢 （29．1）

胴一 中位緩やか な括 れ　 上位わずか に外傾 普通 一部残

1 III 砂粒　 F　 M Y

形土器 － 沈線 B による連続 「U 」 字状文内 にL R 施文 2．5Y R　 4 ／ 4 E III

2 S I　　 4 深　 鉢

（39．2） 胴…直線的 に大 き く外傾　 口辺一緩やか に内鸞 普通 一部欠

（28．9） VII 砂粒　 F　 M Ⅹ

形 土器 沈線 C 目線周回　 R L 施文　 一部磨消 2 ．5 Y R　 5 ／ 6 E III

3 S I　　 6 深　 鉢

形土器

（8 ．4）

胴一外傾

III　　　　　　　　　　 口綾 部，底部作為的欠落

微隆起線A 区画内無文帯 による 「U 」字状文　 R L

充填

普通

砂粒　 F　 M

一部残

炉埋設

E IV

4 S I　　 7 深　 鉢

－
胴 …外傾 ，直線に近 い外反 普通 胴部残

（15 ．7） I － B　　　　　　　　 口緑部，底 部作為的欠落 砂粒　 F　 M 炉埋設

形土器 R L 施 文 2．5Y R　 5 ／ 6 E III

5 S I　 8 深　 鉢

形土器

（20 ．5）

（21 ．0）

胴 一緩 やかな括 れ　 E「…大 き く内攣　　　　　　 、

IV … B

徴隆起線 A 区画内無文帯 による硬質 「H 」字状文 と

逆 「U 」字状文　 L R 施文

普通

’砂粒　 F　 M

2．5Y R　 4 ／ 6

一部残

X

E IV

6 S I　　 9 深　 鉢

（19．0） 胴…外傾　 ロー緩 やかに内鸞　 2 点波状 普通 一部残

（9．6） II－ A 砂粒　 F　 M　 Q Y

形土器 － R L 細粒施文 7．5Y R　 4 ／ 2 E IV

7 ノノ 深　 鉢

（20．1） 胴一外傾，外反　 ロー内傾 普通 一部残

（13．4） I － B 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土 器 － 微隆起線 A ロ緑周 回逆 「U 」字状文　 R L 施文 7．5Y R　 6 ／ 4 E IV

8 ／ノ

小　 形 （12 ．1） 胴一緩やかな括れ　 ロー若 干内攣 やや不良 底部欠

深　 鉢 （10 ．5） VI　　　　　　　　　　 底 部作為的欠落 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 － L R 施文　 縦位 と横位 の橋状 把手が対置 5 Y R　 6 ／ 4 E IV

一　一426－－－…一一



焼成胤 ◎色調 序 考
番　 号 l 遺　 構 器　 種　 法　 室 形　　　 態　　　 と　　　 文　　　 様

第240図

S I　9 深　 鉢

－ 底一平底　 胴…外傾度小さく直線的 普通 底部残

9 （8．2） Ⅹ 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 （6．0） R 施文 7．5Y R　 7 ／4 不明

10 ノノ 深　 鉢 （13．8）

底一平底　 胴…緩やかに内攣 普通 底部残

Ⅹ 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 （6二4） 櫛歯状条線文 10 R　 5 ／ 6 不明

11 S I 15 深　 鉢

形土器

33．8

（36．7）

胴…大きく括れて外傾　 E「…小さく内攣　 4点波状

IV…A

微隆起線A 区画内無文帯による連結 「U 」字状文

R L施文

普通

砂粒　 F　 M

7．5Y R　 4 ／ 6

一部欠

X

E Ⅳ

第241図

1 SI　 18 深　 鉢

形土器

（28．7）

胴一緩やかに括れて外傾

IV－B　　　　　　　　 ロ緑部，底部作為的欠落

徴隆起線C 区画内無文帯による連結変形渦文　 R L

施文

普通

砂粒　 F　 M　 Q

7．5Y R　 7 ／6

胴部残

炉埋設

E H

2 S I　 21

小　 形

深　 鉢

形土器

（6．0）

（8．5）

胴一器壁厚く緩やかに内鸞　 ロー口辺薄く括れ直立

2点波状

II…B

L 施文

普通

砂粒　 F　 M

7．5 Y R　 5／ 3

一部残

Ⅹ

不明

3 S I　 26 深　 鉢

形土器

43．6

（43．0）

胴一直立ぎみで緩やかに括れ外傾　 E「…大きく内攣

IV－B　　　　　　　　 底部作為的欠落

隆沈文C による渦文　 沈線C による逆 「U 」字状文

R L施文

普通

砂粒　 F

7．5Y R　 5／ 3

底部欠

Ⅹ

E IV

4 ノノ 深　 鉢

－ 底…∴㌫厚い平底 普通 底部残

（3．0） Ⅹ 細砂　 礫　 F　 M Ⅹ

形土器 （7．8） 底部平底面箆ナデ 5 Y R　 6／ 8 不明

5 S I　 28 深　 鉢

形土器

（18．4）

（27．9）

胴～上部で緩やかな括れ　 ロー大きく内鸞

V

隆沈文B による連結「U 」字状文　 同文胴部周回　 R

L 施文

普通

砂粒　 F　 M

7．5Y R　 5／ 4

一部残

X

E m

6 ノノ 深　 鉢

－ 底一平底 普通 底部残

（1．4） Ⅹ 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 （10．0） 木葉痕 7，5Y R　 4 ／ 3 不明

－427　－－－



番　 号 遺　 構 器　 種 法　 室 形　　　 態　　　 と　　　 文　　　 様 焼成 。胎 土 e 色調 備　 考

第241図

7 S I　 29 深　 鉢

形土器

（13 ．5）

胴一直立 する ものが中位 で極端に外反

I … B

微隆起線 A 区画 内無文帯 に よる 「H 」字状文　 L R

充填

普 通

砂 粒　 F　 M　 Q

7 ．5Y R　 7 ／ 6

一部残

X

E IV

8 S I　 37 深　 鉢

－ 底 …平底　 緩やか に内攣，外傾 普通 底部残

（16 ．5） Ⅹ 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 6 ．0 沈線 B 懸垂区画内磨消文　 R L 地文 2 ．5Y R　 5 ／ 6 E III

9 S I ．40
婆
（52．0）

胴一下位直線 的に大 き く外傾　 上位緩 やかに大 き く

内攣　 ロー極端 に直立 普通 一部残

（50．5） ⅤⅢ 砂粒　 F X

形 土 器 隆帯 C による楕 円文　 懸垂文区画内磨消　 沈線 A 条

線文　 L R 地文　 4 点縦 位橋 状把手

5 Y R　 5 ／ 8 E III

第242図

ノノ 深　 鉢

20 ．0 胴 e Er …全体 に緩 やかに内鸞　 上位でわず かな括 れ 普 通 底部欠

1 （17 ．5） II… A　　　　　　　　 底 部作 為的欠落 砂粒　 F　 M X

形土器 沈線 C 目線周回痕　 条線文　 胴 部わずか に縄文痕 2 ．5 Y R　 5 ／ 6 不明

2 ノノ

小　 形 12 ．0 胴 一若干内攣，外傾　 ロー緩 やかに内鸞 普通 底部欠

深　 鉢 （12 ．3） II－A 砂粒　 F　 M X

形土器 － L 施 文 5 Y R　 3 ／ 1 E lll

3 ノノ 深　 鉢

27．0 胴一 大 きく括れて外傾　 ロー小 さ く内鸞 普通 底部欠

（18．6） IV－ A 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 － 沈線 C 目線 周回　 多方向か らの し施文 5 Y R　 6 ／ 6 E III

4 ／ノ 深　 鉢

（17 ．8）
胴一括 れて外傾　 ロー小 さ く内攣　 4 点 波状 普通 底部欠

（15．9） IV … A　　　　　　　　　 底部作為的欠落 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 微隆起線軍配状文 と 「Y 」字状文の連結　 R L 地文 10 Y R　 7 ／ 3 E III

5 〃 深　 鉢

18 ．4

底一平底　 胴一大 き く括 れ外傾　 ロー小 さ く内攣

1 点波状 普通 完形

24 ．8 IV －A 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 5 ．0 隆沈 C 内円列点文 口緑周 回　 L R 施 文　 2 点縦位橋

状 把手

7 ．5 Y R　 5 ／ 4 E IV

6 ！／ 深　 鉢

（24．0） 胴 一大 きく括れ外傾　 E「…大 き く内鸞 普通 一部残

（21．0） IV －B 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 － 沈線 C 口緑 周回　 R L 施文　 4 点縦位橋 状把手 7 ．5Y R　 6 ／ 3 E IV

－…一一一428－－－－1一一



番　 号 遺　 構 器　 種 法　 量 形　　　 態　　　 と　　　 文　　　 様 焼 成 ・胎土 ・色調 備　 考

第242図

SI　 40

小　 形 （12．4） 胴一緩 やかな括れ，若干外傾　 ロー大 きく内攣 普通 一部残

7 深　 鉢 （14．1） IV… B 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 － 微隆起線 A 目線周回　 R L 施文 7 ．5Y R　 4 ／ 3 E IV

8 ノノ 深　 鉢

（32．7） 胴一上位 内攣 ，外傾　 ロー小 さ く内攣　 4 点波状 普通 一部残

（19諸） IV －A 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土 器 － 隆沈 文A 目線周 回　 R L 施 文 5 Y R　 5 ／ 6 E IV

9 〃

小　 形

深　 鉢

形土器

（14 淵）

（9．8）

胴一緩や かな括 れ　 口…外傾 ぎみ に若干 内攣　 4 点

波状

VI

微隆起線 A 目線周 回　 L R 施文

普通

細 砂　 F　 M

7．5Y R　 4 ／ 1

底 部欠

X

E IV

第24 3図

ノ／ 深　 鉢

－ 底一平底　 胴一緩 やかに内攣　 若干外傾 普通 底部 残

1 （7 ．3） Ⅹ 砂 粒　 F　 M Ⅹ

形土器 5 ．4 L R 施文 7 ．5 Y R　 5 ／ 2 不明

2 S I　 43 深　 鉢

形土器

（28 ．5）

（22 ．1）

胴 …括れて大 き く外傾　 E「…大 きく内鸞　 口唇内傾

IV － B

沈線 B に よる「V 」字状 文　 逆 「U 」字状文　 変形渦

文　 区画内 L R 充填

普通

砂粒　 F　 M

7 ．5Y rR　 4 ／ 2

一部残

X

E IV

3 S I　 44 深　 鉢

（25 ．9） 胴 …緩 やかに内攣，外傾 ［ユー内鸞　 口唇若干内傾 普通 底部欠

（21 ．0） II－A 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 － 沈線 B 目線周回　 条線文 5 Y R　 6 ／ 4 不明

4 ノノ 深　 鉢

（23．4） 胴 。ロー 外傾 しつつ 口辺で内攣 普通 一部残

（8．0） VII 砂粒　 F　 M Ⅹ

形 土器 － 沈線 C 目線周 回　 同文に よる円文　 R L 地文 10 Y R　 3 ／ 1 E III

5 ノノ 深　 鉢

形土器

（20．8）

（11．3）

胴…上位膨 らみ内攣　 ロー大 き く内攣　 波状

IV － B

沈線 B 目線周 回　 円列 点文　 沈線A 懸垂 区画 内磨 消

文　 R L 地文　 筒状把 手

普通

砂粒　 F　 M

2．5Y R　 5 ／ 4

一部 残

X

E m

6 〃 深　 鉢

－ 底…平底　 胴一直線 的に若 干外傾 普通 底部残

（8 ．5） Ⅹ 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 7 ．0 沈線 C 懸垂区画 内磨消文　 R L 地 文 5 Y R　 6 ／ 4 E lll

7 S I　 45 深　 鉢

形土器

32 ．8

40 ．7

8 ．0

底 一平底　 胴一下位膨 らみ中位 で緩 やかな括れ　 上

位 外傾　 ロー直立 ぎみ

III

微 隆起 線A ロ緑周回　 底部辺 まで R L 施 文

良好

砂粒　 F　 M

2 ．5Y R　 4 ／ 6

完 形

埋 婆

E IV
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番　 号 遺　 構

！器 種

法　 室 形　　　 態　　　 と　　　 文　　　 様

！ 焼成 触 色調

備　 考

第243図

SI　 45 二士ご雲王

9．5 底一平底　 胴一球状　 下位最大張 り出 し　 ロー内傾

IX

微 隆起線 A 区画内無文帯 による渦文　 Ⅹ状橋状把手

普 通 一部欠

8 16 ．9 砂粒　 F　 M　 Q Ⅹ

形土器 7 ．4 7 ．5 Y R　 7 ／ 6 E IV

9 S I　 56 深　 鉢

（35．2） 胴一緩 やかな括 れ，大 き く外傾　 ロー若干内鸞

Ⅴ王

微隆起線 A 目線周 回　 R L 施文　 小 山状突起

普通 一部残

（38．6） 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 2．5Y R　 4 ／ 6 E III

第24 4図

S I 58 深　 鉢 （11．6）

底一平底　 胴…直線 的に外傾

X

R L R 施文

普通 底部残

1 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 6 ．0 5 Y R　 5 ／ 4 E III

2 S I　 61 深　 鉢

（18誹） 胴…若干 内攣　 仁「一内傾　 口唇直立 普通 底部残

（9．3） IV －A 砂粒　 F　 M　 Q　　　　 X

形土器 － 微隆起線A 口緑周 回　 L 施 文 5 Y R　 7 ／ 6 E IV

3 ノ／ 深　 鉢

－ 底 一平底　 胴一下位膨 らむよ うに外傾 普通 底部残

（9 ．3） Ⅹ 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 6 ．4 単節縄文施文 7．5Y R　 6 ／ 4 E III

4 S I　 68 深　 鉢

25．6 底…平底　 胴 。口…若干内攣，上位括 れて外傾 普通　　　　　　　　　 完形

35 ．9 III 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 6 ．2 無文　 2 点小山状突起 10Y R　 6 ／ 1　　　　　 称 1

5 S I　 70 深　 鉢 （8．5）

底一平底　 胴 一直線的 に外傾 普通 底部残

Ⅹ 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 （6．0） R L 施文 5 Y R　 6 ／ 6 E III

6 ノノ 深　 鉢 （8 ．2）

底一平底　 張 り出 し　 胴 一緩やか に内鸞 普通

l

底部残

Ⅹ 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 （6 ．2） R L 施 文 5 Y R　 6 ／ 6 不明

7 S I　 72 深　 鉢

形土器

（22．6）

（16．8）

胴一大 きく緩 やかに内攣　 ロー若干 内傾

II －A　　　　　　　　 底部作為的 欠落

隆帯 C 口緑周 回　 同文区画内無文部　 R L 不加 条＋

R L 施文　 2 点縦位橋状把 手

普通

砂粒　 F

7．5Y R　 7 ／ 3

底 部欠

二哩婆

E IV

8 S I　 75

小　 形

深　 鉢

形 土器

9 ．2

11．8

（3．2）

底 一平底，張 り出 し　 胴 〇日一括れて大 き く内鸞

IV－ B

沈線 A 口緑周 回　 同文区画内磨滑 による連結渦文 と

逆 「U 」字状文　 L R 地文

普通　　　　　　　　　 一部欠

砂粒　 F　 M　　　　　　　 X

7．5Y R　 5 ／ 3　　　　　 E III

一一一一一一430



番　 号 遺　 構 器　 種 法　 室 形　　　 態　　　 と　　　 文　　　 様 焼 成 ・胎士 ・色調 備　 考

第244図

SI　 78 深　 鉢

－ 底 一平底　 胴一直線的 に外傾 普通 底部 残

9 （20．0） Ⅹ 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 （9．8） 沈線 B　 R L 施 文 10 Y R　 6 ／ 3 不 明

10 S I　 84 深　 鉢

形土器

（4 ．2）

（1．8）

底一平 底　 編 み物 圧痕　 訳様 式　 縦 条 に 間隔 が あ

り，横 条 は密 着　 左 1 本 送 り　 2 本 超 え 1 本潜 り

1 本送 り　 不規則 な部分 もあ り， 1 本 潜 りも見 られ

る。巾0．5へノ2 mm

普通

砂粒　 F　 M

2 ．5Y R　 3 ／ 6

底 部残

Ⅹ

不明

11 S I　 91 深　 鉢 （18 ．7）

胴 一中位か ら上位 にかけ緩 やかに内攣， 外傾 普通 胴部 残

II－ A 砂粒　 礫　 F 多 炉埋 設

形 土器 － 無文 2．5Y R　 5 ／ 6 不 明

第245図

1 S I　 93 深　 鉢

形土器

（41．0）

（33 ．2）

胴一括 れて大 きく外傾　 ロー大 き く内攣 して内傾

IV － B

微隆起線 A 口緑 周回　 同文 による変形 楕 円文 と連結

硬質逆 「U 」字状文　 区画内 R R L 充填

普通

砂粒　 F　 M

7．5Y R　 6 ／ 4

一部残

X

F IV

2 S I　 99

小　 形 （10 ．8） 胴一上位極端 な括 れ　 ロー極端 に内攣

V

微 隆起 線A 区画変形渦文　 円筒状 把手

普通 一部 残

深　 鉢 （8 ．8） 砂粒　 F　 M Ⅹ

形 土器 － 10Y R　 7 ／ 4 E IV

3y ノ／ 深　 鉢 （16．3）

底一 平底　 胴…緩やか に内攣，外傾

Ⅹ

R L 施文

普通 底部残

砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 （9．0） 5 Y R　 6 ／ 6 不明

4 ノ／ 深　 鉢

形土器

（10 ．3）

（8 ．5）

底一平底 ，若干張 り出 し　 胴一直線 的に外傾

X

R L 施文

普通

砂粒　 F　 M

7．5Y R　 7 ／ 4

底 部残

Ⅹ

不明

5 SI l lO 深　 鉢

25 ．4

胴 一大 き く括れ大 き く外傾　 ロー緩やか に若干 内鸞

4 点波状 普通 一部残

（18 ．8） IV－ A 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 隆沈 文A 口緑周回　 微隆起線 A と沈線 B 区画内無文

帯 による連結 「H 」字状文　 L R 施文

7 ．5 Y R　 6 ／ 4 E IV

6 S I l13 深　 鉢

（43 ．0） 胴一緩 やかに括 れ外傾　 ロー大 き く内攣 ，内傾 普通 一部残

（32 ．0） IV － B 砂粒　 F　 M Y

形土器 － 沈線 B 区画 内無文帯 に よる連結渦文　 R L 地文 7．5Y R　 6 ／ 4 E III

7 S I l 14 深　 鉢 （11 ．0）

胴～括れて大 き く外傾 ，大 きく内鸞 普通 一部 残

IV － B 砂粒　 F　 M Ⅹ

形 土器 － 沈線 A 区画内無文帯 による曲線 モチー フ　 R L 充填 5 Y R　 4 ／ 3 E IV

一一一　431



番　 号 遺　 構 器　 種 法　 室 形　　　 態　　　 と　　　 文　　　 様 焼成 e 胎土 。色調 備　 考

第245図

S I l15 深　 鉢

－
底 一上げ底　 編み物圧痕　 網代様式　 2 本超 え　 2 普通 底部残

8 （2 ．9） 本 潜 り　 1 本送 り　 不規則 な部分 もあ り， 1 本潜 り 砂粒　 F　 M　 Q Ⅹ

形土器 （12 ．5） も見 られる。巾 2 ～ 5 m皿 5 Y R　 4 ／ 3 不明

第246図

1 S I 1 21 深　 鉢

形土器

（22 ．8）

26 ．9

6．0

底 一平底　 胴一緩 やかな括れ　 ロー外傾　 2 点波状

III

隆 沈 文A 目線 周回　 微隆 起線 A 区 画 内無文帯 によ

る 「U 」字状文　 R 施文　 有孔縦位橋 状把手

普通

砂粒　 F　 M

10 Y R　 7 ／ 3

一部欠

南東壷

E IV

2 ノノ‘

小　 形 （8．2） 胴一下位 よ り直線 的に外傾 普通 一部残

深　 鉢 （9．3） I 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 － 無文 5 Y R　 6 ／ 6 不明

3 ノノ 賓

（24．7） 胴一球状 に膨 らむ　 上位極 端な強 い括れ　 ロー外傾 普通 一部残

（11．6） Ⅴ… 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 － L R 施文 7．5Y R　 6 ／ 4 不明

4 〃 深　 鉢 （11．8）

底一平底　 胴一下位 内攣 ，外傾 普通 底部残

Ⅹ 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 （5 ．3） R L 施文 2．5Y R　 5 ／ 4 不明

5 S I 128 深　 鉢

形土器

（45 ．3）

（37 ．5）

胴一外反，外傾　 E「－若干 内攣 して直立　 4 点波状

I － B　　　　　　　　 底部作為 的欠落

沈線 B による楕 円文， 円文　 同文 に よる懸垂文 と蕨

文 区画内磨消　 R L 地文

普通

砂粒　 F　 M

7 ．5 Y R　 7 ／ 4

底部欠

炉埋設

E III

6 S I 129 深　 鉢

－ 胴 一緩やかな括れ 普通 胴部残

（14 ．1） IV － B 砂粒　 F 埋賓

形土器 －
沈線 C に よる 「U 」字状文　 R L 施 文 7 ．5Y R　 6 ／ 2 E III

7 S I 130 深　 鉢

－ 胴 一緩 やかな括れ 普通 胴部残

（8 ．5） IV … B　　　　　　　　 ロ緑部，底 部作為的欠落 砂粒　 F　 M 炉埋設

形土器 －
隆帯 B に よる渦文　 連結変形楕 円文　 R L 充填 7．5Y R　 7 ／ 8 E III

8 S I 1 32 深　 鉢

－ 底一 平底， 丸昧　 胴一緩やか に括れ て外傾 普通 口緑 欠

（24．1） III 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 （8．6） 沈線 B 懸垂 区画内無文帯　 R L R 充填 5 Y R　 6 ／ 6 E III

第247図

SI 13 3 深　 鉢

（20．1） 胴一緩 やかな括 れ　 ロー若干内攣 普通 一部残

1 （18 ．6） V I 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 微隆起線 A 口緑周 回　 L R 施文 10 Y R　 4 ／ 2 E IV

一一一432
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第247図

S王　133 深　 鉢

（17．5） 胴一若干括 れて外傾　 E上一若干 内攣　 4 点波状 普 通 一部残

2 （11．8） Ⅴ王 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 － 沈線 A 目線周 回　 R L 施 文 7 ．5 Y R　 4 ／ 1 E IV

3 ノノ 深　 鉢

形土器

（19 ．2）

（25 ．8）

5 ．2

胴 一括れて外傾　 ロー緩 やかに内鸞　 4 点波状

IV－ A

微隆起線 A 口緑周回　 同文 区画内無文帝 に よる退化

「U 」字状 文　 L R 地文

普通

砂粒　 F　 M

2．5Y R　 5 ／ 6

一部欠

X

E IV

4 ノノ

小　 形

－ニた． （12．8）

（4．1）

底一平底　 胴…球状 に膨 らむ

IX
普通

砂 粒　 F 多

5 Y R　 6 ／ 4

一部残

X

E IV

宣E

形土器

微隆起線 A 区画内無文帯 による渦文　 2 点横位橋状

把手

5 S I 14 1 深　 鉢

形土器

I

（32 ．0）

（18 ．9）

l

胴一中位直立　 上位 外反　 ロト」口唇 内傾

I － B

沈線 B に よる区画 内磨 消，楕 円文　 隆 沈 文C に よる

円文　 R L 地文

普通

砂粒　 F　 M

2．5Y R　 5 ／ 6

一部残

X

E 王II

6 ノ／ 深　 鉢

形土 器

（30．0）

（11．8）

胴…外傾　 ロー内攣， 内傾

I － B

隆沈 文 B に よる楕 円文　 沈線 B 懸垂 区 画内磨消文

R L 地文．

普 通

砂 粒　 F　 M

5 Y R　 6 ／ 6

一部残

X

E III

7 ノノ 深　 鉢

－ 胴…緩や かな括 れ　 器壁厚 い 普通 一部残

（16 ．7） VI 砂粒　 F 多　 M Ⅹ

形土器 － 沈線 C 懸垂 区画 内磨 消文　 R L 地文 5 Y R　 5 ／ 8 E III

8 ノノ 深　 鉢

－ 底一 平底　 胴一緩 やかな括れ 普通 一部 欠

（20．0） IV－ B 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 5．8 隆沈文 C による渦文，逆 「U 」字状 文　 R L 施文 5 Y R　 6 ／ 6 E III

9 ノノ 賓

（40．4） ロー括 れて外傾 普通 一部残

（12 ．3） Ⅷ 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 － 隆帯 C による楕 円文　 R L 施文 7 ．5 Y R　 6 ／ 4 不 明

10 ノ／ 深　 鉢

－ 底一平底　 胴一下位緩 やか に内攣，外傾 普通 底部残

（9 ．1） Ⅹ 砂粒　 F　 M　 Q Ⅹ

形土器 8．4 沈線 B 懸垂区画 内磨 消文　 R L 地文 7．5Y R　 7 ／ 4 E III

11 S I 14 9 深　 鉢

形土器

（3．6）

（8 ．8）

底一平底　 編み物圧痕　 網代様 式　 2 本 超 え　 2 本

潜 り　 1 本送 り　 巾0 ．8～ 2 mm　 箆 ナデ調 整

普通

砂粒　 礫　 F　 M

5 Y R　 5 ／ 6

底部 残

Ⅹ

不明
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番　 号 遺　 構 器　 種 法　 量 形　　　 態　　　 と　　　 文　　　 様 焼成 。胎土 e色調 備　 考

第248図

1 S I 15 1 深　 鉢

形土器

（37．2）

（52 ．7）

（7 ．0）

底一平底　 胴－ ほ とん ど直 線 に近 い形 で外 傾　 ロ

ー直立

I …A

R L 施 文

普通

砂粒　 礫　 F　 M

7 ．5 Y R　 7 ／ 3

一部残

Ⅹ

不明

2 ノノ 深　 鉢 （8 ．2）

胴 一中位大 き く膨 らむ 普通 一部残

IV － B 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 － 沈線 B 区画内 L R L 充填 による 「I 」字状文 5 Y R　 2 ／ 2 称 I

3 S I 15 7 深　 鉢

（16 ．7）

胴 一上位 括れ，ふ くよか　 ロー 内攣，若干外傾

4 点 波状　 突起部押圧痕 普通 一部残

（17 淵） IV －A 砂粒　 礫 Ⅹ

形土器 沈線 B 区画内 R L 充填 による 「J 」字状文　 「I 」

字状文

2．5Y R　 4 ／ 4 称 I

4 S I 188 深　 鉢 （39．8）

底一平底 ，張 り出 し　 胴一下位緩 やかに内攣，外傾 ．普通 口緑欠

II… B 砂粒　 F　 M 埋婆

形土器 10．5 沈線 B 区画に よる 「J 」字状文　 区画 内 L R 充填 5 Y R　 6 ／ 6 E IV

5 S I 18 9 深　 鉢 （14．0）

底一平底　 胴 一直線的 に若干外傾 普通 一部残

I … A 砂粒　 礫　 F　 M Ⅹ

形土器 6．6 沈線 B 懸垂 区画内磨消文　 L R 地文 5 Y R　 5 ／ 6 E III

6 S I 19 8 深　 鉢

20．3 胴…緩や かな括 れ　 ロー大 き く内鸞 普通 一部残

（12．0） IV － B 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 －
沈線 B 目線周 回　 L R 施文 7．5Y R　 5 ／ 3 E IV

l 1 l
1 7．6 1 胴一緩やか に内攣 9　若干外傾　 ロー直立　　　　　 －普通　　　　　　　　 l底部欠

7

】

ノノ

l

深　 鉢

17．6 胴一緩やか に内攣 9　若干外傾　 ロー直立 普通 底部欠

（18 ．0） II－A　　　　　　　　 底部作為的欠落 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 L 施文 7 ．5 Y R　 7 ／ 4 E IV

8 ノ／ 深　 鉢

形土器

（11．7）
胴 一直線的 に大 き く外傾

L 施 文

普通

砂粒　 F　 M

5 Y R　 6 ／ 8

一部残

Ⅹ

不明

9 ノノ 深　 鉢

（27 ．0） 胴 一緩 やか に若干括 れ外傾　 ロー 若干内攣， 内傾 普通 底部欠

（26 ．0） V I 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 徴 隆起線 A ロ緑周 回　 L R 施文 2 ．5Y R　 5 ／ 6 E IV

1 0 ／／ 深　 鉢

－ 底一 若干上げ底　 胴一球状 に大 き く膨 らむ 普通 底部残

（9．6） IX 砂粒　 F　 M Y

形土器 （5．4） 微隆起線 A に よる 「U 」字状文 7 ．5Y R　 6 ／ 4 E IV

434　－
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第249図

1 S I 199 深　 鉢

形土器

36．7

（15 ．9）

胴一上位小 さい括 れ　 ロー外傾

III

沈線 B 区画 による 「J 」字状文，錆状 文 ，錯文の連

結文　 区画内 R L 充填

普通

砂粒　 F 多　 Q　 M

7．5Y R　 6 ／ 6

口緑 残

Ⅹ

称 I

2 ノ／ 深　 鉢

（25 ．4） 胴 一緩 やかな括れ　 ロー大 きく外傾 普 通 一部残

（10．3） III 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 － 沈線 A 区画内 L R 充填 による 「J 」字 状 文 5 Y R　 5 ／ 8 称 I

3 S I 2 09 深　 鉢

19．9 胴一緩や かな括 れ，ロー外傾　 4 点波 状 普通 底部 欠

（16 ．1） III 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 － 隆帯 C による楕 円文　 L 地文 10 Y R　 6 ／ 4 E III

4 ノノ 深　 鉢

－ 底 一平底　 胴一若干外反，外傾 普通 底部残

（28．0） Ⅹ 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土 器 9．4 櫛歯状条線文　 L R 地文 7 ．5 Y R　 6 ／ 4 E III

5 S I　212 深　 鉢

（28 ．8） 胴一緩や かな括 れ，大 きく外傾　 ロー 若 干内鸞 普通 一部残

（17 ．8） Ilr… A 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 － 沈線 C 目線周 回　 R L 施 文　　　　　　　　　　　 7．5Y R　 7 ／ 6 不明

6 S I　213 深　 鉢 （13 ．の

底 一平底　 胴一内攣，外傾　　　　　　　　　　　　 やや不良 底部残

Ⅹ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 砂粒　 F　 M　 Q Ⅹ

形土器 5 ．9 沈線 A に よる「U 」字状文　 L R とR L の R 撚 り＿施文 5 Y R　 6 ／ 6 E IV

第250図

S I 2 16

i l

（47 ．6）

i

胴一極端 に外傾　 上位 内攣，強い括れ　 ロー外傾

I

普通 一部 残

1 賓　 （44 ．0） Ⅷ 砂粒　 F　 M　 Q 炉埋設

形土器 － 隆帯 B による楕円文内 R L R 充填　 条線 文 7．5 Y R　 7 ／ 6 立III

2 ノノ 器　 台

10．6 裾一若 干内攣，内傾　 8 単位 の貫通孔　 台一平 坦

箆 ナデ整形

普通 一部欠

12．2 砂粒　 F　 M Ⅹ

形 土器　 18 ・0

i

10 Y R　 7 ／ 3 E III

3 S I 22 7 深　 鉢

形 土器

41 ．0

3 2 ．0

胴一緩や かな括れ，外傾　 ロー緩や かに若干 内攣

VI

微 隆起 線A 口緑周 回　 同文 区画内無文帯 による「H 」

字状文　 R L 施文

普 通

砂粒　 F　 M

7 ．5 Y R　 6 ／ 6

底部 欠

X

E IV

4 S K　 lO 深　 鉢

－ 胴一緩 やかに若干内攣，外傾 ぎみにロ緑 へ続 く 普通 一部残

（18 ．6） II－ B　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 砂粒　 礫　 F　 M Ⅹ

形土器 － 微隆起線 A 区画 内無 文に よる渦文　 L R 細粒 地文　　 5 Y R　 6 ／ 6 E III末

一一一一一一一一一435一一一一一一



番　 号 遺　 構 器　 種 法　 室 形　　　 態　　　 と　　　 文　　　 様 焼成 。胎土 。色調 備　 考

第250図

SK　 19 深　 鉢

－ 底 一平底　 胴 一大 き く膨 らむ 普通 底部残

5 （3 ．3） Ⅹ 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 （6 ．8） R L 施文 10 Y R　 6 ／ 3 不明

6 S K　 22 深　 鉢

（22 ．7） 胴 一括 れ　 ロー小 さ く内攣 普通 一部欠

（23 ．5） IV －A 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 － 条線文 5 Y R　 6 ／ 6 E III

第25 1図

1 S K　 39 深　 鉢

形土器

（30 ．6）

（16 ．7）

胴一大 き く外傾　 ロー大 き く内攣　 口唇 若干内傾

IV－ B

隆沈文 C による円文，楕 円文，沈線 C 懸垂 文区画内

無文　 R L 充填

普通

砂 粒　 F　 M

7．5Y R　 4 ／ 3

一部残

X

E III

2 ノノ 深　 鉢

形土器

（37．5）

（15．0）

ロー大 き く内鸞

IV － B

沈線 C による楕 円文， 変形渦文，懸垂 区画 内磨 消文

R L 地文

普通

砂粒　 F　 M

10 Y R　 6 ／ 4

一部残

X

E III

3 ノノ 深　 鉢

－ 胴一大 き く外反 普通 胴部残

（17．5） I － B　　　　　　　　 口綾部，底部作為的欠落 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 － 沈線 C 区画内 R L 充填 10 Y R　 6 ／ 4 E III

4 ノノ

も

小　 形 7．4 底一平底　 胴一球状 に膨 らむ　 ロー内傾 良好 完形

二土＝・宣宣 16．6 IX 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 5．6 微隆起線A 目線周回　 同文 「U 」字状文　 4 点 吊手 10Y R　 7 ／ 3 E IV

5 S K　228 深　 鉢

－
底 一平底 普通 底部残

（6 ．0） Ⅹ 砂粒　 F　 M X

形土器 （6．8） L R施文 7．5Y R　 3／ 3 不明

6 S K　250 深　 鉢

（25．0） 胴一緩やかに内乳 外傾　 上位括れ　 ロー外傾 普通 一部残

（16．1） Ⅴ… 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 － 櫛歯状条線文 7．5Y R　 7／6 不明

7 S K　278 深　 鉢

形土器

34．3

（23．8）

胴一大きく外反，外傾　 仁上一若干内鸞　 直立 良好
底部欠

X

E III

I－B 砂粒　 F　 Q

隆帯A による楕円文　 沈線B による変形渦文　 懸垂 5 Y R

区画内磨消文　 R L 地文 6 ／ 4

8 SK　286 深　 鉢

（22．0） 胴一上位球状に膨らみ外傾　 ロー極端に直立 普通 一部欠

（13．7） V 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 －
多方向からのL R 施文 5 Y R　 6／ 6 E IV

▼一一一一一rll436－－1－



番　 号 遺　 構 器　 種 法　 量 形　　　 態　　　 と　　　 文　　　 様 焼成・胎土 ・．色調 備　 考

第251図

SK　374 深　 鉢

－
胴一若干括れを示すが直線的 普通 一部残

9 （9．7） I－B　　　　　　　　 口緑部，底部作為的欠落 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 － L R 施文 7．5Y R　 3／ 2 不明

10 と

′忘 扇

深　 鉢

－ 胴一緩やかに若干内攣 普通 胴部残

（11．4） II－A 砂粒　 F　 M

／／一
p一一一．・－‾

形土器 － 縦位箆ナデ調整 5 Y R t 6／ 6 不明

第252図

SK　409 深　 鉢

－ 底一平底，強い張り出し　 胴一内攣，上位直立 普通 底部残

1 （5．9） II－B 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 4．8 無節縄文施文 5 Y R　 5／ 4 不明

2 SK　454 深　 鉢

形土器

30．5

48．9

8．7

「＼＿底－平底　 胴－下位緩やかに内攣，外傾　 中位直立

口⊥若干外反　 4 点舌状突起

II－B

隆帯A 口緑周回　 L R 施文

普通

砂粒　 ＿F　 M

7．5Y R　 6／ 4

一部欠

埋婆

E IV

3 SK　482 深　 鉢

－
底一平底　 直線的に外傾 普通 底部残

（6．5） Ⅹ 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 6．4 沈線B 平行懸垂文　 列点文 7．5Y R　 7／ 4 E III

4 SK　526 深　 鉢

－
底一平底　 胴－ふくよかな括れ 普通 一部欠

（18．1） III 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 7．2 沈線B 区画による 「J 」字状文　 区画内R L 充填 2．5Y R　 5／ 6 称 I

5 SK 54日 深　 鉢

（33．2）

胴一内攣，上位強い括れ　 ロー外傾，小さく内攣

4点小山状突起 普通 一部残

（36．8） IV－A 砂粒　 F Ⅹ

形土器 沈線B 区画による 「J」字状文　 曲線モチーフ　 区

画内L R 充填　 突起部 「J 」字状突帯文

7．5Y R　 8 ／ 6 称 I

6 S K　566 深　 鉢

（41．2） 胴一上位大きく内攣　 極端な括れ　 ロー直立 普通 一部残

（37．7） VIIl 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 － 隆沈文C による連結楕円文　 円文　 R L 坤文
7．5Y R －　6ノ 3 E III

7 S K　585 注　 口

－ 表面摩滅

赤彩処理

普通 一部残

－
砂粒 Ⅹ

土　 器 － 7．5Y R　 6 ／4 不明

8 S K　696 深　 鉢

－ 胴一下位球状に膨らむ　 中位緩やかな括れ 普通 一部残

（22．1） III 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 －
L施文 7．5Y R　 7 ／6 E IV

ー437－



番　 号 遺　 構 器　 種 法　 室 形　　　 態　　　 ケ　　　 文　　　 様 焼成 e胎 土 。色調 備　 考

第252図

SK 6 96

小　 形

（8．5）

底 一平底　 胴一 内攣，直立 普 通 一部欠

9 深　 鉢 Ⅹ 砂粒　 F　 M Ⅹ

形 土器 5．4 L 施文 10 Y R　 7 ／ 4 不明

第253図

SK　71 1 深　 鉢

（24．6） 胴一直線的 に外傾　 口⊥ 口唇若干外 傾 普通 一部残

1 （13．8） I －A 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 － L R 施文 5 Y R　 3 ／ 3 不明

2 S K　804

小　 形

深　 鉢

形土器

10 ．2

15 ．4

5 ．0

底一平底　 若干張 り出 し　 胴一外傾，上位緩 やかに

内鸞　 ロー極 端に内傾

II…A

L R 施文　 1 点縦位橋状把手

良好

砂粒　 F

2．5Y R　 5 ／ 2

完形

X

E IV

3 S K　815 深　 鉢

（26．4） 胴一大 き く外傾　 ロー口唇内傾 普通 一部残

（10．4） I － B 砂粒　 F 多　 M Ⅹ

形土 器 沈線 C 区画内 L R 充填 5 Y R　 6 ／ 6 称 I

4 S K　81 7 深　 鉢

－ 胴…中位大 き く括れ　 上位大 き く外傾 良好 胴部残

（14 ．6） IV －A　　　　　　　　 口緑部，底 部作為的欠落 砂粒　 F 多　 Q Ⅹ

形土器 － 沈線 B 区画に よる 「Ⅹ」字状文　 区画内 L R 充填 2．5Y R　 6 ／ 6 称 I

5 S K　902 深　 鉢

－ 底 一平底　 胴 一外反，外傾　 器壁厚 い 普通 底部残

（13 ．5） Ⅹ 砂 粒　 礫　 F　 M Ⅹ

形土器 （10 ．8） R L 施文 5 Y R　 6 ／ 5 E III

6 S K　911 深　 鉢

（27．8） 胴…緩 やかに大 きな括れ　 ロー外傾　 口唇 内傾 普通 底部欠

（25．3） III　　　　　　　　　　 底部作 為的欠落 砂粒　 F 多　 M 埋婆

形土 器 沈線 C 口緑周 回痕　 L R 粗略施文 7 ．5 Y R　 5 ／ 6 E IV

7

l

S K　915

！

深　 鉢

】 l

底…平底　 縄文施文　 胴 …若干外 反，外傾 普通 底部残

（8 ．6） Ⅹ 砂粒　 F 多　 M Ⅹ

形土器 10 ．2 L R 細粒施文 2 ．5Y R　 5 ／ 6 不明

8 ノ／ 深　 鉢

形土器

（3 ．4）

（8．3）

底 一平底　 編 み物圧痕　 網代様式　 2 本超 え　 2 本

潜 り　 1 本送 り　 巾 2 ～ 3 m皿　 R L 細粒施文

普通

砂粒　 F　 M

7．5Y R　 6 ／ 4

底部残

Ⅹ

不明

9 SK　92 1 深　 鉢 （50．0）

底一平底　 胴一下位 直線 的 に外傾，上位直立 普通 目線欠

I － A 砂 粒　 F　 M 埋婆

形土器 9．1 L R 粗略施文 7．5Y R　 6 ／ 6 E III

一一一438－－－・



番　 号 遺　 構 器　 種 法　 量 形　　　 態　　　 と　　　 文　　　 様 焼成・胎土 ・色調 備　 考

第254図

SK　954 深　 鉢

－ 底一小径平底　 胴一緩やかに若干内攣　 大きく外傾 普通 口緑欠

1 （34．0） Ⅹ 砂粒　 F　 M 埋嚢

形土器 （7．6） 沈線C 懸垂区画内磨消文　 R L 地文 7．5Y R　 6／ 4 E III

2 SK　976 深　 鉢

－ 底一平底　 胴一緩やかに内攣，大きく外傾 普通 底部残

（10．2） Ⅹ 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 （7．4） R L施文 t7．5Y R　 3／ 3 不明

3 S K　981 手　 捏

土　 器

3．7

4．7

2．0

底一平底，若干張り出し　胴一下位内攣，外傾　 上

位直立

II－B

沈線A 口緑周回　 竹管によるナデ調整痕

やや不良

砂粒　 F　 M

5 Y R　 4／ 3

完形

Ⅹ

不明

4 SK　983 深　 鉢

－ 底一平底　 胴一下位緩やかに内鸞　 上位若干外反 普通 口緑欠

（25．0） II－B 砂粒 埋賓

形土器 （8．0） R 施文 10Y R　 7／ 3 E IV

5 SK　986 深　 鉢

（23．4） 胴一直線的なものが上位で外反　 ロー直立 普通 一部残

（16．3） I－B 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 － 沈線A 区画内R L 充填　 曲線モチーフ 7．5Y R　 3／ 3 称 I

6 SK　992 深　 鉢

－ 底一平底　 胴一下位外傾　 中位若干括れ小さく外傾 普通 口緑欠

（31．4） III 砂粒　 F　 M 埋聾

形土器 （8．8） L 粗略施文 7．5Y R　 7／ 4 不明

7 S K　996 深　 鉢

30．5 底一平底　 胴一上位まで緩やかに内攣　 ロー外傾 やや軟弱 完形

42．2 III 砂粒　 F　 M 埋要

形土器 9．6 R L 施文 10Y R　 7／ 3 E IV

8 SK　998 深　 鉢

33．0 胴一上位緩やかに外反　 ロー口唇急変し内傾 普通 口緑残

（18．5） I－B 砂粒 ．F　 M 埋婆

形土器 － 沈線B で口緑 4 区画　 L R 施文 7．5 Y R　 7／ 4 E IV

第255図

1 SK lOO2 深　 鉢

形土器

（28．9）

胴－ふくよかに括れ外傾

III　　　　　　　　　 口緑部，．底部作為的欠落

微隆起線A 区画内無文帯による 「H 」字状文　 R L

充填 l

普通

砂粒　 F　 M

7．5Y R　 7／ 3

胴部残

Ⅹ

E IV

2 S K lOO7 深　 鉢

（54．6）

胴－ふくよかに小さな括れ　 ロー緩やかに内攣 －4

点波状 普通 一部残

（70．7） IV－A 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 沈線 C による渦文，懸垂区画内磨消文　 隆沈文C に

よる楕円文　 R L 地文

7．5Y R　 7／ 4 E III

ー439－



番　 号 遺　 構 器　 種 法　 量 形　　　 態　　　 と　　　 文　　　 様 焼成 e 胎土 。色調 備　 考

第255図

SK lOO 7 深　 鉢

（17．2） 胴一大 きい括 れ　 ロー大 きく緩やか に内鸞 普通 一部残

3 （11．0） IV － B 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 －
沈線 B による目線 周回 と 「U 」字状文　 R L 施文 7 ．5 Y R　 5 ／ 6 E III

4 S K lO 18 浅　 鉢

（20 ．9） 胴一大 き く外傾　 上位 内鸞　 ロー口唇内傾 や や良好 一部残

（8 ．5） VII 細砂　 F　 M Ⅹ

形土器 － 微隆起線A 目線 周回　 同文区画渦文 5 Y R　 7 ／ 6 E IV

第25 6図

SK lO2 4 深　 鉢

（39 ．7）

胴 一中位大 きい括 れ　 上位 大 きく内攣　 ロー内傾

4 点波状 普通 一部残

1 （25 ．1） IV － B 砂粒　 F　 M　 Q X

形 土器 －
微隆起線区画 内無文帯 による 「H 」字状文　 R L 施

文　 波状部横位橋状把 手

7 ．5 Y R　 6 ／ 3 E IV

2 S K lO3 8 深　 鉢

（32 誹） 胴 一緩やかな括 れ　 ロー緩 やかに内鸞 普通 底部欠

（25 ．2） VI 砂粒　 F 多　 Q X

形土器 L R 施文 7 ．5Y R　 7 ／ 6 E IV

3 ノノ 深　 鉢

（23 ．0）

底 一大径平底　 胴…下位球状　 中位 極端に括れ外傾

「「－外傾　 波状部小 さ く内攣　 4 点波状 普通 一部欠

26 ．0 IV －A 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 7 ．5 沈線 B 区画内 L R 充填 による 「J 」字状文，曲線モ

チー フ　 波頂 部輪状把手

2 ．5Y R　 4 ／ 4 称 I

4 S K l O4 1 深　 鉢

－ 底 一平底　 胴一若干 内攣，外傾 普通 底部残

（8 ．4） Ⅹ 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 4 ．6 懸垂 磨消文　 R L 地文 2．5Y R　 5 ／ 6 E III

5

l

S K lO 6 5 深　 鉢

－
底 …平底　 胴 一若干膨 らみぎみに外傾 普通 底部残

（6 ．0） III 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 （7 ．8） 微 隆起線 A 区画内 R L 細粒充填 5 Y R　 5 ／ 4 E IV

6 S K lO 96 深　 鉢

－
胴 一大 きい括 れ，大 き く外傾　 ロー外傾　 器肉厚い 普通 一部残

（9 ．4） III 砂粒　 F　 M　 Q Ⅹ

形土器 沈線 A 区画内無文帯 による曲線 モチー フ　 R L 充填 7．5Y R　 6 ／ 4 E IV

7 S K 1 123 深　 鉢

形土器

（22 ．0）

（20 ．9）

胴 。ロー緩 やか に内攣

IV－ B

列点 文目線周回　 沈線 B による連続 「U 」字状文

R L 地文

やや良好

砂粒　 F　 M

7．5Y R　 3 ／ 4

一部残

X

E III

440－



番　 号 遺　 構 器　 種 法　 量

l

形　　　 態　　　 と　　　 文　　　 様 焼成 e 胎土 e 色調 備　 考

第256図

SK l 123 深　 鉢

（25．6） 胴一括 れ　 ロー胴 上位か ら口緑 にかけ大 きく内攣 普通 一部残

8 （17．5） IV － B 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 － L R 施文 5 Y R　 4 ／ 8 E lll末

9 ノ／

小　 形 （3 ．9） 底 一平底　 胴一球状 に膨 らむ　 ロー内傾 普通 一部残

－ニ土ご宝芝 9 ．7 Vlll 砂粒　 礫 Ⅹ

形 土器 （4 ．4） 微隆起 線 A 目線周回　 同文 区画変形渦文　 4 点 吊手 2．5Y R　 4 ／ 6 E IV

第257図

SK 1 17 2 深　 鉢

（29．8） 底一 平底　 胴 －ひずみ，若干 内鸞　 ロー 大 き く内攣 やや良好 一部残

1 32．7 Il－ A 砂粒　 F 多　 M Ⅹ

形土 器 （7．6） 全体 に櫛 歯状条線 文　 内一丁寧 な縦位 箆 ナデ調整痕 5 Y R　 6 ／ 6 E III

2 S K 12 05 深　 鉢

23．0 胴一大 きい括れ　 に上一大 き く内攣　 胴 部 径に近い 普通 底 部欠

29 ．9 V　　　　　　　　　　 底部作為的欠 落 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 － 沈線 B による楕 円文 ，「U 」字状文　 区 画 内R L 充填 2 ．5Y R　 4 ／ 6 E IV

3

】

SK 127 9

l

深　 鉢

－ 底 一小径平底　 胴…下位直線 的に外傾　 中位直立 普通 一部残

（35 ．1） Ⅹ 砂粒　 F　 M Ⅹ

許多十器
′l／‘‘‘‘‘一ー‘一　HH　l

7 ，2　－隆沈文 C による連 結渦文　 R L 地文　　　　　　　 －2．5Y R　 5 ／／4　　　　 －十 0　〟
／　＼　－′　、一｝

！ i許多十器 I　 7 ，2 I 隆沈文 C による連 結渦文　 R L 地文 I2．5Y R　 5 ／／4 l HL Q 〟
／　＼　－′　、一｝

4 SK 1 280 深　 鉢

－ 底一平 底　 胴一下位大 き く外傾　 中位 緩 やか に内攣 普通 目線欠

（11．5） II－ B 砂粒　 F　 M Ⅹ

形土器 5．2 R L 施 文　 全体 に摩 滅 2．5Y R　 4 ／ 4 不明

5 S K 12 85 深　 鉢

36 ．5 底一平底　 胴 〇日ー 直線 的 に外傾 良好 完形

48 ．4 I … A 砂粒　 F　 M 埋婆

形土器 8 ．5 沈線 B ロ緑周回　 R 施文 2 ．5 Y R　 4 ／ 6 称 I

6 表　 採

小　 形 － 底一 平底　 張 り出 し無 し　 胴 一下位直線 的 に外傾 普通 底部残

深　 鉢 （5 ．1） Ⅹ 砂粒　 F　 M
－

形 土器 5．0 沈線 B 区画内 R L 施文　 曲線 モチー フ 2 ．5Y R　 6 ／ 6 称 I

第26 0図

1 S I　 63

土師器

棒

形土器

（1．3）

6 ．4

底一外 面回転糸切 り　 内面水挽 き痕

普通

細砂　 M 多

7．5Y R　 4 ／ 3

底部残

Ⅹ

五領 I

2 ノ／

土師器

よ不

形 土器

（14 ．5）

（4 ．8）
外一箆磨 き，一部異 色処 理が外面 にわた る　 内一箆

磨 き　 黒 色処理

普通

細砂　 F　 M

7 ．5 Y R　 l．7／ 1

一部残

Ⅹ

五領 I

一一一一一一一一441－…一一一



番　 号 遺　 構 器　 種 法　 量 形　　　 態　　　 と　　　 文　　　 様 焼成 。胎 土 e 色調 備　 考

第258図

SI　 84

土師器 （16．3） 頸部下位膨 らみ，頸 部で榎 をな し強 く括れ る，上位 やや良好 休部残

1 柑 （7．3） 緩やか に内攣，大 きく外傾　 外一縦位 パ ケ目整形 内 細 砂　 F 多 Ⅹ

形土器 － …縦位箆磨 き整形　 内外 面共赤彩処理　 器壁薄 い 10Y R　 5 ／ 6 五領 I

2 ノノ

土 師器 （15．0） 最大 径体 部 中位　 外 一全体 パ ケ目整形　 内一頸 部 普通 底部欠

婆 （15 ．2） 「く」の字状括れ　 休部上位 粘土 紐痕　 口緑横位 ハ 細砂　 F　 M Ⅹ

形土器 ケ 目整形　 体都全体箆 ナデ整形 7 ．5Y R　 6 ／ 2 五領 I

3 ノノ

土師器

士

（15 ．2）

（5 ．0）

複 合口緑　 若干外反，外傾　 複合部 更に大 きく外傾

外一複合 部横位 パ ケ目整形　 頸部縦位 パ ケ目整形
普通

砂粒　 F　 M

7．5Y R　 7 ／ 4

口緑残

Ⅹ

五領 I

宝王

形土器

内一複合部 パ ケ目整形後，箆 ナデ調整　 頸部縦位箆

ナデ整形

4 ノノ

土師器 （13 ．4） ロ緑若干外反，大 きく外傾　 外一 口唇辺横 ナデ　 斜 普 通 口緑残

士宣E （4 ．5） 位 パケ目整形後　 縦 位箆磨 き　 内…部分 的に斜位 ハ 砂 粒　 F　 M 貯蔵穴

形土器 ケ目痕 5 Y R　 6 ／ 4 五領 I

5 ノノ

土師器

整

形 土器

（18．4）

（3．8）
外一粘土積上 げ痕　 口緑ス リッ ト　 内一 口緑大 き く

外傾　 横位 パケ目整形

普通

紙砂　 F　 M

7 ．5 Y R　 5 ／ 3

口縁残

Ⅹ

五領 I

6 ノノ

土師 器 （19 ．2） 外一横位パ ケ目整形後，斜位 箆ナデ調整　 内…複合 良好 口緑残

賓 （3 ．5） 口緑　 頸部か ら口緑 にかけ緩 やかに外反，直立　 全 細砂　 F 多 X

形土器 体 にパ ケ目整形　 箆 ナデ調整 2．5Y R　 5 ／ 6 五領 I

7 ノ／

土師器

婆

二江ろ」一旦旦

（2 ．5）

（二　（：

底 一平底

「トー：在F、窟

普通

砂粒　 F　 M　 Q

7　EV l）　　　4　／　つ

底部残

Ⅹ

フこRR

ノノ

土師器 － 接合 部か ら直線 的に開 き，裾部 で若 干内攣　 外一主 普通

台付賓 （7 ．7） にパ ケ目縦位整 形　 内一底部箆 ナデ整形　 裾部横位 細 砂　 F 多　 M

形土器 10 ．0 パ ケ目整形 7．5Y R　 5 ／ 4

土師器

台付婆

形土器
l

（7．0）

10．6

接合部から狭く直線的に開く　外一主に縦位パケ目
やや良好

細砂　 F 多

5 Y R　 7／ 6
整形　 内一裾部横位箆ナデ痕　 接合部箆ナデ整形

ノ／

土師 器 6 ．4 器受部 若干内攣，大 き く外傾　 中央孔 径1．5cm　 外 普通

器　 台 （2 ．0） ー箆磨 き整形　 口唇辺 箆ナデ整形　 全体 に剥落激 し 砂粒　 F　 M

形土器 － い　 内一箆磨 き痕 10Y R　 5 ／ 6

442－－－－－－



番　 号 遺　 構 器　 種 法　 室 形　　　 態　　　 と　　　 文　　　 様 焼成 e胎土 。色調

！

備　 考

第258図

11 SI　 84

土師器

器　 台

形土器

（3．5）

9．7

直線的に大きく開く　推定孔数 3　 外一裾部へ向か

い箆ナデ整形　 内一外方向からのパケ目整形

普通

b砂粒　 F　 M

10 Y R　 5／ 6

脚部残

Ⅹ

五領 I

12 SI 187

土師器 （16．1） 緩やかな稜をなし，内攣ぎみに外上方に延びる水挽 普通 底部欠

杯 （5．7） 成形　 外一軽い箆磨き　 内一箆磨き　 黒色処理 細砂　 F Ⅹ

形土器 － 目線端部丸くおさまる　 全体に薄手 7．5Y R　 6 ／ 6 国

13 S D　　 3

須恵器

賓

（36．8）

（15．8）

肩一大きく張る　 ロー垂直　 上部で外攣，端部やや

尖りぎみにおさまる　 外一日に櫛状工具による波状

文　 体部平行叩き目調整　 内…同心円文　 頸部箆記

号

良好

細砂　 F　 M

7．5 Y R　 6／ 1

口綾部

Ⅹ

8世紀

14 ノノ

須恵器 外一格子目状叩き目調整　 内一同心円文

13と同m一片

体部残

賓 Ⅹ

8 世紀

15 i K 8C5 ！
i百番栗
ノウくノしユヽtl［r

14．1

4当

底一平底　 体部，底部の境界に明瞭な稜を持つ　 体

…外傾　 外上方に延びる　 ロー端部丸くおさまる

ややあまい

細砂 F 多 M Q l

完形

地山
土不 休部下端部手持箆削り調整　 底部回転箆切り後，一一

5YR　7／2
方向の軽い静止箆ナデ調整

（3）底部（第259◎260図）

当遺跡の遺構及びグリッド出土の底部片で，形態が復元可能なものは総数391点になった。これ

らの底部片は無文が多く，文様構成から型式に区別することには無理があったが，形態を幾つか

に類別することはできた。器形全体が同類に属するものでも法量の相違により9　底部からの立ち

上がる形状は，底部の張り方や傾斜角等に微妙な差異を示すため，類別基準を可能な限り細分し

てみた。

A類

A－1，2は，平底部から直立して1～2cmほど立ち上がり，外傾して直線ぎみに胴部に至っ

ており，平底端部は張り出さず直角に近くなっているものである。当遺跡出土のもので本類の範

ちゅうに加えられる底部片数は11点あり，すべて無文である。総じて，本類の胎土中には9　砂粒

を多く，雲母を少量と長石を微量に含み，焼成は普通である。

B類

B－1～3は，平底部から直接直線ぎみに外傾して立ち上がり胴部に至っており，平底端部は

A類より鈍角であるが張り出しが無いものである。当遺跡出土のもので本類の範ちゅうに加えら

－1443



れる底部片数は57点あり，RL縄文施文のもの2点，RL縄文を施文に沈線Bによる懸垂区画内

磨消文のもの4点のほかは無文である。総じて，本類の胎土中には，砂粒を多く，石英，雲母を

少量と長石を微量に含み，焼成は普通である。

C類

C－1～3は，平底部から緩やかに立ち上がり，若干外傾して直線ぎみに胴部に至っており，

平底端部は張り出しを有さず攣曲しているものである。当遺跡出土のもので本類の範ちゅうに加

えられる底部片数は16点あり，LR縄文施文のもの1点，RL縄文を地文に沈線Bによる懸垂区

画内磨消文のもの（C一日2点，沈線Bによる懸垂区画内に不明の縄文を疎に充填したもの（C

－2）2点9　沈線Aによる平行する曲線区画内に不明の縄文を施文のもの1点のほかは無文であ

る。総じて，本類の胎土中には，砂粒を多く，石英，砂礫，雲母を少量含み，長石粒の混入を認

めるものもある。焼成は普通である。

D頼

り－1，2は，平底部から緩やかに立ち上がり9　極わずかに内攣しながら外傾して胴部に至っ

ているものである。当遺跡出土のもので本類の範ちゅうに加えられる底部片数は22点あり，沈線

Bによる懸垂区画内にRL縄文を疎に充填したもの（り－2）2点，LR縄文を疎に充填した

もの1点，LRの細粒縄文が懸垂区画内に施文したもの1点，同懸垂区画の無文部が狭くLR

縄文の充填部に更に1本懸垂文を付加したもの1点，3本の沈線Bによる懸垂文を有したほかに

RL縄文を施文したもの1点，縦位の条線文のもの2点のほかは無文である。総じて，砂粒を多

く，長石，雲母を少量含み，焼成は普通である。

E類

E－1～3は，胴部径に比して底部径が極めて小さく，底部から立ち上がって直ぐ外反し，し

なうように大きく外傾して胴部に至っているものである。胴部は下位で膨らむものと思われる。

当遺跡出土のもので本類の範ちゅうに数えられる底部片は44点あり，底部辺文様は，沈線Bによ

る曲線モチーフ（E－2）1点，RL縄文施文のもの2点，LR細粒縄文施文のもの1点のほか

は無文である。総じて，本類の胎土中には，砂粒を多く，雲母を少量，長石粒，長石，石英を微

量に含み，焼成は普通である。

F類

F－1～3は，E類9　G類の中間的位置付けのもので，底部はG類ほど張り出さず立ち上がり，

底部辺はE類ほど外反しないで緩やかに胴部に外傾しながら至っているものである。胴部は下位

から中位ほどで膨らむものと思われる。当遺跡出土のもので本類の範ちゅうに数えられる底部片

は48点あり，底部辺文様はRL縄文施文のもの1点のほかは無文である。総じて，本類の胎土中

には，砂粒を多く，雲母を少量，長石を微量に含み，焼成は普通である。

一一一一一一一444－－



G類

G－1～3は，平底端部がF類よりはきつく張り9　若干外傾して立ち上がったものが更に外傾

の角度を増して極わずかに内攣しながら胴部に至っているものである。胴部径に比して肩部径が

極めて小さい。当遺跡出土のもので本類の範ちゅうに数えられる底部片は73点あり9　底部片文様

はタ　へラ磨き調整のもの（G－2）3点9　Rm縄文施文のもの（G－3）温点，LR縄文施文の

もの1点撃　沈線Bによる3本の懸垂沈線文外に縄文施文のもの1点，沈線Bによる懸垂文とRL

縄文施文のもの1点のほかは無文である。総じて，本類の胎土中には9　砂粒を多く9　長石，雲母

を少量含み，焼成は普通である。

H類

H－1～3ほ，底部から大きく外傾して緩やかに立ち上がるもので，平底端部の張り出しはほ

とんど無いものである。底部辺から胴部は9　大きく膨らむ。当遺跡出土のもので9　本類の範ちゅ

うに数えられる底部片は18点あり9底部辺文様はすべて無文である。総じて9本類の胎土中には，

砂粒を多く，長石，雲母を少量含み9　焼成は普通である。

I類

I－1～3は9　胴部径に比して底部径が極めて小さく9　底部に強い張り出しを有して胴部に至

るものを一括した。胴部は9　緩やかに内鸞しながら外傾するもの9　大きく外傾して内鸞するもの

と直線的に外傾するものとの3種があるが9　先のものが大半を占める。当遺跡出土のもので本類

の範ちゅうに数えられる底部片は93片あり，最大数である。底部片文様は9　LR縄文施文のもの

（I－1）1点，条線文のもの（I－2）2点，RL縄文施文のもの1点のほかは無文である。

総じて9　本類の胎土中には，砂粒を多く9　長石9　雲母9　石英を少量含み9　焼成は普通である。

J類

才一1～5は，底部が上げ底を呈しているものである。底部径は極めて小さい。当遺跡出土の

もので本類の範ちゅうに数えられる底部片は11点あり9　底部辺文様はすべて無文である。本類の

胎土中には，砂粒を多く，長石9　雲母を少量含み，焼成は普通である。

445　－
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第241回　住居跡出土土器実測図（1）
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第245図　住居跡出土土器実測図
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第250図　住居跡・土壌出土土器実測図
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第253回　土壌出土土器実測図
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第255回　土壌出土土器実測図
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第257図　土壌・グリッド出土土器実測図
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（4）把手（第262～、264図）

当遺跡で出土したものの内で，装飾性の強い把手を取り扱った。

1は，円筒状把手の破片で，径3．8cm，現存長5．4cm。全側面に縄文を施し，外面は横位3点一一・一

単位の盲孔を3段穿っている。上面は皿状にくぼんでいる。口緑部に直立して付けられたもので

あろう。胎土に砂粒を含みラ　焼成は普通である。

2は，円筒状把手に橋状把手が付加された破片で，径4．5cm，現存長5．4cm。上面は深い皿状の

くぼみを有して円筒を形象するが9　橋状把手との接合部から扁平となる。外面は縄文を地文に2

本の沈線Bによる平行沈線を配し9　日緑都側と沈線間とに円列点文を施している。口緑波頂部の

延長としてつけられたものである。胎土に砂粒を含み9　焼成は普通である。

3は，円筒状把手の破片，径4．0cm，現存長4．4cm。全側面が無文で，上面に沈緑Bによる渦文

を配している。外傾する口綾部に直立して付けられたものであろう。胎土に砂粒を含み，焼成は

良である。

射ま9輪状把手の破片で9径6．6㌔cm言現存長5。Ocm。上面は平坦でタ孔を中心に沈線Bによる半月

状文を対置幸せている。外面は沈線酎こ円列点文を付加した区画内に細粒縄文を充填している。

若干外傾する目線波頂部の延長として付けられたものである。胎土に砂粒を含み9　焼成は普通で

ある。

5は，輪状把手の破片で，径5．6cm，現存長6．3cm。上面は平坦で，孔を内面と外面から穿って

いる。外面は沈線阜区画内に縄文を施している。目線波頂部の延長として付けられたものである。

胎土に砂粒を含み9　焼成は普通である。

6は，円筒状把手の破片で，径5．0cm，現存長5．7cm，上面から深い盲孔を穿っている。外面は

沈線A区画内に縄文を充填した変形渦文を配している。目線部に直立して付けられたものであろ

う。胎土中に砂粒を含み，焼成は普通である。

7は，円筒状把手の破片で，径3．6C恥　現存長4．0cm。上面から深い盲孔を穿っている。全側面

が無文であるが9　日綾部とを横位の微隆起線Aで区画している。目線部辺の文様は9　縄文を地文

とした微隆起線Aの曲線で構成されている。日綾部に直立して付けられたものであろう。胎土中

に砂粒ラ　長石を含み9　焼成は普通である。

8は9　輪状把手の破片で撃　径3。7cm9　現存長3．2cm。上面は指頭によると思われる渦文を配して

いる。外面は縄文を地文とした沈線Bの曲線を配している。日経波頂部の延長として付けられた

ものである。胎土中に砂粒を含み9　焼成は普通である。

9は，円筒状把手に橋状把手が付加された破片で，径3．8cm，現存長6．3cm。上面はほとんど平

坦である。橋状把手外面に縄文を施している。目線部に直立して付けられたものであろう。胎土

は砂粒を含み，焼成は普通である。

…一一一一470一一一一一一一



10は9筒状把手に橋状把手が付加された破片9径2．4cm9現存長3．0cm。上面が皿状にくぼみ9

装着部から先端に向かって若干開きぎみ。日録部装着部に小さな橋状把手を付けている。全面無

文で9上面は皿状にくぼんでいる。日録部を微隆起線Aで調整後9縄文を施している。平縁部に

直立して付いている。

11は9輪状把手の破片で9径4・5cm9現存長2。2cm9　中央部に盲孔を配し9上下に対置して刺突

文，左右に対置して半月状文を配し9上下面に貫通する孔を穿っている。目線波頂部の延長とし

て付けられたものである。外面に縄文を粗略に施している。胎土に砂粒を含み9焼成は普通であ

る。

12は，「8」字状把手で　幅の鮫m　現存長10凍m。波状目線部外面に貼り付けている。日録部

は微隆起線Å区画内に円列点文を配し，「8」字状の粘土紐に沈線Bによる「8」字をなぞってい

る。胎土は砂粒を含み，焼成は普通である。

13は撃蛇形頭部把手の破片で9幅4・9cm9現存長8。6cm。帯状粘土紐で形象している。作出方法

は「8」字状把手に酷似し9先端部をとがらせ頬を張らせた頭部と，頸部下とを「8」字状の交

差部で区別している。頭頂部は「U」字状に調整している。日録部に若干外傾して付けられてい

たものであろう。胎土に砂粒を含み9　焼成は普通である。

14は9「8」字状把手で9幅5・5cm，現存長10載m。作出方法9　日緑部文様構成は12と同じ。胎

土は砂粒を含み9　焼成は普通である。

15は，「8」字状把手で9幅5・9C恥現存長8・温cm。帯状の粘土紐のみで作出したものである。胎

土は砂粒を含み9　焼成は普通である。

16917は9輪状把手に橋状把手が付加された破片である。16は幅4胤m9現存長9．4cmで9波状

口緑部外面に貼り付けたもので輪状部が盲孔。且7は幅5。4cm，現存長8．9cmで9日緑波頂部に突出

して付けたもので輪状部が有孔のもの。いずれも微隆起線Aに縄文を施したもの。胎土は共に砂

粒，石英を含み，焼成は概して普通である。

18，19，20は9橋状把手の変形で，目線波頂部と平緑に突出して付けられたものである。18を

除いては橋状部外面と上面を穿孔し，更にその孔綾部をなぞって隆帯Bによる「S」字状文を配

している。18は縄文を施文したもので，20は微隆起線Aに縄文を施している。いずれも幅3．5cm9

現存長5・9cmで，胎土に砂粒，長石を含み9焼成は概して普通である。

21は9橋状把手の変形したもので了8」字汎あるいは輪状把手に付加されていたとみられる。

幅2・Ocm，現存長5・Ocm。帯状の粘土紐を外面から緩やかに折り返し9ずらして内面に貼り付けて

いる0外面には2列の円列点文を配している。口緑波頂部であろう。胎土に砂粒を含み99焼成は

普通である。

22は9橋状把手上部に帯状粘土紐による斜位の円筒状突起を有しているもので9幅3．8cm，現存

1－1－…471－－llll一一
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長8・8cm。橋状部外面に縄文を施している。日経波頂部の延長として付けたものであろう。胎土は

砂粒を含み，焼成は普通である。

23，24，25は，橋状把手で，平緑に若干突出して付けられたもの。23は，幅4．0cm，現存長5．1

cmで，外面に円列点文を配している。24は，「U」字状断面を呈し，「Y」字状胴部文様の磨消部

が競り上がった波頂部であろう。25は，横位に付けられたもの。23，24，25とも胎土は砂粒を含

み，焼成は普通である。

26～33は，口緑部突起状の把手である。口綾部文様は，26が突起下に輪状の貼付文を有し，沈

線B内に円列点文を配したもの。27は沈線Aによる曲線モチーフ内に縄文を充填したもの。28は

縄文を地文にした沈線Bによる楕円文と思われるものを配している。29は隆沈文Aによる渦文を

突起部に配したもの。30は無文。31は輪状把手とみられるもので，交互円刺突による鋸歯状文を

配したもの。32は内面に沈線Bを配し，円文を貼り付けたもの。33は沈線Bを突起部稜線上にな

ぞり，頂部に盲孔，目線部に沿って孔を貫通させたもの。26，27，30は胎土に砂私石英粒を含

み，28，29は胎土に砂粒及び長石を含む。31～33は胎土に砂軋長石，石英を含み，焼成は概し

て良好である。

34は，注口状の把手で，径3・2cm，現存長3．7cm。口緑部辺に横に突出して付けられ，目線部文

様は微隆起線Aと縄文で構成している。胎土に砂粒を含み，焼成は普通である。

35は，環状の把手で，径5・3cm。外面に細粒縄文を施している。胎土に砂粒を含み，焼成は普通

である。

36は，蛇形頭部把手の破片で，幅3．5cm， 現存長7・Ocm。頸部内面に円形のくぼみを有し，頭部

両側面にも楕円形のくぼみを施している。頭部のとがりと両側面のくぼみで，頬の張った蛇をデ

フォルメしている。背面に縄文を施している。口緑波頂部に付けたものとみられる。胎土に砂粒

を含み，焼成は普通である。

37は，蛇形頭部把手の破片で，幅5・2cm，現存長5．4cm。三角形で，頭部は厚く膨らみ，頬がと
馳ぷl－－1－・′＿＿ニー　ーl　　‾　　　　　　　＿　＿

がる。盲孔が両側面にあり，盲孔を巻くように頭頂部から先端の口に至るまでを「U」字状にナ

デ調整している。口部は両側面からくぼませ，内面咽部に円形の盲孔をくぼませている。胎土に

砂粒を含み，焼成は普通である。

38は， 幅1・9cm，現存長3・9cmの細身である。先端部両側面をくぼませ，

頭部を張らせている。口部はへラ状工具により8mmほど刻まれ開口する。頸部背面の一部が剥落

している。胎土に砂粒を含み，焼成は普通である。

39は，埠形頭部把手の破片で，幅3．5cm，現存長3．8cm。三角形で，各端部はとがる。内面以外
‾戦mqニル

は皿状にくぼむ面で構成し，後頭部と頸乳頭部と両側軋　頸部の背面と側面が鋭角に隆起して

いる。頭部側面には刺突文による眼と，眼から口にかけての沈線を配し，へラ状工具による研磨

…1475－…－…



調整を施している。胎土に砂粒を含み，焼成は普通である。

37～39の蛇形頭部把手の破片は，口部を内面に向けて付けたものと思われる。

（5）蓋形土器（表8　第365図）

当遺跡から出土した蓋形土器は，下記の表のとおりである。

表8　蓋形土器解説表

番号 名　　　 称 遺　　 構 長 さ　 幅　 高 さ 形　　　 態　　　 と　　　 特　　　 徴 出土位置

第365図

17
蓋形 土器 S I 1 59 6 ．45　6 ．3　 1．1 円形　 両端部 を継 な ぐ中央部辺 の把 手が欠落 した もの Ⅹ

18 一蓋形 土器 SI 18 9 12 ．5 （5 ‘1）2．95 楕 円形　 長径 に尾根状の把手 と端部 に吊手用の孔 Ⅹ

（6）出土土器片（表9　第265～347図）

当遺跡から出土した土器片は，次の表のとおりである。

表9　出土土器片拓影図解説表

図版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出土

位 置
時 期 備　　 考

第 2 65 図 1 F P　　 l 貝 殻 条 痕 文 Ⅹ 野 島 繊 維 混 入

2 ノノ ノノ ノ／ ／ノ ノノ

3 ノ／ ノ／ ノノ ノノ ノノ

4 ノ／ ノノ ノノ ノ／ ノノ

5 F P　　 7 ノ／ ノノ ノ／ ノ／

6 ／ノ ノノ ノノ ／／ ノ／

7 ノノ ノ／ ノノ ノノ ノ／

8 ／ノ ノ／ ノ／ ノ／ ノ／

9 F P　　 8 沈 線 A ノ／ ノノ ノノ

10 ノノ 貝 殻 条 痕 文 ノ／ ノ／ ／ノ

1 1 ノノ ノ／ ノノ ！ノ ／／

12 ／ノ ノ／ ノノ ノノ ／ノ

13 F P　 l l 微 隆 起 線 A ノノ ノノ ノノ

14 ノ／ ノ／ ノノ ノ／ ノノ

15 ノノ ノノ ノ／ ／／ ノ／

16 F P　 17 貝 殻 条 痕 文 ノ／ ノ／ ノノ

17 ノ／ ノノ ノ／ ノノ ノノ

18 F P　　 22 ／／ 〃 ノノ ノ／

19 ノノ ノノ ノ／ ノノ ／ノ

20 ノノ ノノ ／／ ノノ ／ノ
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図 版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出土

位 置
時 期 備　　 考

第2 65 図 2 1 F P　　 2 2

大 形 渦 文

逆 「U 」字 状 文

楕 円 文

貝 殻 条 痕 文 Ⅹ

ノノ

野 島 繊 維 混 入

第 2 66 図 1 F P　　 2 3 ノノ ノノ ノノ

2 F P　　 3 2 微 隆 起 線 A 一 沈 線 A ノ／ ノノ ノ／

3 F P　　 33 貝 殻 条 痕 文 一 沈 線 B
ノノ

Y

X

ノノ

ノノ ノノ

4 ノノ 貝 殻 条 痕 文 ノノ ノノ

5 ノ／ ノ／ ノ／ ノノ

6 F P　　 3 4 微 隆 起 線 A － 沈 線 B ノ／ ／／

7 ノノ 沈 線 A ， B ノノ ノノ ノノ

8 ノノ ノ／ ノ／ ノノ ノ／

9 F P　 35 a 貝 殻 条 痕 文 一沈 線 B
ノノ ノ／ ノノ

第 26 7図 1 F P　 35 b 微 隆起 線 A 一 沈 線 A
ノノ ノノ ノ／

2 〃 ノノ　　　 －　　 ノ／ ノ／ ノ／ ノ／

3

4

5

6

7

8

9

10

F P　 35 C 微 隆起 線 A － 沈 線 B
ノ／ ノ／ ノノ

F P　　 3 8 貝 殻 条 痕 文
ノ／ ノノ ノノ

ノノ ノノ ノ／ ノ／ ノノ

ノノ ノノ ノノ ノノ ノノ

ノノ ノノ ノノ ノノ ノノ

F P　　 41 ノノ ノ／ ノノ ノノ

〃 ノ／ ノ／ ノノ ノ／

F P　　 5 1 ／／ ノノ ノノ ノノ

1 1 ノノ ノノ ノ／ ノノ ノノ

12 ノノ ノ／ ノノ ノノ ノノ

第 26 8 図 1

2

3

4

5

6

第 26 9 図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

F P　　 5 1 ノ／ 〃 ノノ ／／

ノ／ ノノ ノノ ノ／ ノノ

F P　　 5 6 ノ／ ノ／ ノノ ノノ

ノノ ノ／ ノ／ ノノ ノノ

F P　　 5 8 隆 帯 C ， 沈 線 C 一 沈 線 B － 円形 刺 突 文
ノノ ノノ ノノ

ノノ ノノ　 ，　 ノ／　 －　 ノノ　 ー　　　 ノ／ ノノ ノノ ノノ

S I　 l 縄 文 一 沈 線 C ノ／ E III

〃 縄 文 一 沈 線 B
ノノ ノ／

ノノ ノノ　－　　 〃 ノ／ ノノ

ノ／ 沈線 B －縄 文 一 円 列 点 文 Y ノ／

E III

ノノ

ノ／

／／

縄 文

ノ／

縄 文 一 隆 沈 文 B 一 沈 線 C

ノノ

Ⅹ

ノノ

ノノ 縄 文 一 隆 沈 文 B － 沈 線 B ノノ ノノ

ノ／

ノノ

縄 文 一 沈 線 B － 磨 消

縄 文

ノノ

Y

X

ノノ

ノノ

E III11 S I　　 4 縄 文 一 沈 線 C

12 ノノ 縄 文 一 沈 線 C
／ノ

13 ノ／ 変形 楕 円 文 沈 線 C ノノ ノノ

14 ノノ 円 列 点 文 ノ／ ／／

15 〃 条 線 文
ノノ

一一4771一一一一



図 版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出 土

位 置
時 期 備　　 考

第 26 9 図 16 S I　　 4

大 形 渦 文

渦 文

縄 文 ， 沈線 C Ⅹ

E III

E IV

E IV

第 2 70 図 1 ノノ 縄 文 一 隆 沈 文 C ／ノ

2 ノ／ 縄 文 一 沈線 C － 磨 消 ノ／

3 ノ／ 縄 文 一微 隆起 線 A ノノ

4 S I　　 5 橋 状 把 手 縄 文 …微 隆起 線 B ノノ

5 ノ／ 円文

逆 「U 」 字 状 文

「H 」 字 状 文

縄 文 一微 隆起 線 A ／／

6 ノ／ 縄 文 ノ／

7 ノノ ノノ ノノ

8 ノ／ 条 線 文 ノノ

9 ノノ 沈 線 B l 縄 文 ノノ

10 ノ／ 縄 文 … 沈 線 B － 磨 消 ， 微 隆 起 線 A ノ！

11 ノノ 微 隆 起 線 A … 沈線 A 一 縄 文 ノノ ノノ

12 ノ／ 微 隆 起 線 A 一 縄 文 ノノ ノノ

E IV

13 ノノ 隆 帯 A 一 縄 文 ノノ

14 ノノ 縄 文 ノノ

15 ノノ 徴 隆 起 線 A ， 縄 文 ノノ

16 ／ノ 微 隆 起 線 A 一 縄 文 ノノ ノノ

第 27 1 図 1 S I　 6 逆 「U 」 字 状 文 縄 文 一 微 隆 起 線 A ノノ ノ／

E III

2 S I　　 7 無 文 ノノ

3 ノノ 条 線 文 ノ！

4 ノノ ノノ ノノ

5 ノノ 縄 文 ノノ

6 ノノ ノノ ／ノ

7 S I　　 8 縄 文 … 沈 線 C ／ノ

8 ノノ 沈 線 B … 縄 文 ノ／

9 ノ／ 条 線 文 ノノ

10 ノノ
縄 女

ノノ

1 1 ノノ 縄 文 … 沈 線 B ノノ

「U」字状文

大形渦文

条線文

ノノ

沈線B－縄文

縄文…沈線C

微隆起線A一縄文

隆帯B一一縄文

純文一微隆起線B

縄文

徴隆起線B一一縄文

縄文一微隆起線A

縄文一洗練A，B

縄文一沈線B

縄文

隆帯B－縄文

微隆起線A一縄文

Y

ノノ

Ⅹ

ノ／

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

一一一478－一一一…－



図 版 番 号　 遺　　　 構

！ 文　 様

作　　 出　　 方　　 法
出 土

位 置
時 期 備　　 考

第 27 2 図　 9

1 0

1 1

12

13

第 2 73 図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1 3

14

15

16

17

1 8

19

20

21

2 2

2 3

24

25

S I　 l l

楕 円 文

逆 「U 」 字 状 文

大 形 渦 文

大 形 渦 文

徴 隆 起 線 A 一 縄 文 Ⅹ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

E W

ノノ

E IV

E IV

E III

ノ／

E IV

E III

E IV

E III

E IV

E III

E III

ノノ

E III

E III

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

小 突 起

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

S I　 12

ノノ

ノノ

ノ／　　　 －　 ノノ

縄 文 － 沈 線 B

条 線 文

微 隆 起 線 A －縄 文

羽 状 縄 文

ノ／

条 線 文

ノノ

縄 文 － 沈線 B

橋 状 把 手

小 突起

ノノ ノノ

ノノ
ノ／

ノノ 縄 文 一 隆 帯 B
ノノ

S I　 13 縄 文 一 沈 線 C ノ／

ノノ 隆 帯 A ， 純 文 一 沈 線 C
ノノ

ノノ 微 隆起 線 A － 縄 文

縄 文

ノ／

ノノ
ノ／

ノノ ノノ

隆 沈 文 A － 縄 文

ノノ

ノノ ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

S I　 1 5

縄 文

ノノ

微 隆起 線 A 一 縄 文

縄 文 一 沈 線 B … 磨 消

縄 文

ノ／

Y

ノノ

X

ノノ

ノノ 縄 文 一 微 隆 起 線 A － 磨 消
ノノ

ノノ 隆 帯 B 一 縄 文 ノノ

S I　 16 縄 文 ノ／

ノノ 微 隆 起 線 A 一 緒 文 一 沈 線 B － 磨 消
ノノ

ノノ 無 文
ノノ

ノ／ 羽 状 縄 文

縄 文

ノノ

ノノ ノノ

S I　 18 爪 形連 続 刺 突 文
ノノ

26 ノノ 縄 文 一 隆 帯 A
ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

2 7 ノノ 円列 点 文

2 8 ノノ 縄 文

沈 線 C － 縄 文29 ノノ

30 ノ／ 条 線 文

ノノ

縄 文

縄 文 一 隆 帯 B

第 2 74 図 1

2

3

4

5

6

7

8

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

変 形 大 形 渦 文

縄 文 一 沈 線 B 一磨 消

沈 線 B 一 縄 文

縄 文 一 微 隆 起 線 A

ノノ 蕨 手 文 ， 「U 」 字 状 文 縄 文 一 磨 消 一 沈 線 B

ノ／ 変 形 渦 文 縄 文 一 沈 線 B － 磨 消

一一一一一一1479一一一一一一一一



図版番号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出土

位 置
時期 備　　 考

第274図 9 S I　 19

大形渦文

沈線 C －羽状縄文 Ⅹ E III

E III

E III

E IV

橋状把手

10 ノノ 微隆起線 A 一縄文 一沈線 A ノノ

11 ノノ 縄文 ノノ

12 S王　 20 縄文一微 隆起線 A ノ／

13 ノノ 縄文一隆帯 B － 沈線 B ノノ

14 ノノ 縄文 ノノ

15 ノ／ 縄文一微 隆起線 A ノノ

16 ノノ 縄文一隆沈文 A ノ／

第275図 1 ノノ ノ／

楕 円文

大形渦文

「U 」字状文

縄文一微 隆起線 A ノノ

2 ノノ 縄文一条線文 ノノ

3 ノノ 条線文 ノノ

4 ノノ 縄文 ノ／

5 ノノ ノ／ ノノ

6 ノ／ 縄文一沈線 C ノノ

7 S I　 21 縄文，沈線 B ノ／

8 ノ／ 縄文一沈線 A ， B ノノ

9 ノノ 純文一微 隆起線 B ノノ E H I

1 0 ノノ 縄文一微 隆起線 A ノノ E IV

1 1 ノ／ 微隆起線 A 一縄 文 ノノ ノノ

E III

E III

1 2 ノ／ 沈線 A －縄文 ノ／

13 ノ／
縄文一沈線 A 一磨 消 ノノ

14 ノノ 「U 」字状，逆 「U 」 字状文

変形楕 円文

沈線 A －縄文 ノノ

15 ノノ 微隆起線 B 一縄 文 Y

16 ノノ 縄文一沈線 B －磨 消 Ⅹ

17 ノノ 沈線 B －縄文 Y

18 ノ／ ノ／　 －　 ノノ ノノ

19 S I　 22 沈線 C 一縄文 Ⅹ

20 ノ／ 「Y 」字状文 微隆起線 A 一縄 文 Y E IV

ノ／

〝

ノノ

ノ／

ノ／

ノ／

ノノ

ノノ

ノ／

／ノ

ノ／

ノ／

〝

ノノ

変形楕円文

「Y」字状文

蕨手文，逆「U」字状文

円文，楕円文

円文

楕円文

円文，楕円文

変形楕円文

沈線C一縄文

沈線B－縄文

ノノ　ーノノ

縄文一微隆起線A一円列点文

隆帯A一縄文

沈線B－縄文

ノノ　　－　ノノ

縄文一沈線C

沈線B－縄文

縄文一沈線C－磨消

縄文一沈線B

ノノ　－　　ノ／

縄文一沈線C一沈線A

縄文，沈線A一円列点文

縄文一隆沈文C

X

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

Y

X

ノ／

ノ／

ノ／

〝

ノ／

ノノ

ノノ

Elll

ノ／

ノ／

EIV

ノ／

EIII

EIII

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

EIII

－480－



図版番号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法 出土

位置
時期 備　　 考

第276図 15

16

17

18

第277図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1 4

15

16

17

18

19

20

2 1

2 2

23

24

第278図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

S I　 23

〃

ノノ

ノノ

SI　 24

ノノ

ノノ

〃

SI　 25

ノノ

〃

ノノ

ノノ

ノ／

SI　 26

ノノ

大形渦文

大形 渦文

大 形渦文

縄文一沈線 C

縄文，沈線 B

組 文一沈線 C

条線文

微隆起線 A 一縄文

条線文

縄文一条線文

縄文 一沈線 C

′微隆起線 A －縄文

〃　　　　 －　 〃

ノノ　　　 ー　 〝

ノ／　　　 －　 ノノ

ノノ　　　 ～　 〝

縄文

縄文一刺突文 一沈線 A

縄 文一微隆起線 B

Ⅹ

ノノ

ノノ

Y

ノノ

Ⅹ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノ／

ノ／

〃

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

Y

E IIl

E 王II

ノノ

E IV

E III

E IV

ノ／

ノ／

ノ／

ノ／

E HI

ノ／

ノノ

E III

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノ／

E III

ノノ

ノノ

ノノ

E III

ノノ

E IV

ノ／

ノ／

ノノ

橋状把手

橋状 把手

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

SI　 27

ノ／

楕 円文

隆沈文 B 一縄文

条線文

微隆起線 A

縄文一隆沈文 A

縄 文一沈線 B

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

大形渦文

羽状縄 文一沈線 B 一磨消

縄文一隆 沈文 B

縄文一微隆起線 B

SI　 28 蕨手 文，楕円文 沈線 B －縄文

ノノ ノノ　 ，　 ノノ 縄 文一沈線 C

ノ／ 円，楕 円文 縄文 一隆沈文 C －磨 消

ノノ 変形楕 円文 縄文一沈線 C

ノノ

ノノ

ノノ

〃

大 形渦文

蕨手文，逆 「U 」字状文

縄文一沈線 B

微 隆起線A －縄文

縄文 一沈線 C

縄文 一沈線 B 一磨消 一隆沈文 C

ノノ 蕨 手文，楕 円文 縄文一磨消， 沈線 B

〃 大形 渦文 縄文一隆沈文 B －磨 消

ノ／

ノ／

S I　 29

〃

ノノ

「H 」字状 文

縄 文一徴隆起線 A

縄文 一沈線 B －磨消

縄文一沈線 C

爪形連続刺突文

11 ノ／ 縄 文一徹隆起線 A

12 ノノ 徴 隆起線 A 一沈線 A 一縄文

13 ノノ 「H 」字状文 微 隆起線 A 一縄文

第279図 1

2

S I　 30

ノノ

微隆起線 A －縄 文一 円列点文

沈線 C

－481－



図 版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出 土

位 置
時 期 備　　 考

縄 文 一 沈 線 A Ⅹ

E III

橋 状 把 手

第 279 図 3 S I　 3 0

大 形 渦 文

4 ノ／ 縄 文 一 徹 隆 起 線 B ノノ

5 ノノ 純 文 一 沈 線 C ノノ ノノ

6 ノノ
縄 文 一 微 隆 起 線 A ノノ ノノ

7 S I　 3 1 ノ／

「Y 」 字 状 文

蕨 手 文 ， 円文

ノノ　ー…　　　 ／ノ ノ／ ノノ

E III

E III

E IV

8 ノノ 縄 文 ， 隆 帯 A ノ／

9 ／ノ
無 文 ／ノ

10 S I　 33 羽 状 縄 文 ／ノ

11 ノ／ 純 文 一 磨 消 一 沈 線 B ノノ

12 S I　 34 無 文 ノノ

13 ノノ 微 隆 起 線 A ノノ

14 ノ／
縄 文 ノノ

15 S I　 36 微 隆 起 線 A 一 縄 文 ノ／

16 ノ／ 縄 文 ，微 隆 起 線 A ノノ ノノ

E III

17 ノ／ ノノ ，　　　 ノ／ ノ／

18 S I　 37 沈線 B － 縄 文 ノノ

19 ノ／ 変 形 蕨 手 文 ノ／　 －　 ノノ ノノ ノノ

20 ノノ 逆 「U 」 字 状 文

蕨 手 文

縄 文 ， 沈 線 B ノノ 〃

2 1 ノ／ 条 線 文 一 沈 線 C ノノ ノノ

22 ノ／
純 文 一 沈 線 B ノノ ノノ

E III

2 3 ノノ
隆帯 A 一縄 文 一 円列 点 文 ノノ

2 4 ノノ 条 線 文 ／ノ

第 28 0 図 1 ノノ 縄 文 一 沈 線 A ， 隆 沈 文 C ノノ

2 ノノ 蕨 手 文 ， 弧 状 文 縄 文 ， 沈 線 B ノノ ノノ

3 ノノ 楕 円 文

運 「U 」 字 状 文

縄 文 一 沈 線 B ／ノ ノノ

4 ノノ
縄 文 ， 沈 線 B ノノ ノノ

5 ノノ 縄 文 一 沈 線 B 一 磨 消 ／ノ ノノ

6 ノノ 縄 文 一 沈 線 B ノノ

ノ／

ノノ

ノ／

ノノ

ノ／

ノノ

〝

ノノ

ノノ

ノ／

大形渦文

〃

ノ／

ノ／

ノノ

隆沈文C一万形連続刺突又

純文一沈線B

微隆起線A一縄文

純文一隆沈文C

縄文一隆沈文A－微隆起線A－縄文

縄文一徴隆起線A

純文一隆沈文A

縄文一微隆起線B

組文一微隆起線A

縄文一微隆起線B

隆帯A－縄文

隆沈文C一縄文

縄文一沈線B

縄文，沈線B

縄文

！ノ

ノノ

／ノ

／ノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノ／

ノ／

ノ／

ノ／

ノ／

ノ／

ノ／

ノ／

EIV

EIII

ノノ

ノノ

EIII

ノ／

EIII

ノ／

一一482－－ll一一一



図 版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
霊 時 期 備　 考

第 28 1 図 4

5

6

7

8

9

10

1 1

12

13

14

15

16

第 2 82 図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1 4

15

16

17

1 8

19

20

2 1

2 2

第 2 83 図 1

2

3

4

5

6

7

8

S I　 4 0 逆 「U 」 字 状 文 縄 文 一 沈 線 B 一 磨 消 ， 円 列 点 文 Ⅹ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

E lll

ノノ

ノ／

E III

ノ／

輪 状 把 手

E III

E IV　 橋 状 把 手

ノノ ノノ 細 文 一 沈 線 A ， C 一 磨 消

ノノ ノノ 縄 文 一 沈 線 B ， C － 磨 消

ノノ ノノ 縄 文 一 沈線 B － 磨 消

ノノ ノノ 縄 文 一 沈 線 C 一 沈 線 B

ノノ ノノ 縄 文 一 沈 線 ， 微 隆 起 線 A

ノノ ノノ 縄 文 一 微 隆 起 線 A － 沈 線 B

ノノ 「U 」 字 状 文 微 隆起 線 A 一 緒 文 一 沈 線 C － 刺 突 文

ノノ 「Y 」 字 状 文

運 「U 」 字 状 文

微 隆起 線 A … 沈 線 A 一 縄 文

〃

〃

ノ／

ノ／

微 隆 起 線 A 一縄 文

縄 文

ノノ

隆 沈文 A 一 縄 文

ノノ　　 小 突起

ノノ

小 突 起

ノ／

ノノ

隆 帯 A 一縄 文 ， 円 列 点 文

微 隆 起 線 A －縄 文

E IV　 橋 状 把 手

ノノ

〃

ノ／

ノノ

ノノ

純 文 一 微 隆 起 線 A

沈線 A 一 縄 文

微 隆起 線 A 一 紙 文 一 沈 線 C

微 隆 起 線 A 一 縄 文

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

称 I

E IV

小 突 起

ノノ 縄 文 一 隆 沈 文 B
ノノ

ノノ

ノ／

E III

ノノ

ノノ

変形 大 形 渦 文

大 形 渦 文

ノノ　－　　　 ノノ

縄 文 － 微 隆 起 線 B

ノノ

ノノ

ノ／ ノノ　－　　　 ノノ ノノ ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

S I　 4 1

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

S I　 4 2

ノノ

S I　 43

ノノ

ノノ 縄 文

縄 文 一 微 隆 起 線 A

隆 帯 C ～ 縄 文

縄 文 一 隆 帯 C

微 隆 起 線 A 一 縄 文

縄 文 一 沈 線 A

縄 文

縄 文 ， 沈 線 B 一 条 線 文

縄 文

縄 文 一 沈 線 B

微 隆 起 線 A 一縄 文

縄 文

縄 文 ， 沈 線 C

縄 文 ， 微 隆 起 線 A

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

Y

Ⅹ

Y

X

Y

ノノ

Ⅹ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

E IV

E III

称 I

ノ／

E IV

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノ／

／ノ

ノノ

徴 隆 起 線 A 一縄 文

条 線 文

沈 線 B 一 縄 文

縄 文 ， 沈 線 B

縄 文 一微 隆 起 線 A

徴 隆 起 線 A 一縄 文

双 孔 吊 手
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図版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出土

位 置
時 期 備　　 考

第 2 8 3図 9
I
S I　 的

円 文 ， 楕 円文

条 線 文 X

E III10 ノノ 条 線 文 一 沈 線 B ノノ

11 ノノ 条 線 文 一 沈 線 B － 円形 刺 突 文 ノノ ノノ

E IIl

12 ノノ 円形 刺 突 文 ， 半 裁竹 管 押 引 文 ノ／

13 ノノ 隆 帯 A ， C 一 緒 文 一 沈線 B ／ノ

14 ノノ 楕 円文 縄 文 一 隆 帯 C ノノ ノノ

ノノ

15 ノノ ／ノ 純 文 一 沈 線 B 一 磨 消 ノノ

16 ノノ ノノ 縄 文 一 沈 線 B ノ／

17 ノ／ 蕨 手 文 ， 楕 円文 縄 文 一 沈 線 C ， 磨 消 ノ／ ノノ

18 ノノ 楕 円文 縄 文 一 沈 線 B － 磨 消 ノノ ノノ

19 ノノ 蕨 手 文 ， 変 形 楕 円文 縄 文 一 沈 線 B ノノ ノノ

2 0 ノノ ノノ　 ，　　　 ノノ ノノ　－　　 ノ／ ノノ ／／

2 1 ノノ 逆 「U 」 字 状 文

蕨 手 文

「J 」 字 状 文

ノノ　－　 ／ノ ノノ ノ／

E III

2 2 ノノ 条 線 文 ノ／

第 284 図 1 ノノ 縄 文 ， 沈 線 B ノ／

2 ／ノ 純 文 一 沈 線 B ／ノ ノノ

3 ノノ ノ／　－　　 ノ／ ノノ ノノ

ノノ

4 ． ノノ 縄 文 ， 沈 線 B ノノ

5 ノ／ 沈 線 B 一 縄 文 ／ノ

6 ノノ 縄 文 ノ／ ノノ

7 ノノ 縄 文 一 沈 線 C ノ／ ノ／

8 S I　 4 5 沈 線 C ノノ ノ／

9 ノノ 沈 線 C 一 縄 文 ノノ ／／

E IV

10 ノノ 沈 線 B 一 縄 文 ノ／

1 1 ノ／ 微 隆 起 線 A 一 縄 文 ノノ

12 ノ／ 細 粒 縄 文 一 沈 線 B ノ／ ノ／

13 ノノ 縄 文 ノ／

14 ノノ ノ／ ノ／

ノノ

ノノ

ノ／

／／

ノノ

ノ／

〃

／ノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノ／

徴隆起線C一縄文

隆帯A－縄文

隆帯A－沈線A－縄文

スリットー沈線A

縄文一徹隆起線A

微隆起線A－縄文

縄文…隆帯A

縄文一沈線C

円列点文

縄文一沈線C

縄文一沈線B

縄文一隆帯A

微隆起線A－縄文

縄文

条線文

ノノ

／ノ

ノノ

／ノ

ノ／

ノノ

ヽ′
⊥

Ⅹ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

EIV

ノノ

ノノ

EIII

EIV

ノノ

EIII

EIII

ノノ

EIV

橋状把手
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図版番号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法 出土

位置
時期 備　　 考

第285図 5

6

ワ1

8

9

1 0

S I　 51

「H 」字状文

「Y 」字状文

蕨手文

楕円文

微 隆起線 A －縄文 Ⅹ E IV

橋状 把手ノノ 微隆起線 A ノノ ノノ

ノノ 微隆起線 C …縄文 Y ノノ

S I　 52 微隆起線 A 一縄文 Ⅹ ノノ

ノノ 縄文一隆帯 A ／ノ ノ／

E IV

E IV

ノノ 縄 文一沈線 C ノ／

11 ノノ 縄 文 Y

12 ノ／ 縄文 一沈線 B Ⅹ

13 〃 縄文 Y

14 〃 微隆起線 C 一縄 文 Ⅹ

15 S I　 53 微隆起線 A －縄文 ノ／

16 ノ／ 縄文 ノ／

17 ノ／ 微隆起 線A …縄文 〃

18 S I　 54 縄 文一微隆起線 B －沈線 C 〃 E m

E III

19 ノ／ 盲孔 〃

20 〃 縄文… 沈線 B －磨消 一円刺突 ノノ

21 ノ／ ノノ 縄文一沈線 C ノ／ ノノ

22 ノノ 条線文一微隆起線 A ノノ

23 ノ／ 微隆起線A …縄文 ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノ／

〃

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノ／

ノノ

〃

〃

ノノ

ノノ

縄文一沈線C

縄文

微隆起線A－縄文

縄文

縄文一沈線B

羽状縄文，沈線C

隆帯A一縄文

縄文

縄文一微隆起線A

縄文

沈線A－縄文

縄文一条線文

微隆起線A一縄文

縄文一沈線B

組文一微隆起線A

条線文一沈線C

微隆起線A一円列点文

縄文一沈線B

ノノ　－　　ノノ

ノ／　－　　ノノ

条線文

縄文

縄文一隆沈文A

／1　－　　　　ノ／

ノ／

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノ／

ノノ

Y

X

〃

ノノ

Y

ノノ

Ⅹ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

り

ノノ

ノノ

EIII

EIV

EIII

EIV

EIV

EIII

一一一一一一一1485－ll一一一一一一ll



図版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出土

位 置
時 期 備　　 考

第 2 86 図 2 4 S I　 58 変 形 楕 円 文 ， 渦 文 縄 文 一 隆 沈文 B X E III

第 28 7 図 1 ノノ 楕 円 文 ， 渦 文 縄 文 一 沈 線 B ノノ ノノ

2 ノ／ 変 形 楕 円 文 隆 帯 B … 縄 文 ノノ ノノ

3 ノ／ 楕 円文 縄 文 … 隆 沈 文 C ノノ ノノ

4 ノノ 変 形 楕 円 文 縄 文 一 隆 帯 C － 沈線 B ノノ ノノ

5 ノノ 楕 円文

蕨 手 文 ， 逆 「U 」 字 状 文

純 文 一 隆 帯 A ノノ ノノ

6 ノノ 縄 文 一 沈 線 B … 磨 消 ノノ ノノ

7 ノノ 縄 文 一 沈 線 C 一 磨 消 ／／ ノノ

8 ノノ 変 形 渦 文 沈 線 C － 縄 文 ノ／ ノノ

9 ノノ 「U 」 字 ， 逆 「U 」 字 状 文 縄 文 一 沈 線 B ノ／ ／ノ

1 0 ノノ 楕 円文 ， 逆 「U 」 字 状 文 隆 帯 A 一 沈 線 B ノノ ノノ

1 1 ノノ 蕨 手 文

「H 」 字 状 文

変 形 楕 円 文

縄 文 一 磨 消 一 沈 線 B ！／ 〝

1 2 ノノ 縄 文 一 沈 線 B ノノ ノ／

1 3 ノ／ 縄 文 … 磨 消 … 沈 線 B ノノ ノ／

14 ノノ 縄 文 一 沈 線 C ノノ ノノ

15 ノノ 縄 文 一 沈 線 B ノノ ノノ

第 2 88 図 1 ！ノ 縄 文 ， 沈 線 C ノ／ ノノ

2 ノノ 沈線 C 一 縄 文 ノノ E IV

3 ノノ 縄 文 ， 徴 隆 起 線 A ノノ ノ／

4 S I　 59 隆帯 A 一 縄 文 ノノ ノノ

5 ノノ 微 隆 起 線 A 一 縄 文 ノノ ノノ

6 ノノ 縄 文 一 沈 線 C ノノ ノノ

7 ノノ 微 隆 起 線 A － 縄 文 ノノ ノ／

E IV

8 ノ／ 縄 文 一 隆 帯 B ノノ

9 ノノ 縄 文 … 徴 隆 起 線 A Y

10 ノノ 微 隆起 線 A 一 縄 文 X ノノ

称 I

11 S I　 6 0 縄 文 ， 沈 線 B ノノ

12 ノ／
沈 線 B － 縄 文 ノノ

ノ／

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

リ

ノ／

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

「J」字状文

渦文

蕨手文，楕円文

大形渦文

変形楕円文

縄文一隆帯A一押圧

縄文一沈線B

沈線B－縄文

純文一沈線B

沈線B一縄文

縄文，沈線B

縄文…沈線B

微隆起線A一縄文

縄文一沈線B

微隆起線A一縄文

沈線A

縄文一隆沈文A

縄文一沈線C

縄文一微隆起線C

縄文一沈線B

ノノ

ノノ

／．／

ノ／

ノノ

／ノ

ノノ

／／

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

EIV

称I

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

EIII

EIII

ノノ

／／

ノノ

一一一486－－一一一一



図 版 番 号　 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出 土

位 置
時 期 備　　 考

第 28 9図 8

9

10

11

12

1 3

14

15

16

1 7

18

19

20

21

2 2

2 3

第 2 90 図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

12

13

14

S I　 6 2

ノ／

ノノ

ノ／ 蕨 手 文 ， 「U 」 字 状 文

縄 文 一 沈線 B ， 刺 突 文

無 文

微 隆 起 線 A －縄 文 一 沈 線 A

縄 文 一 磨 消 … 沈 線 B

Ⅹ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

／ノ

E IV

E III

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ 大 形 渦 文 縄 文 一 微 隆 起 線 B

ノ／

ノ／

変 形 渦 文

楕 円 文

縄 文 一 条 線 文 一 沈 線 C 一 磨 消

沈 線 C － 縄 文

ノノ 縄 文 ， 沈 線 B
ノノ ノノ

ノノ 磨 消 一 縄 文
ノノ ノノ

E IV

E IV

E IV

ノノ

E III

ノノ 条 線 文
ノノ

ノ／ 微 隆起 線 A 一 沈 線 A － 縄 文

縄 文

微 隆 起 線 A ～ 沈線 A …縄 文

ノノ

ノノ
ノノ

S I　 6 5
ノノ

ノノ 縄 文 ～ 沈 線 C
ノノ

ノノ ノ／　－　　 ノノ ノノ

ノノ 条 線 文

縄 文

ノノ

ノノ
ノノ

ノノ 縄 文 ， 沈 線 A
ノノ

ノ／ 沈 線 A 一 縄 文
ノ／

ノ／ 細 粒 縄 文
ノノ

S I　 6 6 縄 文 … 隆 沈 文 C
ノノ

Y

Ⅹ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

大 形 渦 文

大 形 渦 文

ノ／　－　　　 ノノ

沈 線 B － 縄 文

縄 文 ， 沈 線 B

ノ／

称 I

ノノ

ノノ 縄 文 一 隆 帯 B
ノノ E Hl

ノノ 縄 文 一 沈 線 B
ノノ ノノ

称 I

E H l

E III

！ノ

称 I

ノノ

E III

ノ／

ノ／ ノノ　－　　 ノノ ノノ

ノノ ノノ

楕 円文

逆 「U 」 字 状 文

変 形 渦 文

沈 線 B 一縄 文
ノノ

ノノ 縄 文 ～ 沈 線 B
ノノ

ノノ 縄 文 ， 沈 線 C － 円 形 刺 突文 ノノ

1 5 ノノ 沈 線 B 一 縄 文
ノノ

16 S I　 67 縄 文 一 沈 線 B
ノノ

17 ノノ 縄 文 一 微 隆 起 線 A
ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

／ノ

ノ／

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

18 ノノ 縄 文

縄 文 一 隆 沈 文 B19 ノノ

2 0

2 1

22

23

2 4

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

縄 文 一 微 隆 起 線 B

縄 文

縄 文 一 沈 線 B

縄 文

縄 文 一 沈 線 A

2 5 ノノ ノノ ノノ　－　　 ノノ

26 S I　 6 8 楕 円文

渦 文

縄 文 一 沈 線 C

第 2 91 図 1 ノノ 縄 文 ， 隆 沈 文 A
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図版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出 土

位 置
時 期 備　　 考

第 29 1 図 2 S I　 6 8 円文 縄 文 ， 沈 線 B
】

Ⅹ E III

3 ノノ 変 形 楕 円 文 縄 文 一 隆 帯 B ノ／ ノノ

4 ノ／ ノノ 縄 文 ， 沈 線 B ノ／ ノ／

5 ノ／ 逆 「U 」 字 状 文 ノ／ ，　 ノノ ノノ ノノ

6 ノノ 蕨 手 文 ， 逆 「U 」 字 状 文 純 文 一 沈 線 B ノノ ノノ

7 ノノ 蕨 手 文 ノノ　－　　 ノノ ノノ ノノ

8 ノ／ 大 形 渦 文 縄 文 … 隆 沈文 B ノノ ノノ

9 ノ／ ／ノ 〃　 －　　 ！！ ノノ ノ／

10 ノノ ノ／ 縄 文 一 微 隆起 線 C ノノ ノノ

11 ノ／ 〃

逆 「U 」 字 状 文

「J 」 字 状 文

楕 円文

縄 文 一 隆 沈文 B ， 沈 線 C ノノ ノ／

12 ノ／ 純 文 一 隆 帯 C ノノ ノノ

E III

E III

称

13 ／ノ 縄 文一 沈 線 B ノノ

14 ノノ 純 文 一 沈 線 C ノノ

15 ノ／ 縄 文 ノノ

16 ノノ 沈 線 B 一 縄 文 ノノ

17 ノノ 条 線 文 ノノ

18 ノ／ 沈 線 B … 縄 文 ノ／

19 ノノ 縄 文 ， 沈 線 B ノノ E III

第 2 92 図 1 S I　 7 0 縄 文 一 沈 線 B ， 磨 消 ／ノ ノノ

2 ノ／ ノノ 純 文 一 隆 沈文 B ノノ ノノ

称

3 ノ／
縄 文 ， 沈 線 B ノ／

4 ノノ 細 粒 縄 文 一 沈線 B ノ／

5 ノノ 縄 文 ， 微 隆起 線 A ノ／ E III

6 ノノ 条 線 文 ノノ

7 ノ／ ／／ ノノ

8 ノノ 縄 文 ノ／

9 ノノ 純 文 一 磨 消 一 沈 線 A ／ノ

10 S I　 72 縄 文 ， 沈 線 A ／ノ

「U」字状文

沈線B

縄文

縄文一沈線B

縄文

純文一沈線B

縄文

縄文一沈線B

細粒縄文一隆帯C

細粒純文一沈線B

縄文…沈線B

沈線A

縄文

ノノ

縄文一沈線B

ノノ　－　！／

／／

ノ／

ノノ

ノ／

ノ／

／／

ノ／

ノ／

ノノ

ノ／

ノノ

ノ／

ノ／

ノノ

ノノ

一一一一488－



図 版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出 土

位 置
時 期 備　　 考

第 2 93 図 6

7

8

9

10

S I　 74
I

円 文

「Y 」 字 状 文

逆 「U 」 字 状 文

「U 」 字 状 文

縄 文 一 沈線 B Ⅹ

E IV 橋 状 把 手

小 突 起

ノノ 縄 文 ノノ

S I　 75 微 隆 起 線 A ノ／

ノノ 微 隆 起 線 A … 縄 文 一 微 隆 起 線 B
ノノ ノノ

ノノ 縄 文 一 微 隆 起 線 A
ノノ ノノ

E IV

1 1 ノノ 無 文 ノノ

12 ノ／ 縄 文 一 微 隆起 線 A ノノ

13 ノノ 微 隆 起 線 A 一縄 文
ノ／ ノ／

14 〃 ノノ　　　　 －　 ノノ ノ／ ノノ

15 ノノ 微 隆 起 線 A 一 緒 文 一 沈 線 B
ノノ ノ／

16 ノノ 微 隆 起 線 A － 縄 文 〃 ノノ

17 ノ／ 縄 文 … 微 隆 起 線 A
ノノ ノノ

E IV

18 ノ／ 縄 文 一 沈線 B
ノノ

19 ノノ 羽 状 縄 文 一 磨 消 一 沈線 B
ノノ

20 ノ／ 微 隆 起 線 A －縄 文 ノノ ノノ

21 ノ／ ノノ　　　　 －　 ノ／ ノノ ノノ

2 2 ノ／ 微 隆 起 線 A … 純 文 一 沈 線 A － 磨 消 ノ／ ノノ

2 3 ノノ 微 隆 起 線 A － 縄 文
ノノ ノノ

第 294 図 1 S I　 7 7 縄 文 一 隆 沈 文 B ノノ E III

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

ノ／

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

リ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

〝

ノノ

逆「U」字状文

「Y」字状文

渦文

ノ／

細粒縄文一沈線B

縄文一沈線B，C

縄文…沈線B

縄文

ノノ

沈線A一縄文

縄文

沈線A－縄文

縄文，微隆起線C

縄文一沈線A

縄文一沈線B

ノ／－　ノノ

微隆起線A一縄文，円列点文

縄文一沈線B

ノノ　－　　ノノ

ノ／　－　　ノ／

沈線B

条線文

縄文

ノ／

細粒縄文，沈線B

縄文一沈線B

縄文一沈線A，B，C

縄文…沈線B

一一489－

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

／ノ

ノノ

ノ／

ノノ

′／1

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

〝

′／／

ノノ

ノ／

称

EII】

称

EIII

EIV

称

ノ／

EIV



図版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出 土

位 置
時 期 備　　 考

第 29 4 図 2 6 S I　 8 0

逆 「U 」 字 状 文

「U 」字 状 文

逆 「U 」 字 状 文

縄 文 Ⅹ

E III

2 7 ノノ 条 線 文 ノノ

2 8 ノノ 縄 文 ノノ

2 9 ノ／ ノ／ ノノ

3 0 S I　 8 1 縄 文 一 沈 線 A ノノ

第 2 95 図 1 ノノ 縄 文 一 沈 線 B ， 楕 円刺 突 文 ノノ ノノ

2 ノノ 縄 文 一 沈 線 A ノノ 安 I

E III

3 ノ／ 条 線 文 ノノ

4 ノ／ ノ／ ノノ

5 ノノ 縄 文 一 条 線 文 〃

6 ノ／ 縄 文 一 沈 線 B ノノ

7 S I　 85 ノ／　－　 ／ノ ノノ

8 ノ／ 縄 文 一 沈 線 B ， 盲 孔 ノノ

9 ノ／ 縄 文 ノノ

10 ノノ ノ／ ノノ

1 1 S I　 87 沈 線 B ノノ

12 ノ／ 徴 隆 起 線 A …縄 文 ノノ E IV

E IV

E IV

13 ノ／ 縄 文 一 沈線 B ノノ

14 ノ／ ノノ　－　　 ノノ ノノ

15 ノノ 縄 文 ， 沈 線 B ノノ

16 S I　 8 9 縄 文 … 沈 線 B ノ／

17 ノノ 沈 線 A － 縄 文 ノノ

18 S I　 90 無 文 ノノ

19 ノノ 微 隆 起 線 A － 縄 文 ノ／

2 0 〃 縄 文 一 微 隆 起 線 A ノ！ ノノ

2 1 ／／ 縄 文 一 沈 線 A ノノ ノノ

2 2 ノノ 縄 文 一 微 隆 起 線 C ノノ ノノ

2 3 ノノ 徴 隆 起 線 A － 縄 文 ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノ／

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

変形渦文

純文一沈線B

／／　一－　　／／

縄文

ノノ

縄文一沈線B，円列点文

純文一沈線B一円列点文

純文一磨消一沈線A

縄文一沈線B

ノノ　－　　ノ／

縄文一沈線B

／ノ　－　／ノ

沈線B一縄文

縄文

隆帯A－縄文

微隆起線A

ノ／

／／

ノノ

ノ／

ノ／

ノノ

ノノ

／J

Y

X

ノ／

ノ／

ノノ

ノノ

Y

称I

ノノ

EIV

一一Il一一490一一一一一



図版 番 号

遺　 構　 文　 様 ！ 作 出 方 法
出 土

位 置
時 期　 備　　 考

第 29 6 図 7

8

9

10

S I　 93

「U 」 字 状 文

「U 」 字状 文

変 形 渦 文

逆 「U 」 字 状 文

変 形 渦 文

円 文， 楕 円 文

縄 文 一 微 隆 起 線 B Ⅹ

E IV

ノノ 縄 文
ノノ

S I　 9 4 条 線 文
ノ／

／ノ 微 隆 起 線 A 一 沈線 A 一縄 文 ノノ

11 ノノ 徴 隆 起 線 A － 縄 文 ノノ ノノ

12 ノノ 微 隆 起 線 A 一 沈 線 A 一 縄 文
ノノ ノ／

加 B I

1 3 ノノ 縄 文
ノノ

14 ノノ 縄 文 一 沈 線 B ノノ

15 ノ／ 縄 文 … 沈線 B ノノ

16 〃 微 隆 起 線 A －縄 文
ノノ

17 S I　 9 5 隆 帯 押 圧 文 一 縄 文
ノノ

18 ノノ 隆 帯 A … 沈 線 A 一 縄 文 ノ／ E IV

1 9 ノノ 微 隆起 線 A － 縄 文 ノノ ノ／

E III

2 0 ノノ 縄 文 ， 沈 線 B ノノ

2 1 ノノ ノノ ，　 ノノ ノノ

22 ノ／ ノ／ ，　 ノノ ノノ

23 ノノ 条 線 文 ノ／

第 29 7 図 1 ノノ 隆 帯 A 一 縄 文 ノノ

2 S I　 9 7 純 文 一 沈 線 C
ノノ

ノノ

ノ／

ノ／

ノノ

リ

ノ／

〝

ノノ

ノノ

／．／

ノノ

ノノ

ノノ

〃

ノノ

ノ／

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

「J」字状文

蕨手文，逆「U」字状文

「U」字状文

縄文

渦文

「H」字状文

「Y」字状文

沈線B一縄文

沈線A－縄文

条線文

微隆起線A

純文一沈線A，B

縄文一微隆起線C

縄文…沈線B

／／　－－　　／1

条線文

縄文一沈線A，B

縄文，隆帯A，沈線A

縄文，沈線B

条線文

微隆起線A－縄文一磨消一沈線B

徴隆起線A

純文一沈線B

ノノ　－　ノ／

沈線B

微隆起線A－縄文

微隆起線A…沈線A一縄文一一磨消

隆帯A一縄文

微隆起線A一縄文

ノノ　　　　－　ノノ

ノノ　　　　－　ノ／

ノノ

ノ／

ノ／

ノノ

／ノ

Y

X

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

り

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

堀H

EIV

EIV

EII

EII

EIV

ノ／

ノノ

！・J

ノノ

ノノ

－1一一一一一491－、一一一一一一一



図 版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出 土

位 置
時 期 備　　 考

第 29 8 図 11 S I　 99 「H 」 字 状 文

「J 」 字 状 文

変 形 渦 文

微 隆 起 線 A … 縄 文 Ⅹ E IV 小 突 起

第 29 9 図 1 S I lO l 沈線 C － 縄 文 ノノ E III

称

2 ノノ 微 隆 起 線 A 一 条 線 文 ノノ

3 ／ノ 微 隆起 線 A － 縄 文 ノ／

4 ノ／ 条 線 文 ノノ

5 S I lO2 縄 文 ， 沈 線 B ノノ

6 ノノ 縄 文 一 沈 線 B ノノ

7 ノノ 〃　 －　　 〃 ／ノ

8 ノノ
純 文 一 沈 線 B － 磨 消 ノ／ ノノ

9 ノノ
縄 文 一 沈 線 B ノ／ ／ノ

称

10 ノノ 条 線 文 ノノ

11 ノノ 縄 文 一 沈 線 B ／／

12 ノノ ノ／

変形 渦 文

ノノ　－　　 ノノ ノノ ノノ

E IV

13 ノ／ 〃　 －　　 ノ！ 〃

14 S I lO3 縄 文 ， 沈 線 B ノ／

15 ノノ 細 粒 縄 文 ， 沈 線 B ノノ

16 ノ／ 純 文 一 沈 線 B ノ／

17 ノノ 渦文 ノノ　－　 ／ノ ノノ ノノ

18 ノ／ 変形 渦 文 ノノ　－　 ／ノ ノノ ノ／

19 ノノ ノ／ ノ／　－　　 ノノ ノ／ ノ／

2 0 S I lO4 縄 文 ／ノ ノノ

2 1 ノ／ 無 文 ノノ

2 2 ノ／ 縄 文 ノ／

2 3 ノノ 縄 文 ， 沈 線 B ノノ

第 30 0図 1 S I lO5 縄 文 ノノ

2 ノノ 縄 文 ， 沈 線 B ／ノ

3 ／ノ ／ノ ，　 ノ／ ノノ

4 ノノ ノノ ，　 〃 ノノ

ー492－



図 版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出 土

位 置
時 期 備　　 考

第 3 00 図 20 S I llO

変 形 渦 文

渦 文

縄 文 一 沈 線 B ， 円 列 点 文 Ⅹ 称

2 1 ノノ 微 隆 起 線 A ノノ E IV

E IV

第 3 01 図 1 S I l ll 縄 文 ， 沈 線 B ノノ

2 ノ／ ノ／ ，　 ノ／ ノノ

3 ノノ 純 文 一 沈 線 B ノ／

4 ノ／ 微 隆起 線 A 一 条 線 文 ノノ

5 ノ／ 縄 文 一 沈 線 B
〃

6 S I l 12 縄 文 ， 沈 線 C ノノ

7 ノノ 隆 帯 A … 円 列 点 文 ノノ

8 ノ／ 隆 帯 A 一 条 線 文 ノノ

9 ノノ 縄 文 ノノ

10 ノ／ 条 線 文 ノノ

11 ノ／ 縄 文 … 沈 線 B ノ／

12 ノノ ノ／　－　　 ノ／ Y

13 ノ／ 縄 文 ， 沈 線 B ノノ

1 4 S I 11 3 縄 文 一 沈 線 B Ⅹ

1 5 ノノ ノノ　－　　 ノ／ ノノ

16 ノノ ノノ　－　　 ノノ ノ／

17 ノノ 微 隆 起 線 A … 沈 線 A － 細 粒 縄 文 ノノ

逆「U」字状文

「Y」字状文

「U」字状文

変形渦文

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

／ノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

「Y」字状文

大形渦文

大形渦文

条線文

微隆起線A一縄文一沈線B，円列点文

純文一沈線B

微隆起線A一縄文，円列点文

微隆起線A…縄文

ノ／　　　－　ノ／

ノノ　　　　－　ノ／

縄文一沈線B

縄文，沈線B

縄文…沈線B

ノノ　－　　ノノ

縄文

ノ／

微隆起線B…沈線B一縄文

沈線B…縄文

条線文

縄文一沈線B

ノ／　一一　　ノ／

縄文

縄文一沈線B

縄文，沈線B

隆帯A一条線文

縄文

微隆起線A一円列点文

リ

ノノ

ノノ

ノリ

ノ／／

ノノ

ノノ

〝

ノノ

Y

X

ノノ

〝

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

〝

ノ／

〝

ノ／

ノ／

リ

ノノ

EIV

EIV

／ノ

ノノ

／ノ

EIII

称

安I

EIV

舌状突起

一一一一一493



図版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出 土

位 置
時 期 備　　 考

第 30 2 図 9 S I l18 大 形 渦 文

大 形 渦 文

楕 円文

変 形 楕 円 文

「Y 」 字 状 文

縄 文 一 沈線 B Ⅹ

E III

舌状 突起

10 S I l19 沈線 B Y

1 1 ノ／ 縄 文 … 沈線 B Ⅹ

12 ノノ 縄 文 ノノ

13 ノノ ノノ ノノ

14 ノノ 縄 文 一 沈線 B 〃

15 S I 120 沈 線 B － 爪 形 刺 突 文 ノノ

16 ノ／ 縄 文 ， 沈線 A ノノ ノノ

17 ノノ 純 文 一 沈線 B ノノ ノノ

18 ノノ 徴 隆 起 線 A 一縄 文 一 円 列 点 文 ノノ E IV

19 〃 微 隆 起 線 A 一 円 列 点 文 ノノ ／ノ

20 ／ノ 徴 隆 起 線 A －縄 文 ノノ ノノ

21 ノノ 縄 文 ， 沈 線 B ノノ E III

E III

E IV

22 S I 12 1 縄 文 ノノ

23 ノノ 縄 文 一 沈 線 C ノノ

2 4 ノノ 縄 文 ノノ

2 5 ノノ 縄 文 … 沈 線 C ノノ

2 6 ノノ 縄 文 一 微 隆 起 線 A ノノ

第 30 3 図 1 ／ノ 縄 文 一 沈 線 C ノノ

2 ノ！ 隆 帯 A － 縄 文 ノノ

3 ノノ 純 文 一 微 隆 起 線 A ／／

4 ノノ 縄 文 一 隆 帯 A ！／ E IV

5 ノノ 縄 文 一 微 隆 起 線 A ノノ ノノ

6 ノノ 徴 隆 起 線 A － 縄 文 ／／ ノ／

7 ノノ 逆 「U 」 字 状 文 縄 文 一 微 隆 起 線 B ノノ E lll

8 ノノ 大 形 渦 文 縄 文 一 徹 隆 起 線 B ノ／ ノノ

9 ／／ 純 文 一 沈 線 B 一 磨 消 ノノ ノ／

10 ノ／ 微 隆 起 線 A － 縄 文 ノ／ E IV

ノノ

ノ／

ノノ

／／

ノ／

ノ／

ノノ

ノ／

ノ／

ノ／

ノノ

／ノ

変形渦文

縄文一沈線C

縄文…沈線B，C

羽状縄文

縄文一隆帯B

条線文

縄文

縄文一沈線C

縄文一隆帯A－押圧文

縄文一沈線C

縄文

ノ／

条線文一沈線C

微隆起線A一縄文

縄文

縄文一沈線B一円形刺突文

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

Y

X

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

EII

ノノ

ノ／

ノノ

EIII

加BI

EIII

一一一一一一一494－－－－－－－－ll



図版番号
i遺　 構

文　　　　　様 作　　出　　方　　法
橿 巨寺期i備 考

第 3 04 図 10

1 1

12

13

1 4

15

16

17

18

19

2 0

2 1

22

2 3

2 4

25

26

第 3 05 図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

S I 12 4 変 形 渦 文 縄 文 一 沈 線 B
l
X

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノ／

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

E IV

ノノ

ノ／

E IV

ノノ 小 突 起

ノ／

ノノ

ノノ

ノ／

S I 125

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

「I 」 字 状 文 ， 変 形 渦 文

「Y 」字 状 文

「H 」 字 状 文

「8 」 字 状 貼 付 文

「U 」 字 状 ， 逆 「U 」 字 状 文

蕨 手 文 ， 楕 円文

ノノ　－　　 ノノ

縄 文 － 沈 線 C

ノノ　－　　 ノノ

微 隆起 線 A ， 縄 文

微 隆起 線 A － 沈 線 － 縄 文

縄 文

結 節 縄 文

縄 文 － 沈 線 B

沈 線 B － 縄 文

ノノ 縄 文 一 沈 線 B
ノノ

ノノ 沈 栃は主づ縄 文

縄 文

微 隆 起 線 A － 縄 文

ノノ

ノノ
ノノ

S I 1 26
ノノ

ノノ ノ／　　　 －　 ノノ ノノ

ノ／ ノノ　　　　 －　 ノノ ノノ ノノ

ノノ ノ／　　　 －　 ノノ ノノ ノ／

ノノ ノノ　　　 －　 ノノ ノノ ノノ

ノノ ノノ　　　　 －　 ノノ ノノ ノノ

S I 12 7 微 隆 起 線 A 一 円列 点 文
ノノ ノ／

／ノ 隆帯 B
ノノ ノノ

ノノ 微 隆起 線 A 一 円 列 点 文
ノノ ノ／

ノノ 縄 文 ， 沈 線 A
ノノ ノ／

E III

ノノ 縄 文 一 沈 線 B 一磨 消
ノノ

ノノ 縄 文 一 条 線 文
ノ／

S I 12 8 縄 文 一 沈 線 B － 磨 消
ノノ

ノ／ 純 文 一 沈線 C
ノ／ ノノ

ノノ 円 文 ， 楕 円文

蕨 手 文

縄 文 一隆 帯 C
ノノ ノノ

ノ／ 縄 文 一 沈 線 C
ノ／ ノノ

ノノ 純 文 一 沈 線 B
ノノ ノノ

ノ／ ノ／ ノ／　－　　 ノノ ノ／ ノ／

ノノ

E III

E III

ノ／

ノノ

E III

E III

15 ノノ ノ／

波状 文

運 「U 」 字 状 文

縄 文 ， 沈 線 C ， 円列 点 文 ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

16 ノノ 隆 帯 A 一 縄 文

17 ノノ 縄 文 … 沈 線 C ， 竹 管 刺 突 文

条 線 文

縄 文 一 隆 帯 C

18 ノノ

19 ノ／

20 ノ／ 縄 文 一 隆 沈 文 B

第 3 06 図 1

2

3

4

5

6

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

S I 1 29

ノノ 縄 文 一 沈 線 B

ノノ　ー　　 ノノ

条 線 文

縄 文 一 沈 線 B

縄 文

ノノ

一一一一495　－一一一一



図 版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出 土

位 置
時 期 備　　 考

第 3 06 図 7
l
S I 129 「U 」 字 状 文 縄 文 一 沈 線 B Ⅹ

E III

小 突 起

8 ノノ 大 形 渦 文 縄 文 一 隆 帯 A ノノ

9 ノノ 楕 円 文

渦文

渦 文

縄 文 一 隆 帯 C ノノ ノ／

E III

10 ノノ 条 線 文 〃

11 ノ／ 縄 文 一 沈線 C ノノ

12 S I 13 0 縄 文 一 隆 沈 文 C ノノ

13 ／ノ 縄 文 一 沈線 C ノノ ノ／

14 ノ／ 縄 文 一 微 隆 起線 A ／ノ ノノ

15 ノノ ノノ

「U 」 字 状 文

「Y 」 字 状 文

縄 文 一 隆帯 C ノ／ ノ／

1 6 S I 13 1 縄 文 一 隆 帯 A ノノ ノノ

E IV

1 7 ノ／ 無 文 ノ／

18 ノノ 微 隆 起 線 A 一縄 文 ノノ

19 ノ／ ノノ　　　　 －　 ノノ ノノ ノノ

20 ノノ 縄 文 ， 隆 帯 A ノ／ ／／

2 1 ノ／ 縄 文 一 沈 線 B ノノ E III

E IV

22 ノ／ 微 隆 起 線 B 一 縄 文 ノノ

23 ノノ 縄 文 一 隆 帯 B ／ノ

第 3 07 図 1 S 壬　 13 2 縄 文 一 沈 線 B ノ／

2 ノノ 縄 文 ノ／

3 ノノ 微 隆 起 線 A － 縄 文 ノ／

4 ノ／ ノ／　　　 －　 ノ／ ノ／ ノ／

5 ノ／ 縄 文 一 沈 線 B ノノ E III

6 ノ／ 縄 文 ， 沈 線 B ／ノ ノノ

7 ノ／ 縄 文 一 沈 線 B ノ／ ノノ

8 S I 1 33 微 隆 起 線 A － 沈 線 A 一 縄 文 ノノ E IV

9 ノ／ 微 隆起 線 A － 縄 文 一 円列 点 文 ノノ ノノ

10 ノノ 微 隆起 線 A 一 縄 文 ノ／ ノ／

11 ノノ ノ／　　　 －　 ノノ ノ／ ノ／ ノノ

12 ノノ ノノ ノノ　　　　 －　 ノノ ／ノ ノ／ 舌 状 突 起

橋 状 把 手

橋 状 把 手

1 3 ノノ 逆 「U 」 字 状 文 縄 文 ，微 隆 起 線 A ノ／ ／ノ

1 4 ノ／ 「Y 」 字 状 文

変 形 大 形 渦 文

微 隆 起 線 A － 縄 文 ノ／ ノ／

1 5 ノ／ ノノ　　　　 －　 ノノ ノノ ノノ

16 ノノ ノ／　　　 －　 ノ／ ノノ ノノ

1 7 ノノ ノノ　　　　 －　 ノノ ノ／ ／ノ

第3 08 図 1 ノノ ノノ　　　　 －　 ノ／ ノノ ノ／

E IV

2 S I 134 縄 文 ノ／

3 ノノ 微 隆 起 線 A 一縄 文 一 円 列 点 文 ノノ

4 ノ／ 微 隆 起 線 A 一 縄 文 ノ／ ノノ

E IV

5 ノノ 縄 文 一 沈 線 B ノノ

6 ノ／ 条 線 文 ノノ

7 ノノ 微 隆 起 線 A 一 縄 文 ノ／

8 ノノ ノ／　　　 －　 ノ／ ノ／ ノ／

9 S I 135 ノノ　　　　 －　 ノノ ノノ ノ／
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図 版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様

！ 作 出 方 法　 霊

時 期 備　　 考

第 308 図 10

11

1 2

13

14

15

16

17

18

第 3 09 図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1 3

14

15

S I 13 5

「Y 」 字 状 文

「Y 」 字 状 文

「Y 」 字 状 文

隆 沈 文 A 一 縄 文　　　　　　　　　　　　　 Ⅹ

ノノ 微 隆起 線 A 一 縄 文　　　　　　　　　　　　 ノノ E IV

ノノ 微 隆起 線 A － 羽 状 縄 文　　　　　　　　　 〃
ノノ

ノノ 条 線 文　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ／

ノノ 縄 文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノノ

E IV

E IV

S 王　 1 36 微 隆 起 線 A － 縄 文 ， 円 列 点 文　　　　　　　 ノ／

ノノ 縄 文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノノ

ノノ 微 隆 起 線 A 一 沈 線 B － 縄 文　　　　　　　　 ノノ

ノ／ 微 隆起 線 A 一 縄 文　　　　　　　　　　　　 ノノ ノノ

E III

E III

E III

E III

ノノ 縄 文 ， 隆 帯 A
ノノ

ノ／ 微 隆 起 線 B 一 条 線 文　　　　　　　　　　　 ノノ

S I 13 7 縄 文 一 沈 線 A　　　　　　　　　　　　　　　 ノノ

ノ／ 微 隆 起 線 A 一 縄 文　　　　　　　　　　　　 〝

ノノ 微 隆 起 線 A － 縄 文 一 沈 線 A 一磨 消　　　　 ノノ

ノノ 縄 文 一 沈 線 C　　　　　　　　　　　　　　　 ノ／

ノノ 微 隆起 線 A 一 縄 文 ノ／

ノノ ノノ　　　 ー　 ノ／　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノノ

ノノ 縄 文 ， 微 隆起 線 A ノノ

ノノ 微 隆 起 線 A 一縄 文
ノ／

ノノ ノ／　　 －　 ノ／　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノノ

S I 138 楕 円文 沈 線 B － 縄 文　　　　　　　　　　　　　　 ノノ

ノノ 渦 文

「Y 」 字 状 文

沈 線 B ， 縄 文　　　　　　　　　　　　　　 ノノ

ノノ 縄 文 ， 沈 線 A　　　　　　　　　　　　　　 ノノ

S I 13 9 沈 線 B －縄 文　　　　　　　　　　　　　　　 ノノ

16 ノ／ 条 線 文 一微 隆 起 線 A　　　　　　　　　　　 ノノ

17 ノ／ 条 線 文　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノノ

18 ノノ 微 隆 起 線 A － 縄 文 一 円 列 点 文 ノノ

1 9 ノノ 縄 文 ， 沈 線 B
ノ／

20 ノ／ 縄 文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノノ

2 1 ノノ 微 隆起 線 A … 縄 文　　　　　　　　　　　　 ノノ

22 S I 14 0 円 文 ， 楕 円 文

蕨 手 文 ， 変 形 楕 円文

縄 文 ， 隆帯 A　　　　　　　　　　　　　　 ノノ

2 3 ノノ 縄 文

縄 文 一 沈 線 C

〃

2 4 S I 14 1
ノノ

第 31 0図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ノノ 変 形 楕 円 文 ， 渦 文 〃　 －　　 ノノ ノノ ノノ

ノ／ 蕨 手 文 ， 楕 円 文 縄 文 一 沈 線 B　　　　　　　　　　　　　　　 ノ／ ノノ

ノノ 渦 文

変 形 楕 円 文 ， 大 形 渦 文

縄 文 一 隆 沈 文 A ， C　　　　　　　　　　　 ノノ
ノ／

E III

ノノ 条 線 文

縄 文 一 隆 帯 B － 沈 線 B

Y

ノノ Ⅹ

ノノ 変形 楕 円 文 縄 文 一 隆 帯 C ノノ ノ／

ノノ 逆 「U 」字 状 文 縄 文 一 隆 帯 C 一 沈 線 B　　　　　　　　　　 ノ／ ノ／

ノ／ 変 形 楕 円文 縄 文 一 隆 帯 A 一 条 線 文
ノ／ ノ／

ノ／ 渦 文 縄 文 一 隆 帯 A 一 沈 線 B ノノ ノ！

ノ／ 縄 文 一 沈 線 C　　　　　　　　　　　　　　　 ノノ ノ／
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図 版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出 土

位 置
時 期 備　　 考

第 3 10図 1 1 S I 14 1 楕 円 文

渦 文

縄 文 一 隆帯 C Ⅹ E III

E III

E IV

12 ノノ 縄 文 ， 隆帯 A ノノ

13 ノ／ 縄 文 ノ／

14 S I 144 純 文 一 沈線 C ノ／

15 ノノ 細 粒 縄 文 ， 沈線 B ノノ

16 ノノ 沈 線 A 一 縄 文 ノノ

17 ノノ 縄 文 一 隆 帯 A ノ／

第 3 11 図 1 S I 145 「H 」字 状 文

渦 文

縄 文 一 徹 隆 起 線 A ， B ノ／

2 ノノ 縄 文 ノノ

3 ／ノ 微 隆 起 線 A － 縄 文 ノノ

4 S I 146 縄 文 一 円列 点 文 ノノ

5 ノノ 縄 文 ノノ

6 ノノ 微 隆 起 線 A … 縄 文 ノノ ノノ

E IV

E IV

7 S I 1 47 縄 文 一 沈 線 A 一 円列 点文 ノノ

8 ノノ 縄 文 ， 沈 線 B ノ／

9 ノノ 純 文 一 隆 帯 A ノノ

1 0 ノノ 条 線 文 ノノ

1 1 ノノ ノノ ノノ

1 2 ノノ 縄 文 ノノ

13 ノノ 微 隆起 線 A － 縄 文 ／ノ

14 ノノ 縄 文 ノノ

15 S I 1 49 微 隆起 線 A － 縄 文 ノノ

16 ノノ 沈線 B 一縄 文 ノノ

17 ノノ 沈線 B …細 粒 縄 文 Y

18 ノノ 縄 文 一 沈線 B Ⅹ

19 S I 15 0 隆帯 A …縄 文 ノノ

20 ノノ 微 隆 起 線 A 一縄 文 ノ／

21 ノノ 縄 文 ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

／・J

ノノ

ノ／

／・／

「J」字状文

ノノ

錆状文

「J」字状文

条線文

ノノ

縄文

縄文，沈線A

縄文一沈線B

縄文，沈線B

縄文一沈線B

ノ／　－　　ノノ

条線文

沈線A－縄文

縄文，沈線B

縄文

沈線A一縄文

隆帯A一条線文

微隆起線A一縄文

ノノ

ノノ

〝

ノノ

〝

ノ／

ノノ

リ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

称I

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

EIII

EIV

一一一498－一一1



図版 番号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法 出ヤ

位

孟 時期
備　　 考

第312図1

15

16

第31 3図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1 3

14

15

第314図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

12

13

14

15

16

1 7

18

19

2 0

2 1

4　　 SI 154 逆 「U 」字状 文 微 隆起 線A －縄文 Ⅹ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

Y

X

ノノ

ノノ

Y

ノノ

ノノ

Ⅹ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

E I

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

称

E III

ノ！

E H I

Ⅴ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

SI 15 5

ノノ

／ノ

SI 156

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

SI 1 5 7

ノノ

ノノ

ノノ

SI 15 8

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

S I 1 5 9

ノノ

ノ／

S I 1 6 0

ノノ

「Y 」字状文

変形楕 円文

渦文

楕円文

ノノ　　　 －　 ノノ

ノノ　　　　－　 ノノ

ノノ　　　　－　 ノノ

ノノ　　　　－　 ノノ

無文

条線文

ノ／

縄 文－沈線 C

沈線 A －縄 文

縄文，沈線 B

条線文

ノノ

縄文

縄文－隆帯 B

縄文－沈線 A

細 粒縄 文

縄文 －徴 隆起 線A

無文

縄文－沈線 B

ノノ　－　　 ノノ

縄文

ノノ

縄文－沈線 C

無文

条線文

縄文－隆帯 A

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

大形渦文

縄文一沈線 B ， C

縄 文一沈線 B

縄 文一沈線 B －磨消

ノノ ノノ 縄文一隆帯 B 〃 ノノ

小突起
S I 16 1 「Y 」字状文

楕 円文

微隆起線 A 一 沈線 A －縄文 一円列点文 ノノ E IV

ノ／ 微 隆起線A －沈線 A －縄文
ノノ ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

SI 1 62

縄文 ，微 隆起線 A ， 沈線 B

縄文

微隆起線 A 一縄 文

縄 文，条線文

沈線 A 一縄文

沈線 B －縄 文

ノノ

Y

ノノ

X

Y

X

ノノ

E IV

E IV

E III
22 ノ／ 縄文一隆沈文 C ノノ

23 ノノ　　　　　　 ／変形楕 円文

～

縄 文一沈線 C
ノノ

24 ノノ ノノ　－　　 ノノ ノ／

25 ノノ 光線 B 一縄 文
〃

－　499　－－



図 版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出 土

位 置
時 期 備　　 考

第3 15 図 1 S I 16 2 大 形 渦 文 縄 文 一 沈 線 B Ⅹ E III

E lll

2 S I 16 3 変 形 楕 円文 沈 線 A ノノ

3 ノノ
逆 「U 」 字 状 文

大 形 渦 文

大 形 滴 文

逆 「U 」 字 状 文

「H 」字 状 文

楕 円 文

沈 線 B ノノ

4 ノ／
縄 文 一 沈 線 B ノノ

5 ノノ
縄 文 一 隆 沈 文 A ノノ ノノ

6 S I 1 64 縄 文 一 隆帯 B ノノ ノノ

E III

7 ノノ
条 線 文 ノ／

8 ノノ
沈 線 C － 縄 文 ノノ

9 ノ／
純 文 一 隆 沈 文 C ノノ

10 ノノ
縄 文 一 微 隆 起 線 A ノノ

1 1 ノ／
縄 文 一 隆 帯 A ノノ ノノ

12 ノノ
純 文 一 沈 線 C ノノ ノ／

13 ノノ
縄 文 一 沈 線 B ノノ ノノ

14 ノ／
純 文 一 磨 消 … 沈 線 B ノノ

1 5 S I 16 5
徴 隆 起 線 A －縄 文 ノノ

1 6 ノノ
！ノ　　　　 －　 ノ！ ノノ

1 7 ノ／
純 文 一 隆帯 A ノノ

18 ノノ
微 隆起 線 A ノ／

19 ／／
微 隆起 線 A －縄 文 ノノ

2 0 ノノ
ノノ　　　 －　 ノノ ノノ

2 1 S I 1 66 無 文

縄 文 一 隆 帯 A

ノノ

2 2 ノ／
ノ／

23 ノノ
微 隆 起 線 A 一 縄 文 ノノ

24 ノノ
沈 線 A － 縄 文 ノノ

25 ノノ
微 隆 起 線 A 一 縄 文 ノノ

26 S I 16 7
純 文 一 沈 線 C ノノ

27 ノ！
縄 文 一 隆 沈 文 C ノノ

28 ノ／ ノ／ 〃　 －　　 〃 ノノ

ノ／

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノ・J

ノノ

ノノ

／′l

ノノ

／7

日

大形渦文

純文一微隆起線C

縄文

縄文一隆帯A

沈線B一縄文

縄文一隆沈文C

純文一沈線C

縄文一沈線A

縄文

縄文一隆帯A，C

微隆起線A…縄文

〃　　　　　一一一　／！

条線文

縄文一沈線C

沈線C一縄文

隆帯A，沈線B

一一一一一一一一500　－…一一一

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノ／

ノ／

ノノ

ノ／

ノ／

／ノ

〃

ノノ

EIII

EIII

／ノ

ノノ



図版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出 土

位 置
時 期 備　　 考

第 3 16 図 15

16

17

1 8

1 9

20

21

2 2

2 3

24

25

26

27

2 8

第 3 17図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

1 2

1 3

14

S I 17 1

ノノ

ノノ

S I 1 72

ノノ

ノノ

渦 文

運 「U 」 字 状 文

運 「U 」 字 状 文

大 形 渦 文

円文

「Y 」 字 状 文

「U 」 字 状 文

沈 線 B － 細 粒 縄 文

沈 線 B 一 縄 文

ノノ　　 ～　 ノ／

縄 文 ， 沈 線 C

縄 文 ， 沈線 B

無 文

Ⅹ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

E I

E I

E I

ノノ

E II

E ll

E IV

ノノ

ノノ 縄 文 一 沈 線 B
ノノ

ノノ 縄 文 一 沈 線 C
ノノ

S I 17 3 沈線 B 一 条 線 文
ノノ

ノノ 条 線 文

縄 文

ノノ

ノ！ ノノ

ノノ ノノ ノノ

ノノ 純 文 一 隆 帯 C － 沈 線 B ノノ

ノノ 条 線 文
ノノ

S I 17 4 純 文 一 沈 線 B
ノ／

ノノ 微 隆起 線 A
ノノ

ノノ 縄 文 ， 沈線 B
ノ／

ノノ 縄 文 一 沈 線 B ノノ

ノノ 微 隆 起 線 A ノノ

S I 17 5 縄 文 一 隆 帯 A
ノ／

ノ／ 微 隆起 線 A … 縄 文
〃 ノノ

ノノ ノノ　　　　 －　 ノ／ ノノ ノノ

ノノ ノノ　　　　 －　 ノノ ノノ ノノ

ノノ ノノ　　　　 －　 ノノ ノノ ノノ

E IV

ノ／ 純 文 一 沈 線 C
ノノ

ノノ 微 隆 起 線 A … 縄 文
ノ／

S I 17 6 沈線 B － 縄 文 ノノ E III

E III

ノノ 縄 文 一 隆帯 A
ノノ

15 ノノ 隆 帯 C 一 組 文 一 沈 線 C
ノ／

16 ノノ 縄 文 一 沈 線 B
〃 ノ／

1 7 S I 1 77 微 隆 起 線 A － 縄 文 一 円列 点 文 ノノ E IV

18 ノノ 微 隆起 線 A 一 縄 文 ノノ ノノ

19 ノノ ノ／　　　 －　 ノノ ノノ ノ／

E III

E III

20 ノノ 縄 文
ノノ

2 1 ノノ 条 線 文
ノ／

2 2 ノノ ノノ ノノ

2 3 S I 1 78 縄 文 一 沈 線 C
ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

〃

ノノ

ノ／

24 ノノ 縄 文

25 ノノ 縄 文 一 沈 線 C

第 3 18 図 1

2

3

4

ノノ

ノノ

S I 179

ノノ

沈 線 A －縄 文

条 線 文

縄 文 一 沈 線 B

条 線 文

501－　－



図 版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出 土

位 置
時 期 備　　 考

第3 18 図 5 S I 1 79

「U 」 字 状 文

大 形 渦 文

縄 文 … 沈 線 B Ⅹ

E lll

E III

舌状 突起

穿 孔

6 ノノ
縄 文 ， 沈 線 B ノノ

7 S I 18 0 縄 文 … 沈 線 C ノ／

8 ノノ
隆帯 B 一 縄 文 一 微 隆 起 線 Å ノノ

9 〃 弧 状 文

「Y 」 字 状 文

大 形 渦 文

逆 「U 」 字状 文

渦 文

「Y 」 字 状 文

沈 線 B … 縄 文 ！，！ ノノ

10 ノ／
隆 帯 B 一 緒 文 一 爪 形 刺 突 文 ノノ ノ／

E IV

1 1 〃
条 線 文 ノノ

12 ノノ
縄 文 … 徴 隆 起 線 A ノノ

13 ノノ
隆 帯 B … 徴 隆 起 線 A …縄 文 ノノ

14 ノノ
微 隆 起 線 A 一 沈 線 A 一縄 文 ノノ ノ／

E III

E IV

E IV

1 5 S I 18 1 縄 文 ノノ

1 6 ノノ ノノ ／ノ

1 7 ノノ
隆 帯 C … 縄 文 … 沈 線 B ノノ

18 ノノ 縄 文 ノノ

第 3 19図 1 ノ／
縄 文 一 沈 線 B ／ノ

2 S I 18 2 細 粒 縄 文 ，沈 線 A ノノ

3 ノ／
縄 文 ノノ

4 ノノ
縄 文 一 微 隆起 線 A ノノ

5 ‘ノノ
微 隆 起 線 A …縄 文 ノノ

6 ノ／
隆 帯 A － 縄 文 ， 沈 線 B ノノ

7 ノ／
条 線 文 ノノ

8 ノノ ノノ ／ノ

9 ノノ
純 文 一微 隆起 線 C ノノ

10 S I 18 3 沈 線 B 一 縄 文 ノノ ノノ

11 ノノ
縄 文 一 隆 帯 A ノ／ ノ！

12 ノノ
縄 文 一 沈 線 C ノ／ ノ／

13 ノノ 縄 文 一 隆 帯 A ノノ ノノ

14 ノノ
徴 隆起 線 A 一 縄 文 ノノ ノノ

〃

ノノ

ノノ

ノノ

SI　185

Sl　186

ノノ

SI　187

リ

ノノ

／ノ

・リ

ノノ

「Y」字状文

「H」字状文

縄文

微隆起線A…円列点文

徴隆起線A－縄文

微隆起線A

徴隆起線A－縄文

／1　　　　－－－一・　日

沈線B－縄文

縄文一沈線C

縄文

沈線A－縄文

縄文，沈線B

縄文一沈線C

沈線C－縄文一沈線B

沈線B一縄文

／／．1一一一一一一一　　〃

ノノ

／ノ

ノノ

ノノ

〝

／lJ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

Y

X

ノノ

ノノ

Y

EIV

EIV

ノノ

EIV

EIV

舌状突起

502　－－－



図 版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出土

位 置
時 期 備　　 考

第 32 0図 11

12

1 3

1 4

第 3 21 図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

1 9

20

21

2 2

第 32 2図 1

2

3

4

5

6

7

第 3 23 図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

S I 18 8 大 形 渦 文 沈線 B － 縄 文 Y

X

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

E IV

ノノ

E IV

E IV

ノノ

E IV

ノ／

舌 状 突 起

橋 状 把 手

S I 18 9

ノ／

ノ／

S I 19 1

ノノ

ノノ

S I 19 2

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

S I 1 9 3

「H 」 字状 文

大 形 渦 文

「Y 」 字 状 文

逆 「U 」 字 状 文

「Y 」 字 状 文

縄 文 一 徹 隆 起 線 A

縄 文 一 沈線 C

縄 文 一一隆 沈 文 B

縄 文

隆 帯 B 一 円列 点 文

微 隆起 線 A － 縄 文

縄 文 一 沈線 C

縄 文 ～ 隆 帯 C

縄 文 ， 沈 線 B

条 線 文

微 隆起 線 A － 縄 文

微 隆起 線 A － 沈 線 B ～ 縄 文

ノノ 微 隆 起 線 A －縄 文
ノノ ノノ

ノノ 縄 文 一 徹 隆 起 線
ノノ ノノ

ノノ 大形 渦 文

「Y 」 字 状 文

大 形 渦 文

「Y 」 字 状 文

微 隆 起 線 A
／ノ ノノ

ノノ

S I 19 4

ノノ

ノノ

ノノ

S I 19 5

ノ／

S I 1 9 6

ノノ

ノノ

ノノ

S ヱ　 19 7

S I 1 98

ノノ

ノノ

ノノ

微 隆起 線 A － 縄 文

無 文

微 隆起 線 A ～ 縄 文

ノノ　　　　 ー　 〝

縄 文

縄 文 一 微 隆 起 線 A

縄 文 ， 沈線 B

組 文 一 沈線 C

縄 文

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

条 線 文

縄 文

微 隆 起 線 A － 縄 文

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノ／

Y

X

Y

X

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノ／

〃

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

E IV

ノノ

E IV

E IV

E IV

ノノ ノノ　　　　 －　 ノ／ ノノ

S I 19 9 ノ／　　　 －　 ノノ ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

S I 2 02

ノノ

ノノ　　　　 －　 ノノ

細 粒 縄 文

縄 文

縄 文 ， 微 隆 起 線 A

縄 文 ， 沈線 A

ノ／

安 I

ノノ

ノノ

S I 20 6

ノノ

微 隆 起 線 A －縄 文

縄 文 ， 微 隆 起 線 A

徴 隆 起 線 A 一 縄 文 ， 円 列 点 文

縄 文 一 沈 線 B

E IV

／ノ

〝

503－



図 版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出 土

位 置
時 期 備　　 考

第 3 23 図 11 S I 2 06

渦文

縄 文 ， 沈線 B Ⅹ

E IV

E IV

E III

小 突 起

橋 状 把 手

12 〃 ノ！ †　 ノ／ ノノ

13 ノノ
縄 文 ， 沈 線 B … 磨 消 ノ／

14 ノ／ 逆 「U 」 字 状 文

大形 渦 文

沈 線 B － 縄 文 ノノ

15 S I 20 7 隆 帯 C … 縄 文 ノ／

16 〃
微 隆 起 線 A 一 縄 文 〃

17 ノノ
縄 文 一 微 隆 起 線 C ノノ

18 S I 20 9 羽 状 縄 文 ノ1

19 ノノ
縄 文 一 徹 隆 起 線 A ノノ

第 3 24 図 1 ノノ　‾ ノ／

楕 円 文

大 形 渦 文

縄 文 一 隆 沈 文 B ノノ ノノ

2 S I 2 10 縄 文 一 隆 沈 文 C ／ノ ノノ

3 ノノ 純 文 一 隆 沈 文 A 〃 ノノ

E III

E IIl

4 ノノ
縄 文 一 沈 線 B ノノ

5 ノノ
微 隆 起 線 A 一 縄 文 ノ／

6 ノノ
縄 文一 沈 線 C ノノ

7 ノノ 微 隆 起 線 C 一 縄 文 ／ノ

8 S I　 2 11 縄 文 一 隆 沈 文 C ノノ

9 ノノ
縄 文 一 沈 線 B ， 円列 点 文 ノ！

10 ノノ
縄 文 一 沈 線 C ノノ

1 1 S I －2 12 縄 文 一 隆 沈 文 B ！，！ ノノ

12 ノノ ノノ 純 文 一 隆 帯 B ／／ ノノ

1 3 ノノ ノノ

「Y 」 字 状 文

〃　 －　　 〃 ノノ ノノ

E III

14 ノノ
条 線 文 ノノ

第 325 図 1 〃 縄 文 一 沈 線 C ノ／

2 S I　 2 13 微 隆 起 線 A 一 縄 文 ／ノ E IV

3 ノノ ノノ　　　　 －　 ノノ ノノ ノ／

4 ノノ
縄 文 一 微 隆 起 線 A ノノ ／ノ

5 ノノ ノノ 微 隆 起 線 B － 縄 文 ノノ ノ／

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

第326図1

2

3

4

ノ／

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

／／

ノノ

ノ／

「Y」字状文

楕円文

楕円文

微隆起線A－縄文

11　　　　一一一一一一一一　／．J

磨消一縄文

微隆起線A一縄文

微隆起線B－縄文

ノノ　　　－　ノノ

徴隆起線A－縄文

微隆起線B一縄文

沈線C－縄文

〃　－〃

縄文一条線文，沈線C

縄文一沈線C

純文一沈線B

縄文一隆沈文A

条線文一沈線C

／／

ノノ

ノ／

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

〃

〃

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノ／

EIV

ノノ

ノ／

EIV

EIII

EIII

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

－　504



図 版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出≠

位 置
時 期 備　　 考

第 326 図 5　　 S I 2 1 6 楕 円 文 縄 文 一 沈 線 C Ⅹ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

E Ill

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

E H I

ノノ

6　　　　 ノノ

7　　　　 ノノ

8　　　　 ノ／

9　　　　 ノノ

ノ／

「U 」 字 状 文

縄 文 一 隆 帯 A

縄 文 一 沈 線 B

ノノ　ー　　 ノノ

ノノ　ー　　 ノノ

10　　　　 ノノ 逆 「U 」 字 状 文 縄 文 一 沈 線 B ， C

1 1　　　　 ノ／ 渦 文 純 文 一 隆 沈 文 B

1 2 ノノ ノノ 縄 文 一 隆 帯 B

13 ノノ 逆 「U 」 字 状 文 純 文 一 隆 沈 文 C

14

15

1 6

S I 2 1 9 楕 円文

渦 文

縄 文 一 沈 線 B

ノ／ 縄 文 一 隆 帯 A
ノノ

ノ／ 隆 帯 C
ノノ

1 7

18

ノノ 楕 円 文

渦 文

沈線 C ～ 縄 文
ノノ

ノノ 縄 文 ， 沈 線 C
ノノ ノノ

19 ノ／ 縄 文 ， 隆 沈文 C
ノノ ノノ

E III

E IV

ノノ

E III

E H I

E III

2 0 ノノ ノ／

「Y 」 字 状 文

変 形 楕 円 文

大 形 渦 文

条 線 文
ノ／

2 1 ノノ 縄 文 ， 隆 帯 A
ノノ

第3 2 7図 1

2

S I 22 0 隆 帯 A ノノ

ノノ 縄 文 ， 隆 帯 A
ノノ

3

4

5

6

7

8

9

第 32 8図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ノノ 微 隆 起 線 A 一 縄 文
ノ／

S I 22 3 縄 文 一 沈 線 B
ノノ

ノノ 縄 文 … 隆 帯 A － 沈 線 C
ノノ

ノノ 縄 文 一 隆 帯 A ノノ

ノノ 縄 文 一 沈 線 B
ノノ

ノ／ ／ノ　－　　 ノノ ノ／

ノノ 縄 文 一 徹 隆 起 線 A
ノノ

S K　　 l 「U 」 字 状 文 縄 文 一 沈 線 B 一 磨 消
〃

S K　　 6 逆 「U 」 字 状 文 縄 文 … 沈 線 B
ノノ ノノ

ノノ ノノ ノ／　－　　 ノ／ ノ／ ノ／

S K　 l O 円 文 ， 楕 円 文 縄 文 … 隆 帯 A
ノノ ノノ

ノ／ 楕 円 文

渦文

ノ／

蕨 手 文

渦 文

楕 円 文

縄 文 … 沈 線 C
ノ／

ノノ

ノ／

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

縄 文 一 隆 沈 文 C

縄 文 一 隆 沈 文 A

縄 文 一 隆 沈 文 B

縄 文 一 沈 線 B

縄 文 一 隆 帯 B

ノノ

ノ／

ノノ

ノ／

E III

E III

ノノ

〃

E III

第 32 9図 1 ノノ 縄 文 … 隆 帯 A

2 S K　 14 縄 文 ， 沈 線 B

3 S K　 15 沈線 A 一 縄 文 ～ 円列 点 文

4 S K　 1 8 隆 帯 A －縄 文

5 ノ／ 縄 文 一隆 帯 C

6 ノノ 条 線 文

7 S K　 19 沈 線 C
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図版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出 土

位 置
時 期 備　　 考

第 3 29 図 8 S K　 19 円文

楕 円文

縄 文 一 隆 沈 文 C Ⅹ E III

橋 状 把 手

9 ノノ 純 文 一 沈 線 C ノノ ／ノ

1 0 〃
縄 文 一 隆 帯 C ノノ ノノ

11 〃 ノノ

逆 「U 」字 状 文

縄 文 一 沈 線 B ノノ ノノ

E III

12 ノノ
縄 文 … 隆 沈 文 B ノノ

13 ノノ
縄 文 一 沈 線 B ノノ

14 ノノ 楕 円文 ， 「U 」 字 状 文 ノノ　－　　 ノノ ノノ ノ／

15 ノ／ 変 形 渦 文 縄 文 一 隆沈 文 A ノノ ノ／

16 ノ／ 「U 」字 状 文

逆 「U 」字 状 文

逆 「U 」 字 状 文

純 文 一 沈線 B ノノ ノノ

E III

17 ノ／
条 線 文 一縄 文 ノノ

第 33 0 図 1 ノ／ 純 文 一 沈線 B ノ／

2 S K　 20
縄 文 一 沈線 C ノノ ノノ

3 ノ／
沈 線 C ノ／

4 ノノ
縄 文 ， 沈線 A ノノ

5 ノノ 縄 文 ノ／

6 S K　 2 2
縄 文 一 沈 線 C ノ／

7 ノ／ 〃　 －　　 〝 ノノ

8 ノノ ノ／　－　　 ノ／ ノノ

9 ノ／
縄 文 ， 刺 突 文 ノ／

10 ノ／ 縄 文 ， 沈 線 B ノ／

1 1 ノノ
条 線 文 ／ノ

12 S K　 2 3
縄 文 … 押 引 文 ノノ

13 ノ／
純 文 一 沈 線 A ノノ

14 ノノ 純 文 一 沈 線 B ノノ

1 5 S K　　 25
微 隆 起 線 A ノノ

1 6 ノノ
縄 文 〃

1 7 ／ノ
縄 文 一 隆 沈 文 C ノノ

18 S K　　 26 縄 文 一 沈 線 C ノ／

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

逆「U」字状文

逆「U」字状文

渦文

ノ／

逆「U」字状文

変形渦文

縄文，沈線B

隆帯A

縄文

縄文一沈線B

縄文一隆沈文A

純文一微隆起線B

純文一隆帯B

沈線C一縄文

縄文一隆帯C

微隆起線A

縄文

縄文一円列点文一沈線B

縄文一沈線B，楕円刺突文

縄文一微隆起線C

縄文一沈線C

〝

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノ／

ノノ

／／

ノノ

ノノ

EIIl

ノノ

ノ／

ノノ

…一一一1－1506－－－－…－



図 版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出 土

位 置
時 期 備　　 考

第 33 1図 10

11

1 2

13

14

15

16

17

18

第 3 32 図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1 1

1 2

13

14

15

16

S K　　 4 1

ノノ

渦 文

渦 文

変 形 渦 文

渦 文

渦文

縄 文 … 隆 沈 文 A

条線 文

縄 文

微 隆 起 線 A 一 沈 線 A －縄 文

Ⅹ

ノノ

E m

E IV

S K　　 6 5
ノノ

S K　　 6 6
ノノ

ノ／ 微 隆 起 線 A ノノ 〃

E 工II

E III

ノ／ 純 文 一 沈 線 A
ノノ

ノノ 縄 文 ， 沈 線 A
ノノ

ノノ 縄 文 一一沈 線 B ノノ

S K　 6 9 ノノ　－　　 ノノ ノノ

ノノ 縄 文 一 沈線 C
ノノ

ノノ 縄 文 一 隆 沈 文 C
ノノ

ノノ 縄 文 一 沈 線 C
ノノ

ノノ 縄 文 ， 沈 線 A ノノ

ノ／ 縄 文 一 沈 線 C ノノ

ノノ 縄 文 一 隆 帯 B
ノノ

ノノ 縄 文 一 隆 沈 文 B
ノ／

ノノ 縄 文 一 隆 帯 C ノノ ノノ

ノノ 縄 文 … 沈 線 C ノノ ノノ

ノノ ノノ　－　　 ノノ ノ／ ノノ

E III

E III

E III

E III

S K　　 84 羽 状縄 文
ノノ

ノノ 無 文 ノノ

S K　 85 隆 帯 A －縄 文 ノ／

ノ／ ノ／　 －　 ノノ ノノ

ノノ ノノ　　 －　 ノノ ノノ

ノノ 縄 文 ， 微 隆 起 線 C
〃

第 33 3図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

S K　　 95 縄 文 … 隆 帯 C ノノ

ノノ 縄 文 一 微 隆 起 線 C ノノ

ノノ 縄 文 一 隆帯 A ， C
ノノ

ノノ 縄 文 一 微 隆起 線 A
ノノ

ノ／ 縄 文 一 隆 帯 A ノノ

ノノ 縄 文 … 微 隆 起 線 A ノノ

ノノ ノ／　－　　　　 ノノ ノノ

ノノ 縄 文 一 沈 線 B
ノノ

S K　 l OO 縄 文 ノノ

／ノ 隆 帯 A －縄 文 ノノ

11 ノノ 縄 文 一 隆 帯 A
ノノ

12 ノ／ 沈 線 C 一 微 隆起 線 A － 縄 文

沈 線 C

ノノ

1 3 ノノ
ノノ

14 ノノ 縄 文 … 隆 沈 文 A ノノ

15 ノノ 縄 文 一微 隆 起 線 A ノノ

16 S K　 129 羽 状 縄 文
ノノ

17 ノノ 縄 文
ノノ

ノノ
18 S K　 132 羽 状 縄 文

一一……507－－llll



図 版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出 土

位 置
時 期 備　　 考

第 33 4 図 1 S K　 1 32

「U 」 字 状 文

微 隆 起 線 A … 縄 文 Ⅹ

E III

2 ノノ 縄 文 ノノ

3 S K　 134 無 文 ノノ

4 ノノ 縄 文 ノノ

5 S K　 165 縄 文 一 徹 隆 起 線 A ノノ

6 ノ／ 微 隆 起 線 A 一 縄 文 ノノ

7 S K　 170 縄 文 一 沈 線 C －磨 消 ノノ

8 ノノ ノノ ／ノ　－　　 ノノ　　 －　 ノ／ ノノ ノノ

9 ノノ ノノ ／ノ　－　　 ノノ　　 －　 ノノ ノノ ノノ

10 S K　 17 8 楕 円文

渦 文

楕 円 ， 蕨 手 文

「U 」 字 状 ， 逆 「U 」 字 状 文

縄 文 一 隆 帯 A ノ／ ノノ

E III

11 ／ノ 条 線 文 ノノ

1 2 ノノ 縄 文 一 沈 線 C ノノ

1 3 ノノ 縄 文 一 微 隆 起 線 C ノノ

1 4 ノノ 縄 文 一 隆 帯 C ノ／ ノノ

E III

E IV

15 S K　 18 6 縄 文 一 微 隆 起 線 A ノ／

16 ノノ 沈 線 C ノノ

1 7 ノノ 縄 文 … 隆 帯 C ノノ

18 ノノ 縄 文 一 沈 線 A ／ノ

第3 35 図 1 S K　 190 純 文 一 沈 線 B ノノ

2 ノノ 縄 文 … 沈 線 C ノノ

3 ノノ 条 線 文 ノ／

4 S K　 20 0 縄 文 ノノ

5 ノノ ノ／ 〃

6 ノノ 微 隆 起 線 A － 縄 文 〃

7 S K　 20 3 隆帯 B ， 徴 隆 起 線 A 一縄 文 ノノ

8 ノノ 縄 文 一 沈 線 B Y

9 ノノ ノノ　－　　 ノ／ Ⅹ

10 ノ／ 縄 文 一 微 隆 起 線 C ノノ

K　213

ノノ

K　214

ノ／

ノ／

SK　215

SK　217

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

変形渦文

「U」字状文

条線文

無文

縄文，徴隆起線A

微隆起線A…縄文

縄文

微隆起線A－縄文

縄文一徹隆起線A

徴隆起線A－縄文

縄文一沈線B

／／－　／／

沈線A一紙文一半裁竹管刺突文

微隆起線A一縄文

縄文一沈線B，C

縄文

縄文一徴隆起線B

／／

ノノ

ノ／

ノノ

ノ／

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノ／

EII

ノノ

一一一一一一5081一一一一一一



図版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出 土

位 置
時 期 備　　 考

第 33 6図 4

5

6

7

8

9

10

1 1

S K　 2 17

「Y 」 字 状 文

円 文

縄 文 一 沈 線 B … 磨 消 Ⅹ E III

S K　 2 28 微 隆起 線 A － 縄 文 ノノ E IV

ノノ 縄 文 一 微 隆起 線 A ノノ ／ノ

ノ／ ノノ　－　　　　 ノノ ノノ ノノ

E H I

S K　 2 37 ノノ　－　　　　 ノノ ノ／

ノノ 縄 文 ノ／

S K　 2 5 0 縄 文 一 沈 線 C ノ／

ノノ 変 形 楕 円 文 縄 文 一 沈 線 C 一 磨 消 ノノ ノ／

1 2 〃 逆 「U 」字 状 文

楕 円 文

逆 「U 」 字 状 文

沈線 B … 純 文 一 沈 線 B 一 磨 消 ノノ ノノ

13 ／ノ 縄 文 一 沈 線 B … 磨 消 ノノ ノノ

14 ノノ ノノ　－　　 ノノ　　 －　 ／ノ ノノ ノノ

E III

第 3 37 図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

S K　 2 59 無 文 ノノ

ノノ 純 文 一 沈 線 B ノノ

S K　 26 8 ノノ　－　　 ノノ ノノ

ノノ 隆 沈 文 A ノ／ 〝

E III

E III

E IV

ノノ 縄 文 一 徴 隆 起 線 B ノノ

ノノ 沈 線 B － 縄 文 ノノ

S K　 26 9 縄 文

無 文

ノノ

ノノ ノノ

S K　 2 75 縄 文 一 沈線 C

縄 文

ノ／

ノノ ノ／

11 ノノ 羽 状 縄 文 ノノ

12 ノノ 縄 文 一 徹 隆 起 線 B
〝

13 ノノ 縄 文 ノノ

1 4 S K　 2 78 縄 文 一 沈 線 B ⊥ 磨 消 ノノ

1 5 ノノ 縄 文 一 沈 線 B ノノ

16 ノノ 縄 文 一磨 消 一 沈 線 C ノ／

17 S K　 2 79 無 文

縄 文

縄 文 一隆 帯 C

ノノ

18 ノノ ノノ

19 S K　 2 80 ノノ

2 0 S K　 2 86 条 線 文 ノノ

2 1 ノノ 微 隆 起 線 A 一 条 線 文 ノノ

2 2 ノノ 純 文 一 微 隆 起 線 A ノノ

2 3 ／ノ 沈 線 C － 沈 線 B 一緒 文 一 円列 点 文 ノノ

第 3 38 図 1

2

3

4

S K　 2 87 変 形 渦文

渦 文

隆 帯 B 一 縄 文 ノノ

ノノ 縄 文 一 沈 線 C ノ／

ノノ 縄 文 … 押 引 文 ノノ

S K　 2 90 縄 文 一 沈 線 C ノノ

5 ノノ 縄 文 … 沈線 A ノノ

6 S K　 2 9 1 無 文 ノノ

7 ノ／ ノノ ノノ

8 ノノ 縄 文 一 隆 沈 文 B ノノ

9 ノ／ 縄 文 一 沈 線 C ノ／

…一一一一一一509…一一一一



図版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出土

位 置
時 期 備　　 考

第 33 8 図 10 S K　 2 94

「Y 」 字 状 文

「Y 」 字 状 文

円文

「Y 」 字 状 文

楕 円文

縄 文 Ⅹ

E IV

E IV

E III

E IV

［

筒 状把 手

11 ノノ 縄 文 一 隆 帯 C ノノ

12 ノ／
条 線 文 ノノ

13 S K　 2 98 徴 隆 起 線 A － 縄 文 ノノ

14 ノノ ノ／　　　 －　 ノノ ノノ

15 S K　 3 10 ノ／＋＋＋一一　 ノノ ノノ

16 S K　 3 16 縄 文 ノノ

17 ノ／ ノ／ 〃

18 S K　 3 18 微 隆 起 線 A … 縄 文 ノ！

19 S K　 3 29 縄 文 ノノ

2 0 ノノ
縄 文 一 微 隆 起 線 C ノノ

2 1 S K　 3 31 隆 帯 B 一 縄 文 ノノ

2 2 ノノ 純 文 一 隆 帯 A ノノ

2 3 ノノ 徴 隆 起 線 A ノノ

2 4 S K　 3 33 縄 文 一 洗 練 C ノノ

2 5 S K　 3 46 隆 帯 A … 縄 文 … 沈線 C ／／

2 6 ノ／
縄 文 ノノ

2 7 ノ／ 条 線 文 ノノ

2 8 S K　 3 70 微 隆 起 線 A ノノ

2 9 ！，！
微 隆 起 線 A 一縄 文 ノノ

3 0 S K　 3 73 縄 文 一 沈 線 C ノノ

3 1 ノノ 隆 帯 C － 縄 文 … 沈線 C 〃

第 33 9 図 1 ノ！ 微 隆 起 線 A 一 円 列 点 文 ノノ

2 S K　 374 徴 隆 起 線 A 一縄 文 ノ／

3 ノ／
沈 線 B － 縄 文 〃

4 S K　 3 77 徴 隆起 線 A …縄 文 ， 円 列 点 文 ノノ

5 S K　 378 縄 文 ノノ

6 ノノ 徴 隆起 線 A －縄 文 ノ／

無文

微隆起線A…縄文

ノ／　　　－　ノノ

縄文一沈線B

縄文一沈線C

縄文一隆沈文A

縄文一沈線C

縄文一沈線B一磨消

縄文，沈線B一円列点文

ノ／，　ノ／　－　　ノノ

隆帯A

縄文一沈線B

沈線A一縄文

隆帯A一徴隆起線A

縄文

ノ／

ノ！

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノ／

／ノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

一…－510－一一、－－



図版番号 遺　　　 構　　　　 文　　　　　 様
作 出 方 法　 掛 寺期 ！備 考

第340図 8

9

10

S K　 474

楕円文

渦文

縄文一沈線 B Ⅹ i

E IV

E III

橋状把 手

S K　 478 無文

微隆起線A －縄文 一沈線 B

ノノ

SK　 48 1 ノノ

11 ノノ 微 隆起線 A －縄文 ノノ

12 S K　 48 2 縄文 一沈線 B ノノ

13 ／ノ 隆帯 C 一純 文一沈線 B ノノ ノ／

14 ノ／ 縄文一沈線 B ， 盲孔 ノノ ノノ

E IV

E IV

15 ノ／ 条線文 ノノ

16 S K　 486 沈線 B ノノ

17 S K　 493 縄 文一隆沈文 B ノノ

18 ノノ 縄文 一磨 消一沈線 A ノノ

19 S K　 49 5 微 隆起線 A －縄文 ノ／

20 ノノ ノノ　　　　－　 ノノ ノ／

第341図 1 S K　 49 8 縄文 ノノ

2 ノ／ 条線文 ノノ

3 S K　 50 1 微隆起線A ノノ

4 ノノ 微 隆起線 A …縄文 ノ／ ノノ

5 SK　 504 細目「㍉沈線 B ノノ

6 ノノ ノノ　－　　 ノノ ノノ

「Y」字状文

ノ／　－　　ノノ

縄文一隆沈文C

縄文一沈線B

隆沈文A

縄文一隆帯A

ノ／　－　　ノノ

縄文…沈線A

縄文一沈線C

縄文一隆沈文C

縄文…沈線C

沈線B，縄文

縄文一沈線B一円列点文

縄文一隆沈文C

縄文一沈線C

隆帯A，微隆起線A一縄文

縄文…微隆起線A

縄文一沈線C

純文一隆帯A

縄文一隆帯C

微隆起線A一縄文

縄文…隆沈文A

縄文一沈線C

縄文一微隆起線A

隆帯A一微隆起線A

一一一1一一一一1－511－－－－

ノノ

〃

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

EII

ノノ

El

ノ／

／ノ

EIII

EIV

ノノ



図版 番 号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出土

位 置
時 期 備　　 考

第 3 42 図 8 S K　 7 11

渦 文

渦 文

変 形 渦 文

条 線 文 Ⅹ

E IH

E III

E III

橋 状 把 手

9 ノ／ 縄 文 ノノ

10 S K　 76 3 沈 線 B ， 細 粒 縄 文 ノノ

11 ノノ 縄 文 一 沈 線 A ノノ

12 S K　 78 7 縄 文 一 沈 線 C ノ／

13 S K　 8 10 ノノ　－　　 ノノ ／ノ

14 ノノ 縄 文 一 隆 沈 文 A ノノ

15 S K　 85 1 縄 文 一 沈 線 C ノ／

16 ノノ ノ／　－　　 ノノ ／ノ

17 ノノ ノ／　－　　 ノノ ノノ

18 ノノ 縄 文 一 隆 帯 A ノ／

19 S K　 86 2 縄 文 一 微 隆 起 線 B ノ／

2 0 ノノ 〃

円文

ノノ　－　　　　 ノノ ノノ ノノ

E lll

E IV

E IV

E IV

E llI

E IV

E III

2 1 S K　 90 4 純 文 一 沈 線 B ノノ

2 2 ノノ
羽 状 縄 文 ノ／

2 3 S K　 9 10 縄 文 ノノ

2 4 ノノ ノノ ノノ

第 34 3 図 1 ノノ 縄 文 一 沈 線 B ， C ノノ

2 ノノ ノノ ノ／　－　　　 ノノ 〃

3 S K　 9 15 「Y 」 字 状 文

「U 」 字 状 文

「Y 」 字 状 文

楕 円文

徴 隆 起 線 A －縄 文 … 沈 線 A … 磨 消 ノノ

4 S K　 9 17 縄 文 ノノ

5 ノノ 微 隆 起 線 A …縄 文 ノノ

6 S K　 95 8 ノノ　　　　 －　 ノノ ノノ

7 S K　 96 4 ノノ　　　　 －　 ノノ ノ／

8 S K　 97 6 縄 文 一 微 隆 起 線 A ノ／

9 ノノ 縄 文 一 隆 沈 文 C ノノ

10 S K　 98 1 縄 文 一 沈 線 C ノノ

11 ノノ ノノ　－　　 ノノ ノノ

12 ノノ 縄 文 一 沈 線 B ／／

13 ノ／ 縄 文 一 沈 線 C ノ／

14 ノノ 微 隆 起 線 B －縄 文 ノ／

第 34 4 図 1 S K　 98 5 微 隆 起 線 A －縄 文 ノノ

2 S K　 9 86 縄 文 一 沈 線 B ノノ

3 ／ノ 縄 文 ノ／

4 S K　 9 89 縄 文 一 沈 線 B ノノ

5 ノ／ ノ／　－　　 ノノ ノノ

6 S K　 9 97 微 隆 起 線 A 一 縄 文 ノノ

7 ノ！ ノノ　　　　 －　 ノ／ ノ／

8 S K lO O 7 縄 文 一 隆帯 B ノ／

9 ノ／ 縄 文 一 沈線 C ノ／ ノ／

10 S K l O18 「Y 」 字 状 文

蕨 手 文

沈 線 A 一縄 文 ノノ E IV

11 S K l O2 3 縄 文 一 沈線 C ノノ

12 ／ノ 純 文 一 沈線 B ノノ

ー512一一



図版 番 号

i 遺　 構

文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出 土

位 置
時期 備　　 考

第 345 図 1 S K lO3 4 変 形 渦 文

変 形 渦 文

変 形 渦文

変 形 渦 文

渦 文

渦 文

渦文

円文 ， 蕨 手 文

縄 文 一 隆 沈 文 A Ⅹ

E lll

2 ノノ 隆 帯 C ，縄 文 ノノ

3 S K lO3 8 縄 文 ， 沈 線 B ノノ

4 ノノ ノノ ，　 ノノ ノノ

5 ノ／ 微 隆 起 線 A … 縄 文
ノノ

6 S K l O4 1 沈 線 C ， 条 線 文 ノノ

7 ノ／ 縄 文 ノノ

8 ノノ 条線 文
ノノ

9 ノノ 縄 文 一 微 隆 起 線 B ノ／

1 0 ノノ 縄 文 一徹 隆起 線 A ノノ 〃

1 1 ノノ 隆 帯 A －微 隆起 線 A 一縄 文 ノノ ノノ

12 ノ／ 縄 文 … 沈 線 B ノノ 〃

E lH

13 ノ／ 縄 文 ， 沈 線 A ノノ

第 34 6 図 1

2

3

4

5

6

′7／

8

9

10

S K lO4 3 縄 文 一 隆 帯 A ノノ

ノ／ 純 文 一 隆 帯 C ノ／

S K lO4 5 縄 文 一 沈 線 C ノノ

ノノ ノノ　－　　 ノノ ノ／

ノ／ 縄 文 一 隆 帯 C － 沈 線 B
〃

ノノ 縄 文 … 沈 線 C ノノ

ノノ 縄 文

縄 文 一 微 隆起 線 A

ノノ

ノ／ ノノ

ノノ 縄 文 … 沈 線 B ノノ ノノ

E III

E III

ノノ 縄 文 一 沈 線 C ノノ

11 S K lO 54 縄 文 一 沈 線 B ノノ

12 ノ／ 縄 文 一 徴 隆 起 線 A
ノ／

13 ノノ 縄 文 … 沈 線 B ノ／

1 4 S K lO6 5 縄 文 ノノ

15 ノノ 微 隆起 線 A 一 細 粒 縄 文 ノノ

16 ノノ 沈 線 B 一縄 文 ノ／

17 ノノ 縄 文 ， 沈線 B ノ／

18 ノノ 沈 線 B － 縄 文 ノ／

19 ノノ 微 隆 起 線 A －縄 文 ノノ

第 34 7 図 1 S K l1 23 無 文 ／ノ

2 ノノ 縄 文 一 沈 線 B ノノ

3 ノノ 縄 文 一 徹 隆 起 線 A ノノ

4 ノ／ 条線 文 ノノ

5 S K l 12 8 ノノ ノ／

6 S K l 14 1 縄 文 ノノ

7 S K l 172 縄 文 一 沈 線 B ノノ

8 ノノ 楕 円文

変 形 渦 文

縄 文 … 隆 沈 文 C ノノ

9 ノ／ 条 線 文 ノ／

10 ノ／ 縄 文 一 沈 線 B ノノ

11 S K 123 0 楕 円 文 縄 文 一 沈 線 C 炉 Ⅹ ノノ

－一一一一5131一一一



図版 番号 遺　　　 構 文　　　　　 様 作　　 出　　 方　　 法
出土

位置
時期 備　　 考

第347図 12 S K 1 23 0 変形楕 円文 縄文一 隆帯 C 炉Ⅹ E III

13 ノノ 楕 円文 縄文一 隆帯 C Ⅹ ノ／

14 S K 1 24 5 「J 」字状 文，変形渦文 沈線 B …細粒縄文 ノノ

一一一一一514…l
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第327図　住居跡出土土器片拓影図

1577



票ご∵‘と、‘1二七定ニー・∴淵ふ十、八l・・、∴一一・・・こ、

感曙誌閻

第328図　土壌出土土器片拓影図

－578－



第329図　土壌出土土器片拓影図
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当遺跡から出土した土製品の概要は9　前述したとおりである。

士錘9土製門札穿孔土器片と耳栓が出土しているが学士製品の中で最も多く出土したものほう

土錘と土製円板である。

（1）土錘　（表10。11第348へノ359・365図）

土錘は9　土器片錘警　手捏土錘9　球状土錘撃　管状土錘の4種が出土しているが9　特に土器片錘に

ついてはラ　形態学　及び重量に差異が認められ9　出土遺構の違いによっても若干偏向性を有してい

た。総数で且タ且2温点出土しているが9楕円形状の一部のものは精巧に研磨調整してあるものがあっ

た。竜ヶ崎ニュータウン内における調査遺跡の中でも撃　その数は最も多く9　時期的に9　赤松遺跡

と廻り地A遺跡の中間に位置する当遺跡において学　士錘を魚網錘とした場合，漁拶活動が最も活

発化した時期と考えられる事象であった。

泰摘　丑錘解説表　土器緒錘）

図番号 遺　 構 長 さ　 幅　 ノッチ問　 重 さ 形　　 態

第 348図

1
S I　 1 8 ．5　　 8 ．0　　 6 ．6　 79 不　 整　 台　 形

2 ノノ 4 ．3　　 3 ．3　　 4 ．1　 10 不 整 楕 円 形

3 ノノ 3 ．5　　 3 ．2　　 3 ．0　 15 不 整 正 方 形

4 ノ／ 4 ．5　　 4 ．2　　 4 ．0　 2 5 ノノ

5 S I　 4 7 ．9　　 5 ．3　　 7 ．1　 6 0 不 整 長 方 形

6 S I　 5 6 ．6　　 4 ．3　　 6 ．1　 45 〃

7 ノ／ 5 ．3　　 4 ．2　　 4 ．9　 28 ノノ

8 S I　 9 6 ．9　　 5 ．9　　 5 ．1　 39 不　 整　 台　 形

9 ノ／ 6 ．2　　 6 ．0　　 5 ．1　 4 6 不 整 正 方 形

10 ノ／ 4 ．6　　 4 ．6　　 4 ．0　 2 5 不　 整　 台　 形

1 1 ノノ 4 ．3　　 2 ．5　　 4 ．1 16 不 整 楕 円 形

図番号 遺　 構 長 さ　 幅　 ノッチ間　重 さ 形　　 態

12 S王　　 9 6．3　　 4 ．9　　 5 ．4　 45 精緻 な楕 円形

13 ノノ 5．6　　 5 ．3　　 5 ．1　 4 0 不 整 正 方 形

14 ノノ 6 ．8　　 5．3　　 5 ．6　 5 0 ノノ

1 5 S I ll 8 ．2　　 5 ．5　　 7．2　 6 0 不 整 長 方 形

16 S王　 18 6 ．6　　 6 ．3　　 5．5　 5 7 不　 整　 台　 形

17 ノノ 6．7　　 5 ．3　　 6 ．3　 50 不 整 楕 円 形

18 ノノ 4 ．6　　 2．9　　 4 ．3　 15 精緻 な楕 円形

1 9 ノノ 2 ．3　　 3．7　 1．6　　 9 不　 整　 台　 形

20 S I 1 9 7 ．2　　 7．0　　 6．5　 7 6 不 整 正 方 形

21 S I　 20 5．7　　 4 ．7　　 5．2　 4 5 ノ／

2 2 ノノ 4．6　　 3 ．6　　 4 ．0　 24 不 整 楕 円 形

598　…



図番 号 遺　 構 長 さ　 幅　 ノッチ間　 重 さ 形　　 態

第348図

23
S I 21 3 ．8　　 3 ．3　　 3 ．4　 15 不 整 正 方 形

24 S ンI　 2 2 5 ．7　　 3 ．4　　 5 ．1　 3 3 不 整 長 方 形

25 ノノ 5 ．1　 3 ．9　　 4 ．4　 2 6 ノノ

2 6 ′　ノノ 5 ．7　　 3 ．8　　 5 ．1　 2 6 精 緻 な 楕 円 形

2 7 ノノ 4 ．2　　 3 ．8　　 4 ．0　 25 不 整 正 方 形

28 ノノ 3 ．6　　 2 ．9　　 3 ．2　 19 ノ／

29 ノ／ 4 ．9　　 3 ．9　　 4 ．3　 2 6 ノノ

30 ′　ノノ 3 ．9　　 3 ．3　　 3 ．8　 19 不　 整　 円　 形

3 1 S I　 2 3 4 ．7　　 3 ．8　　 4 ．4　 2 5 不 整 長 方 形

3 2 I S I 25 1 5 ．0　 4 ．4　 4 ．0　 40 l 不 整 正 方 形3 2 t　S I 25 1 5 ．0　 4 ．4　 4 ．0　 40 l 不 整 正 方 形

3 3 S I　 26 4 ．7　　 3 ．2　　 4 ．5　 19 不 整 楕 円 形

34 ノ／ 6 ．4　　 4 ．8　　 5 ．5　 5 6 不 整 長 方 形

35 ノ／ 7 ．6　　 3 ．6　　 6 ．6　 5 0 〃

3 6 くS I　 2 7 4 ．7　　 3 ．4　　 4 ．3　 2 0 ノノ

3 7 ノノ 4 ．4　　 3 ．9　　 3 ．3　 2 3 不 整 正 方 形

38 S I　 28 3 ．2　　 3 ．2　　 2 ．8　 10 ノノ

39 ノノ 4 ．1　 3 ．5　　 3 ．7　 20 不　 整　 円　 形

4 0 ノノ 4 ．1　 3 ．7　　 3 ．7　 15 不　 整　 台　 形

4 1 ノ／ 5 ．0　　 3 ．2　　 4 ．6　 2 1 不 整 長 方 形

4 2 ノノ 4 ．1　 3 ．7　　 3 ．5　 26 不 整 正 方 形

43 ノ／ 5 ．4　　 4 ．6　　 4 ．8　 35 ノ／

10 ノ／ 4 ．8　　 4 ．0　　 4 ．0　 2 0 不 整 正 方 形

11 ノノ 4 ．8　　 4 ．8　　 3 ．8　 3 5 ノノ

12 ノノ 4 ．3　　 3 ．8　　 3 ．8　 20 不　 整　 円　 形

1 3 ノノ 3 ．8　　 3 ．7　　 3 ．5　 10 ノ／

14 ノノ 4 ．5　　 3 ．0　　 3 ．6　 15 不 整 長 方 形

15 ノ／ 4 ．5　　 3 ．5　　 3 ．7　 2 0 不　 整　 台　 形

16 ノノ 4 ．6　　 4 ．5　　 3 ．8　 15 不 整 正 方 形

17 ノノ 5 ．4　　 4 ．7　　 4 ．8　 4 0 不　 整　 台　 形

1 8 ノ／ 6 ．0　　 4 ．4　　 5 ．3　 45 不 整 長 方 形

1 9 ノノ 4 ．2　　 3 ．4　　 3 ．7　 15 不　 整　 台　 形

20 ノノ 7 ．5　　 5 ．3　　 6 ．2　 60 不 整 長 方 形

21 ノノ 4 ．5　　 4 ．4　　 3 ．4　 3 0 不 整 正 方 形

図番号 遺　 構 長 さ　 幅　 ノッチ間　 重 さ 形　　 態

第349図

1
S I　 34 6 ．0　　 3 ．8　　 5 ．3　 28 不 整 長 方 形

2 S I　 37 9 ．8　　 7 ．2　　 9 ．0 100 ノノ

3 S I　 40 5 ．6　 4 ．2　　 5 ．0　 30 ノ／

4 ノノ 4 ．5　　 3 ．4　　 3 ．9　 2 0 不 整 楕 円 形

5 ノ／ 7 ．2　　 5 ．5　　 6 ．3　 6 0 不 整 長 方 形

6 ノノ 8 ．3　　 5 ．8　　 6 ．6　 4 0 ノ／

7 ノノ 5 ．5　 4 ．8　　 4 ．8　 30 不 整 正 方 形

8 ノノ 6 ．1　 4 ．8　　 5 ．4　 30 不 整 長 方 形

9 ノノ 5 ．1　 5 ．0　　 4 ．4　 3 1 不　 整　 円　 形

10 l ノ／　 i 4 ．8　 4 ．0　 4 ．0　 2 0 l 不 整 正 方 形
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